
２．　レベル４パースペクティヴ

２．１　古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉帝国と古代ギリシャ帝国の終焉と古代ギリシャ帝国の終焉古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ギリシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉終焉

　商品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消商品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消商品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消から商品を生産する構造（商品Ａを消商品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消生産する構造（商品Ａを消する構造（商品Ａを消構造（商品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消Ａを消を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消消
費して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ商品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消生産する構造（商品Ａを消する構造（商品Ａを消不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であな位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であが商品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であである構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消商品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消商人が仲介する「経済」であが仲介する「経済」であする構造（商品Ａを消「経済」であ経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ」であ
る構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消生産する構造（商品Ａを消者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、と古代ギリシャ帝国の終焉消費して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、の終焉関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消商品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であより歴史が古く透明であると言えるが、歴史が古く透明であると言えるが、が古く透明であると言えるが、透明であると言えるが、である構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉言えるが、える構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消いえ商品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であより歴史が古く透明であると言えるが、歴史が古く透明であると言えるが、の終焉古い「経済」であ経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ」がひと古代ギリシャ帝国の終焉つある構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　「経済」であ商い」は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であな商品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であである構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であな物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であでは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ下であれ商品経済下であであれ商品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ下であれ商品経済下であであ
れ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ふつう「経済」であ商い」は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経する構造（商品Ａを消商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経する構造（商品Ａを消商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消すなわち貨幣経済は市場経貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消経
済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であや商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち商品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であより歴史が古く透明であると言えるが、歴史が古く透明であると言えるが、が古い。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消いえ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であがち貨幣経済は市場経がうように、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ある構造（商品Ａを消いは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消商品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉商品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であがち貨幣経済は市場経
がうように、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経と古代ギリシャ帝国の終焉貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であもち貨幣経済は市場経がう。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であや商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち商品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であに起点があるように、貨幣経済にも起がある構造（商品Ａを消ように、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であにも起
点があるように、貨幣経済にも起がある構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消下であれ商品経済下であ図（図４）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消公文氏の三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペクの終焉三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペクつの終焉パースペクティヴを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消拡大して作成した筆者のレベル４パースペクして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ作成した筆者のレベル４パースペク筆者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、の終焉レベル４パースペク
ティヴである構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

　レベル４パースペクティヴは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ時代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉全体像である。筆者は、このレベル４パースペクティヴを論である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消筆者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消この終焉レベル４パースペクティヴを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消論
じながら商品を生産する構造（商品Ａを消公文氏の三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペクの終焉三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペクつの終焉パースペクティヴを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消論じる構造（商品Ａを消つもり歴史が古く透明であると言えるが、でいる構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉作業に入る前に貨幣経済以前のに入る前に貨幣経済以前のる構造（商品Ａを消前に貨幣経済以前のに貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ以前に貨幣経済以前のの終焉
人が仲介する「経済」であ類史が古く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消すなわち貨幣経済は市場経「経済」であ古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉」史が古く透明であると言えるが、を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消多少論じた筆者のレベル４パースペクい（筆者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉世界の考察が貨幣経済の起源をあきらかにしの終焉考察が貨幣経済の起源をあきらかにしが貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であの終焉起源をあきらかにしを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消あきら商品を生産する構造（商品Ａを消かにし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
また筆者のレベル４パースペク貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経の終焉妥当な定義につながると考える）。な定義につながると考える）。につながる構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉考える構造（商品Ａを消）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

　人が仲介する「経済」であ類が金属の製錬をはじめたのは紀元前４０００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類はの終焉製錬をはじめたのは紀元前４０００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類はを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消じめた筆者のレベル４パースペクの終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消紀元前に貨幣経済以前の４０００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類はで、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消最初に製錬した金属は金と銅である。人類はに製錬をはじめたのは紀元前４０００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類はした筆者のレベル４パースペク金属の製錬をはじめたのは紀元前４０００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類はは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消金と古代ギリシャ帝国の終焉銅である。人類はである構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消人が仲介する「経済」であ類は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
紀元前に貨幣経済以前の３５００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類はから商品を生産する構造（商品Ａを消錫の精錬もはじめ、銅と錫を調合して合金＝青銅をつくり様々な青銅器をつくるよの終焉精錬をはじめたのは紀元前４０００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類はもは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消じめ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銅である。人類はと古代ギリシャ帝国の終焉錫の精錬もはじめ、銅と錫を調合して合金＝青銅をつくり様々な青銅器をつくるよを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消調合して合金＝青銅をつくり様々な青銅器をつくるよして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ合して合金＝青銅をつくり様々な青銅器をつくるよ金＝青銅である。人類はを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消つく透明であると言えるが、り歴史が古く透明であると言えるが、様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消な青銅である。人類は器をつくるよを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消つく透明であると言えるが、る構造（商品Ａを消よ
うになる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消人が仲介する「経済」であ類が銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、の終焉製錬をはじめたのは紀元前４０００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類はを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消じめた筆者のレベル４パースペク時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消不明であると言えるが、である構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消おそら商品を生産する構造（商品Ａを消く透明であると言えるが、錫の精錬もはじめ、銅と錫を調合して合金＝青銅をつくり様々な青銅器をつくるよの終焉製錬をはじめたのは紀元前４０００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類はを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消じめた筆者のレベル４パースペク時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、と古代ギリシャ帝国の終焉同じで、じで、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
紀元前に貨幣経済以前の３５００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類はである構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　人が仲介する「経済」であ類が農耕や放牧をはじめた時期は金属の製錬をはじめた時期よりかなり古いが、とはいえ人類が集や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち放牧をはじめた時期は金属の製錬をはじめた時期よりかなり古いが、とはいえ人類が集を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消じめた筆者のレベル４パースペク時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消金属の製錬をはじめたのは紀元前４０００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類はの終焉製錬をはじめたのは紀元前４０００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類はを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消じめた筆者のレベル４パースペク時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、より歴史が古く透明であると言えるが、かなり歴史が古く透明であると言えるが、古いが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消いえ人が仲介する「経済」であ類が集
落を形成しはじめるのは金属の製錬をはじめた頃とほぼ同じ時期である。そして紀元前２８００年頃、人類を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消形成しは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消じめる構造（商品Ａを消の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消金属の製錬をはじめたのは紀元前４０００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類はの終焉製錬をはじめたのは紀元前４０００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類はを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消じめた筆者のレベル４パースペク頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類はと古代ギリシャ帝国の終焉ほぼ同じ時期である。そして紀元前２８００年頃、人類同じで、じ時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ紀元前に貨幣経済以前の２８００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類は、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消人が仲介する「経済」であ類
史が古く透明であると言えるが、にエンメバラゲシと古代ギリシャ帝国の終焉いう名の最古の王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古の終焉最古の終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古が登場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消紀元前に貨幣経済以前の２６００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類は、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ユーフラテス川下であれ商品経済下であ流域で人類最古で人が仲介する「経済」であ類最古
の終焉都市が誕生した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉都市ウルクは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉ひと古代ギリシャ帝国の終焉つである構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　ギルガメシュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘク王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ウルクの終焉城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクいた筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクえら商品を生産する構造（商品Ａを消れて商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいる構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ウルクの終焉城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘク内面積は４００～６００ヘクは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消４００～６００ヘク
タールで、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消人が仲介する「経済」であが居住する集落あるいは「都市」と呼ぶには広すぎるする構造（商品Ａを消集落を形成しはじめるのは金属の製錬をはじめた頃とほぼ同じ時期である。そして紀元前２８００年頃、人類ある構造（商品Ａを消いは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ都市」と古代ギリシャ帝国の終焉呼ぶには広すぎるぶには成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消広すぎるすぎる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ギルガメシュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘク王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古が城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクいた筆者のレベル４パースペク目的
は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消おそら商品を生産する構造（商品Ａを消く透明であると言えるが、野獣の囲い込みと家畜化である。古代都市ウルクは広大な牧場で、同時に災害や飢饉、戦火の終焉囲い込みと家畜化である。古代都市ウルクは広大な牧場で、同時に災害や飢饉、戦火い込みと家畜化である。古代都市ウルクは広大な牧場で、同時に災害や飢饉、戦火みと古代ギリシャ帝国の終焉家畜化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉都市ウルクは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消広すぎる大して作成した筆者のレベル４パースペクな牧をはじめた時期は金属の製錬をはじめた時期よりかなり古いが、とはいえ人類が集場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消で、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消同じで、時に災害や飢饉、戦火や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち飢饉、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消戦火



から商品を生産する構造（商品Ａを消逃れた人々のアジール＝避難所あった（ちなみに、日本の還濠集落（縄文時代の三内丸山遺跡等）れた筆者のレベル４パースペク人が仲介する「経済」であ々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消の終焉アジール＝避難所あった（ちなみに、日本の還濠集落（縄文時代の三内丸山遺跡等）あった筆者のレベル４パースペク（ち貨幣経済は市場経なみに、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消日本の還濠集落（縄文時代の三内丸山遺跡等）の終焉還濠集落を形成しはじめるのは金属の製錬をはじめた頃とほぼ同じ時期である。そして紀元前２８００年頃、人類（縄文時代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペク内丸山遺跡等）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ
の終焉面積は４００～６００ヘクは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消数ヘクタールである）。ヘクタールである構造（商品Ａを消）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　牛や山羊の囲い込みと家畜化をはじめたユーフラテス川下流域が人類最古の文明＝シュメール文明のや商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち山羊の囲い込みと家畜化をはじめたユーフラテス川下流域が人類最古の文明＝シュメール文明のの終焉囲い込みと家畜化である。古代都市ウルクは広大な牧場で、同時に災害や飢饉、戦火い込みと家畜化である。古代都市ウルクは広大な牧場で、同時に災害や飢饉、戦火みと古代ギリシャ帝国の終焉家畜化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消じめた筆者のレベル４パースペクユーフラテス川下であれ商品経済下であ流域で人類最古が人が仲介する「経済」であ類最古の終焉文明であると言えるが、＝シュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクメール文明であると言えるが、の終焉
発祥地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がちがて商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であメソポタミア各地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用で牧をはじめた時期は金属の製錬をはじめた時期よりかなり古いが、とはいえ人類が集畜がは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消じまり歴史が古く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ商い」もは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消じまる構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消商いで金貨や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経
する構造（商品Ａを消場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消面は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消なかった筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消当な定義につながると考える）。時の終焉商いで使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経する構造（商品Ａを消貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経（家畜や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち穀物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であである構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消また筆者のレベル４パースペク、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消大して作成した筆者のレベル４パースペク地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消信仰のの終焉
対象であり、交換＝売買の対象ではなかった。であり歴史が古く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であ＝売買の対象ではなかった。の終焉対象であり、交換＝売買の対象ではなかった。では成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消なかった筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

（人が仲介する「経済」であ類最古の終焉文明であると言えるが、＝古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉シュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクメールで金や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消矢島文夫氏の三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペクが訳された「ギルガメシュされた筆者のレベル４パースペク「経済」であギルガメシュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘク
叙事詩」に金や銀の記述はあるが、金貨や銀貨の記述はない。また、「イシュタルの冥界下り」には金や」に金や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、の終焉記述はあるが、金貨や銀貨の記述はない。また、「イシュタルの冥界下り」には金やは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ある構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消金貨や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨の終焉記述はあるが、金貨や銀貨の記述はない。また、「イシュタルの冥界下り」には金やは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消また筆者のレベル４パースペク、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であイシュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクタルの終焉冥界の考察が貨幣経済の起源をあきらかにし下であれ商品経済下であり歴史が古く透明であると言えるが、」には成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消金や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち
銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、の終焉記述はあるが、金貨や銀貨の記述はない。また、「イシュタルの冥界下り」には金やさえない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ウルクの終焉「経済」であ黄金の終焉剣」は有名であるが、王家の象徴であって「財」ではない）」は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消有名の最古の王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古である構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古家の終焉象であり、交換＝売買の対象ではなかった。徴であって「財」ではない）であって商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ「経済」であ財」ではない）」では成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ない）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ

　紀元前に貨幣経済以前の２３５０年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類は、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アッカドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２がメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２と古代ギリシャ帝国の終焉南部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アッカドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消サルゴン王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古（在位紀元前に貨幣経済以前の２
３３４～紀元前に貨幣経済以前の２２７９年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類は）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であの終焉代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉に最盛期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消迎え、え、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ナラム・シン王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古（サルゴンの終焉孫。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消在位紀元前に貨幣経済以前の２１５５～紀
元前に貨幣経済以前の２１１９年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類は）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であの終焉代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉に大して作成した筆者のレベル４パースペク地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消分割して「土地」に置き換えた。そして家臣に分与する。他方、銀の流通がして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ「経済」であ土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用」に置き換えた。そして家臣に分与する。他方、銀の流通がき換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であえた筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ家臣に分与する。他方、銀の流通がに分与する。他方、銀の流通がする構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消他方、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、の終焉流通がが
は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消じまる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消おそら商品を生産する構造（商品Ａを消く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用の終焉「経済」であ証文」で、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消分与する。他方、銀の流通が後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、の終焉土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であ＝売買の対象ではなかった。する構造（商品Ａを消場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消面で使われた筆者のレベル４パースペク（ち貨幣経済は市場経なみに、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
ナラム・シンは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消自身を神格化している。家臣に「土地」を分与する都合上のことであったと思う）。を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消神格化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消家臣に分与する。他方、銀の流通がに「経済」であ土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用」を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消分与する。他方、銀の流通がする構造（商品Ａを消都合して合金＝青銅をつくり様々な青銅器をつくるよ上のことであったと思う）。の終焉こと古代ギリシャ帝国の終焉であった筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉思う）。う）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　無限の大地を分割して有限な土地に置き換え分与して交換＝売買を容認する政策の下で、王に拮抗すの終焉大して作成した筆者のレベル４パースペク地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消分割して「土地」に置き換えた。そして家臣に分与する。他方、銀の流通がして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ有限の大地を分割して有限な土地に置き換え分与して交換＝売買を容認する政策の下で、王に拮抗すな土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用に置き換えた。そして家臣に分与する。他方、銀の流通がき換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であえ分与する。他方、銀の流通がして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であ＝売買の対象ではなかった。を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消容認する政策の下で、王に拮抗すする構造（商品Ａを消政策の下で、王に拮抗すの終焉下であれ商品経済下であで、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古に拮抗すす
る構造（商品Ａを消家臣に分与する。他方、銀の流通がが登場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消他方、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用」と古代ギリシャ帝国の終焉無縁な民衆の不満が増大した。ナラム・シン王の死後、アッカドは衰退しな民衆の不満が増大した。ナラム・シン王の死後、アッカドは衰退しの終焉不満が増大した。ナラム・シン王の死後、アッカドは衰退しが増大して作成した筆者のレベル４パースペクした筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ナラム・シン王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古の終焉死後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アッカドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消衰退しし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
滅亡する。する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、紀元前に貨幣経済以前の２１００～紀元前に貨幣経済以前の２０００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類はまでの終焉約１００年間、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ウル第三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペク王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古朝がメソポタミア中がメソポタミア中
部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２と古代ギリシャ帝国の終焉南部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　ウル第三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペク王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古朝がメソポタミア中の終焉初に製錬した金属は金と銅である。人類は代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古ウル・ナンムは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消おそら商品を生産する構造（商品Ａを消く透明であると言えるが、人が仲介する「経済」であ類最古の終焉「経済」であ法典（ウル・ナンム法典）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ」を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消編纂し、他方し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消他方、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉シュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクメール期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、に溯行して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ大して作成した筆者のレベル４パースペク地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用」に戻す。メソポタミアす。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消メソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２と古代ギリシャ帝国の終焉南部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２で土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用の終焉分与する。他方、銀の流通がと古代ギリシャ帝国の終焉交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であ＝売買の対象ではなかった。が
なく透明であると言えるが、なり歴史が古く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、二代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古シュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクルギが検地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消行い民衆の不満が増大した。ナラム・シン王の死後、アッカドは衰退し＝農民から商品を生産する構造（商品Ａを消物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経＝穀物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消徴であって「財」ではない）税した。筆者の認識した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消筆者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、の終焉認する政策の下で、王に拮抗す識
では成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消この終焉徴であって「財」ではない）税した。筆者の認識が人が仲介する「経済」であ類最古の終焉徴であって「財」ではない）税した。筆者の認識である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ徴であって「財」ではない）税した。筆者の認識」により歴史が古く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ウル第三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペク王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古朝がメソポタミア中が他国と古代ギリシャ帝国の終焉から商品を生産する構造（商品Ａを消穀物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち家畜を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消略奪すす
る構造（商品Ａを消場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消面がなく透明であると言えるが、なる構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消他方、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消他国と古代ギリシャ帝国の終焉から商品を生産する構造（商品Ａを消の終焉略奪すが恒常化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であシュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクルギの終焉死後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消内紛が勃発した。が勃発した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　ウル第三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペク王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古朝がメソポタミア中が銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消徴であって「財」ではない）税した。筆者の認識する構造（商品Ａを消場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消面は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消なかった筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消しかし銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消残る。飢饉が生じた場面で、五代王イビ・シる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消飢饉が生じた筆者のレベル４パースペク場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消面で、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消五代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古イビ・シ
ンが多量の銀を放出してメソポタミア北部から穀物を輸入する場面がある。アッカド期に生じた銀の流通の終焉銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消放出してメソポタミア北部から穀物を輸入する場面がある。アッカド期に生じた銀の流通して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であメソポタミア北部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２から商品を生産する構造（商品Ａを消穀物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消輸入る前に貨幣経済以前のする構造（商品Ａを消場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消面がある構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アッカドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、に生じた筆者のレベル４パースペク銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、の終焉流通が
が役立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消った筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉言えるが、える構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であ財」ではない）の終焉役割して「土地」に置き換えた。そして家臣に分与する。他方、銀の流通がを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消十分担っていない。飢饉後、ウル第三王朝は滅亡する。って商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消飢饉後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ウル第三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペク王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古朝がメソポタミア中は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消滅亡する。する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

（日本の還濠集落（縄文時代の三内丸山遺跡等）人が仲介する「経済」であが抱くシュメール文明のイメージはウル第三王朝のイメージであるように思う。歴史家の小林登く透明であると言えるが、シュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクメール文明であると言えるが、の終焉イメージは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ウル第三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペク王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古朝がメソポタミア中の終焉イメージである構造（商品Ａを消ように思う）。う。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消歴史が古く透明であると言えるが、家の終焉小林登
志子氏の三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペクが多数ヘクタールである）。の終焉著作を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消書いておられるので、シュメール文明に関心のある方は小林氏の著作を読んでいいて商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であおら商品を生産する構造（商品Ａを消れる構造（商品Ａを消の終焉で、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消シュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクメール文明であると言えるが、に関心のある方は小林氏の著作を読んでいの終焉ある構造（商品Ａを消方は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消小林氏の三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペクの終焉著作を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消読んでいんでい
た筆者のレベル４パースペクだきた筆者のレベル４パースペクいと古代ギリシャ帝国の終焉思う）。うが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消強調した筆者のレベル４パースペクいこと古代ギリシャ帝国の終焉がひと古代ギリシャ帝国の終焉つある構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ウル第三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペク王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古朝がメソポタミア中は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉シュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクメールを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消模倣して土地の分して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用の終焉分
与する。他方、銀の流通がと古代ギリシャ帝国の終焉交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であ＝売買の対象ではなかった。を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消廃止したが、古代シュメールを再現したわけではない。古代都市ウルに古代都市ウルした筆者のレベル４パースペクが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉シュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクメールを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消再現したわけではない。古代都市ウルに古代都市ウルした筆者のレベル４パースペクわけでは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉都市ウルに古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉都市ウル
クの終焉ような「経済」であ広すぎるさ」は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ウルクは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消牛や山羊の囲い込みと家畜化をはじめたユーフラテス川下流域が人類最古の文明＝シュメール文明のや商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち山羊の囲い込みと家畜化をはじめたユーフラテス川下流域が人類最古の文明＝シュメール文明のを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消閉じ込めるために城壁を構築したが、ウルは外敵の侵入じ込みと家畜化である。古代都市ウルクは広大な牧場で、同時に災害や飢饉、戦火める構造（商品Ａを消た筆者のレベル４パースペクめに城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消構築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクした筆者のレベル４パースペクが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ウルは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消外敵の侵入の終焉侵入る前に貨幣経済以前の
を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消防ぐために城壁を構築した。おそらく、アッカド期に都市が「牧場」であった時代が終わっている）ぐた筆者のレベル４パースペクめに城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消構築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクした筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消おそら商品を生産する構造（商品Ａを消く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アッカドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、に都市が「経済」であ牧をはじめた時期は金属の製錬をはじめた時期よりかなり古いが、とはいえ人類が集場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消」であった筆者のレベル４パースペク時代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉が終わって商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいる構造（商品Ａを消）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ

　ウル第三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペク王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古朝がメソポタミア中滅亡する。後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ふた筆者のレベル４パースペクつの終焉巨大して作成した筆者のレベル４パースペク王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古朝がメソポタミア中（イシン朝がメソポタミア中と古代ギリシャ帝国の終焉ラルサ朝がメソポタミア中）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２と古代ギリシャ帝国の終焉南部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消約２００年支
配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、バビロン第一王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古朝がメソポタミア中＝古バビロニアがハンムラビ王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古（在位紀元前に貨幣経済以前の１７９２～紀元前に貨幣経済以前の１７５０）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であの終焉
代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉にメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２と古代ギリシャ帝国の終焉南部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消統一する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、の終焉アッシリア帝国と古代ギリシャ帝国の終焉が徹底破壊したため、古バビロニアの遺跡が残っていない。古代都市バビロニアのした筆者のレベル４パースペクた筆者のレベル４パースペクめ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古バビロニアの終焉遺跡が残る。飢饉が生じた場面で、五代王イビ・シって商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉都市バビロニアの終焉
正確な位置は今も不明で、ハンムラビ王が家臣に銀を与え土地を分与したか否かもわからない。とはいえな位置き換えた。そして家臣に分与する。他方、銀の流通がは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消今も不明で、ハンムラビ王が家臣に銀を与え土地を分与したか否かもわからない。とはいえも不明であると言えるが、で、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ハンムラビ王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古が家臣に分与する。他方、銀の流通がに銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消与する。他方、銀の流通がえ土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消分与する。他方、銀の流通がした筆者のレベル４パースペクか否かもわからない。とはいえかもわから商品を生産する構造（商品Ａを消ない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消いえ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、の終焉新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。バビロニア＝カルデアが古バビロニアを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消模倣して土地の分して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消鋳造した筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉の終焉説がある。がある構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消筆者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、の終焉想像である。筆者は、このレベル４パースペクティヴを論である構造（商品Ａを消
が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古バビロニアは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アッカドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、に遡行して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ大して作成した筆者のレベル４パースペク地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用＝無限の大地を分割して有限な土地に置き換え分与して交換＝売買を容認する政策の下で、王に拮抗すを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用＝有限の大地を分割して有限な土地に置き換え分与して交換＝売買を容認する政策の下で、王に拮抗すに戻す。メソポタミアし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消家臣に分与する。他方、銀の流通がに銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消与する。他方、銀の流通がえ分与する。他方、銀の流通がした筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

　小アジアを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペクヒッタイトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面が古バビロニアを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消滅ぼ同じ時期である。そして紀元前２８００年頃、人類した筆者のレベル４パースペクが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ヒッタイトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面がメソポタミアを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２する構造（商品Ａを消場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消面
は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消なかった筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古バビロニア滅亡する。後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消東方から商品を生産する構造（商品Ａを消侵入る前に貨幣経済以前のした筆者のレベル４パースペクカッシートが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面がメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２と古代ギリシャ帝国の終焉南部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消約４００年支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２
し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ミタンニが北部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消約３００年支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　紀元前に貨幣経済以前の１３５０年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類は、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ヒッタイトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面がミタンニを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消滅ぼ同じ時期である。そして紀元前２８００年頃、人類す。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、ヒッタイトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消エジプトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面と古代ギリシャ帝国の終焉争い、他方、い、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消他方、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ウガリットが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面が
シリアと古代ギリシャ帝国の終焉パレスチナを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消メソポタミア北部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アッシリアが支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

（ヒッタイトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ウガリットが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面と古代ギリシャ帝国の終焉アッシリアを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ属の製錬をはじめたのは紀元前４０００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類は国と古代ギリシャ帝国の終焉」化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消した筆者のレベル４パースペクようである構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ち貨幣経済は市場経なみに、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消有名の最古の王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古なハンムラビ法典の終焉碑文
が発掘された場所は後のアケメネス朝ペルシャの首都スーサである。当時のスーサはエラム王国の首都された筆者のレベル４パースペク場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消所あった（ちなみに、日本の還濠集落（縄文時代の三内丸山遺跡等）は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、の終焉アケメネス朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉首都スーサである構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消当な定義につながると考える）。時の終焉スーサは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消エラム王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉首都
で、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消おそら商品を生産する構造（商品Ａを消く透明であると言えるが、カッシートが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消滅ぼ同じ時期である。そして紀元前２８００年頃、人類した筆者のレベル４パースペクエラム王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古が戦利品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消の終焉ひと古代ギリシャ帝国の終焉つと古代ギリシャ帝国の終焉して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ持ち帰った）ち貨幣経済は市場経帰った）った筆者のレベル４パースペク）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ

　紀元前に貨幣経済以前の１２００年前に貨幣経済以前の後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、の終焉人が仲介する「経済」であ類史が古く透明であると言えるが、に大して作成した筆者のレベル４パースペクきな変化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消（歴史が古く透明であると言えるが、家た筆者のレベル４パースペクち貨幣経済は市場経は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であカタストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ロフ」と古代ギリシャ帝国の終焉呼ぶには広すぎるんでいる構造（商品Ａを消）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であが生じた筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消紀元
前に貨幣経済以前の１２３０年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類は、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ヒッタイトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面で内紛が勃発した。が勃発し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消紀元前に貨幣経済以前の１２００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類は、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ海の民」がペロポネソス半島やシリアの沿の終焉民」がペロポネソス半島や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がちシリアの終焉沿
岸を襲撃してミュケーナイ（ミケーネ文明）とを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消襲撃してミュケーナイ（ミケーネ文明）として商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であミュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクケーナイ（ミケーネ文明であると言えるが、）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であと古代ギリシャ帝国の終焉ウガリットが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消滅ぼ同じ時期である。そして紀元前２８００年頃、人類す。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ紀元前に貨幣経済以前の１１９０年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類は、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ヒッタイトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面が滅
亡する。する構造（商品Ａを消（「経済」であ海の民」がペロポネソス半島やシリアの沿の終焉民」の終焉ルーツは今も不明であるが、後のフェニキアが「海の民」であるとの説がある）。は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消今も不明で、ハンムラビ王が家臣に銀を与え土地を分与したか否かもわからない。とはいえも不明であると言えるが、である構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、の終焉フェニキアが「経済」であ海の民」がペロポネソス半島やシリアの沿の終焉民」である構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉説がある。がある構造（商品Ａを消）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　ヒッタイトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面滅亡する。後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ヒッタイトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面が占有して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペク冶金技術＝製鉄技術が東地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用中海の民」がペロポネソス半島やシリアの沿沿岸を襲撃してミュケーナイ（ミケーネ文明）とと古代ギリシャ帝国の終焉メソポタミア各地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用に
伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクわる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消他方、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消紀元前に貨幣経済以前の１１５９年にアイスランドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２の終焉ヘクラ火山が噴火し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用球が寒冷化した。その後メソポタが寒冷化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、メソポタ
ミアで「経済」であ暗黒時代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉」が約２００年続く（ギリシャでは４００年以上続いた）。く透明であると言えるが、（ギリシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉では成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消４００年以上のことであったと思う）。続く（ギリシャでは４００年以上続いた）。いた筆者のレベル４パースペク）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

　アッシリアがメソポタミアの終焉暗黒時代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消打破した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アッシリアは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消メソポタミア全域で人類最古と古代ギリシャ帝国の終焉小アジアを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消シリ
アと古代ギリシャ帝国の終焉パレスチナ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ短い期間であったがエジプトも支配して人類史上初の「帝国」を建国する。い期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、間であった筆者のレベル４パースペクがエジプトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面も支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ人が仲介する「経済」であ類史が古く透明であると言えるが、上のことであったと思う）。初に製錬した金属は金と銅である。人類はの終焉「経済」であ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉」を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消建国と古代ギリシャ帝国の終焉する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　アッシリア帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消唯一神アッシュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクルで、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消大して作成した筆者のレベル４パースペク地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用の終焉神でもある構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ウル第三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペク王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古朝がメソポタミア中期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、同じで、様、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アッシリアが支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２
する構造（商品Ａを消メソポタミアで土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用の終焉分与する。他方、銀の流通ががなく透明であると言えるが、なる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消筆者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、の終焉想像である。筆者は、このレベル４パースペクティヴを論では成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消限の大地を分割して有限な土地に置き換え分与して交換＝売買を容認する政策の下で、王に拮抗す定された筆者のレベル４パースペク土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用（聖域で人類最古化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消されなかった筆者のレベル４パースペク土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ



だけが分与する。他方、銀の流通がの終焉対象であり、交換＝売買の対象ではなかった。になり歴史が古く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古＝唯一神アッシュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクルの終焉許可が必要になる。おそらく、神官が分与の是非を判になる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消おそら商品を生産する構造（商品Ａを消く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消神官が分与の是非を判が分与する。他方、銀の流通がの終焉是非を判を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消判
断した。した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　他方、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アッシュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクルに仕える副王（すなわち人間のアッシリア王）が征服した地域の住民を他の地域に強制える構造（商品Ａを消副王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古（すなわち貨幣経済は市場経人が仲介する「経済」であ間の終焉アッシリア王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であが征服した地域の住民を他の地域に強制した筆者のレベル４パースペク地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用域で人類最古の終焉住する集落あるいは「都市」と呼ぶには広すぎる民を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消他の終焉地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用域で人類最古に強制
移動する。それにより「アッシュルの身体（人間のアッシリア王が支配する土地）」を拡大し、反逆を防止しする構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消それにより歴史が古く透明であると言えるが、「経済」であアッシュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクルの終焉身を神格化している。家臣に「土地」を分与する都合上のことであったと思う）。体（人が仲介する「経済」であ間の終焉アッシリア王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古が支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２する構造（商品Ａを消土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ」を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消拡大して作成した筆者のレベル４パースペクし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消反逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消防ぐために城壁を構築した。おそらく、アッカド期に都市が「牧場」であった時代が終わっている）止したが、古代シュメールを再現したわけではない。古代都市ウルに古代都市ウルし
ながら商品を生産する構造（商品Ａを消版図を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消拡大して作成した筆者のレベル４パースペクして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ「経済」であ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉」を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消護持ち帰った）する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アッシリア期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、の終焉メソポタミアで、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２族の分断と混合が４００～５０の終焉分断した。と古代ギリシャ帝国の終焉混合して合金＝青銅をつくり様々な青銅器をつくるよが４００～５０
０年続く（ギリシャでは４００年以上続いた）。く透明であると言えるが、。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

（アッシリア帝国と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消征服した地域の住民を他の地域に強制した筆者のレベル４パースペク地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用域で人類最古の終焉神像である。筆者は、このレベル４パースペクティヴを論を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消他の終焉地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用域で人類最古に移動する。それにより「アッシュルの身体（人間のアッシリア王が支配する土地）」を拡大し、反逆を防止しする構造（商品Ａを消こと古代ギリシャ帝国の終焉により歴史が古く透明であると言えるが、住する集落あるいは「都市」と呼ぶには広すぎる民を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消強制移動する。それにより「アッシュルの身体（人間のアッシリア王が支配する土地）」を拡大し、反逆を防止しした筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消それにより歴史が古く透明であると言えるが、
新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。しい「経済」であアッシュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクルの終焉身を神格化している。家臣に「土地」を分与する都合上のことであったと思う）。体」を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消獲得し、版図を拡大した。筆者の認識では、新バビロニア王ネブカドネザル２し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消版図を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消拡大して作成した筆者のレベル４パースペクした筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消筆者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、の終焉認する政策の下で、王に拮抗す識では成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。バビロニア王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古ネブカドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ネザル２
世が行った筆者のレベル４パースペクバビロン捕囚はアッシリア帝国の模倣である。その後アケメネス朝ペルシャや古代ローマが奴は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アッシリア帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉模倣して土地の分である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、アケメネス朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ローマが奴が奴
隷売買の対象ではなかった。を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消実施して強制移動を無くし、古代帝国のスキームを再構築する。ちなみに、アッシリア帝国の興して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ強制移動する。それにより「アッシュルの身体（人間のアッシリア王が支配する土地）」を拡大し、反逆を防止しを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消無く透明であると言えるが、し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉スキームを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消再構築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクする構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ち貨幣経済は市場経なみに、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アッシリア帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉興
亡する。は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消紀元前に貨幣経済以前の１０５０年～紀元前に貨幣経済以前の９５０年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類はから商品を生産する構造（商品Ａを消は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消じまる構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消同じで、じ頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類は、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消インドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２で十王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古戦争い、他方、が勃発し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アーリア人が仲介する「経済」であ
がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ地方に侵入している。また、中国の王朝が商＝殷からを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消越えてインド北西部のパンジャーブ地方に侵入している。また、中国の王朝が商＝殷からえて商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であインドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２北西部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２の終焉パンジャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ーブ地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用方に侵入る前に貨幣経済以前のして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消また筆者のレベル４パースペク、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消中国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古朝がメソポタミア中が商＝殷からから商品を生産する構造（商品Ａを消
周＝西周に変遷した。しかし、十王戦争で鉄製武器が使われた痕跡がない。また中国で鉄製武器の使用した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消しかし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消十王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古戦争い、他方、で鉄製武器をつくるよが使われた筆者のレベル４パースペク痕跡がない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消また筆者のレベル４パースペク中国と古代ギリシャ帝国の終焉で鉄製武器をつくるよの終焉使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経
がは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消じまる構造（商品Ａを消の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消呉越えてインド北西部のパンジャーブ地方に侵入している。また、中国の王朝が商＝殷から抗す争い、他方、が勃発した筆者のレベル４パースペク紀元前に貨幣経済以前の４３０年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類はである構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消すなわち貨幣経済は市場経、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ヒッタイトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面が占有して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペク冶金技
術＝製鉄技術がユーラシア大して作成した筆者のレベル４パースペク陸全域で人類最古に波及するまで約８００年の歳月を要した。余談であるが、作家の井する構造（商品Ａを消まで約８００年の終焉歳月を要した。余談であるが、作家の井を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消要になる。おそらく、神官が分与の是非を判した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消余談であるが、作家の井である構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消作家の終焉井
沢元彦氏の三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペクが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消著書いておられるので、シュメール文明に関心のある方は小林氏の著作を読んでい「経済」であ逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ説がある。の終焉世界の考察が貨幣経済の起源をあきらかにし史が古く透明であると言えるが、（小学館）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ」で「経済」であアッシリアの終焉多神教の主なる神であるバアル」と書いていの終焉主なる神であるバアル」と書いていなる構造（商品Ａを消神である構造（商品Ａを消バアル」と古代ギリシャ帝国の終焉書いておられるので、シュメール文明に関心のある方は小林氏の著作を読んでいいて商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であい
る構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消間違っている。井沢氏は、おそらく旧約聖書を参照して書いたと思うが、バアルはアッシリア帝国がって商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消井沢氏の三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペクは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消おそら商品を生産する構造（商品Ａを消く透明であると言えるが、旧約聖書いておられるので、シュメール文明に関心のある方は小林氏の著作を読んでいを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消参照して書いたと思うが、バアルはアッシリア帝国がして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ書いておられるので、シュメール文明に関心のある方は小林氏の著作を読んでいいた筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉思う）。うが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消バアルは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アッシリア帝国と古代ギリシャ帝国の終焉が
征服した地域の住民を他の地域に強制する構造（商品Ａを消前に貨幣経済以前のにシリアと古代ギリシャ帝国の終焉パレスチナを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペクウガリットが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面の終焉神である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消バアルの終焉偶像である。筆者は、このレベル４パースペクティヴを論は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消存在する構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アッ
シュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクルの終焉偶像である。筆者は、このレベル４パースペクティヴを論は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消存在しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消旧約聖書いておられるので、シュメール文明に関心のある方は小林氏の著作を読んでいは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消西暦２～３世紀頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類はに編纂し、他方された筆者のレベル４パースペクが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消編纂し、他方者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、た筆者のレベル４パースペクち貨幣経済は市場経は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アッシリア帝
国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉神が唯一神アッシュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクルであった筆者のレベル４パースペクこと古代ギリシャ帝国の終焉を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消知らなかったように思う。筆者の憶測であるが、一神教のはじまら商品を生産する構造（商品Ａを消なかった筆者のレベル４パースペクように思う）。う。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消筆者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、の終焉憶測であるが、一神教のはじまである構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消一神教の主なる神であるバアル」と書いていの終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消じま
り歴史が古く透明であると言えるが、は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アマが奴ルナ改革期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、の終焉エジプトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古国と古代ギリシャ帝国の終焉では成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アッシリア帝国と古代ギリシャ帝国の終焉である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アッシリア帝国と古代ギリシャ帝国の終焉が版図を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消拡大して作成した筆者のレベル４パースペクして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であい
た筆者のレベル４パースペク時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、に、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消パレスチナに移動する。それにより「アッシュルの身体（人間のアッシリア王が支配する土地）」を拡大し、反逆を防止しした筆者のレベル４パースペク人が仲介する「経済」であ々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消の終焉下であれ商品経済下であでユダヤ教が誕生した）教の主なる神であるバアル」と書いていが誕生した筆者のレベル４パースペク）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ

　紀元前に貨幣経済以前の６００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類は、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アッシリア帝国と古代ギリシャ帝国の終焉が衰退しして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ滅亡する。する構造（商品Ａを消（原因は内紛である）。その後新バビロニア＝カルは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消内紛が勃発した。である構造（商品Ａを消）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。バビロニア＝カル
デアがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２と古代ギリシャ帝国の終焉南部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消エラム王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古国と古代ギリシャ帝国の終焉を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消滅ぼ同じ時期である。そして紀元前２８００年頃、人類す。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消他方、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消リュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクディアが小アジアと古代ギリシャ帝国の終焉メソポタミア
北部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消メディアがイラン高原や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がちアルメニア等を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　だが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ザグロス山脈中腹（現したわけではない。古代都市ウルに古代都市ウル在の終焉イラン・イスラーム共和国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉シーラーズ市付近）で誕生したアケメネス市付近）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であで誕生した筆者のレベル４パースペクアケメネス
朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉がキュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクロス２世（在位紀元前に貨幣経済以前の５５９～紀元前に貨幣経済以前の５２９年）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であの終焉代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉にメディアと古代ギリシャ帝国の終焉リュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクディアを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消滅ぼ同じ時期である。そして紀元前２８００年頃、人類し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消イラン
高原と古代ギリシャ帝国の終焉アルメニア、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消小アジアと古代ギリシャ帝国の終焉メソポタミア北部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。バビロニアを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消滅ぼ同じ時期である。そして紀元前２８００年頃、人類し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消スーサに遷した。しかし、十王戦争で鉄製武器が使われた痕跡がない。また中国で鉄製武器の使用都し
て商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であメソポタミア全域で人類最古を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　キュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクロス２世の終焉死後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アケメネス朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消シリアと古代ギリシャ帝国の終焉パレスチナ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消エジプトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面も支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消他方、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消エーゲ海の民」がペロポネソス半島やシリアの沿
周辺で古代ギリシャ都市国家が誕生する。筆者の認識では、アッシリア帝国の下で「国体」概念が誕生しで古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ギリシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉都市国と古代ギリシャ帝国の終焉家が誕生する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消筆者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、の終焉認する政策の下で、王に拮抗す識では成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アッシリア帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉下であれ商品経済下であで「経済」であ国と古代ギリシャ帝国の終焉体」概念が誕生しが誕生し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ギリシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉都市国と古代ギリシャ帝国の終焉家の終焉下であれ商品経済下であで「経済」であ政体」概念が誕生しが誕生した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

（歴史が古く透明であると言えるが、家た筆者のレベル４パースペクち貨幣経済は市場経は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ユーフラテス川と古代ギリシャ帝国の終焉チグリス川に囲い込みと家畜化である。古代都市ウルクは広大な牧場で、同時に災害や飢饉、戦火まれた筆者のレベル４パースペクデルタ地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用帯をひとつにまとめ「メソポタミア」と呼んを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ひと古代ギリシャ帝国の終焉つにまと古代ギリシャ帝国の終焉め「経済」であメソポタミア」と古代ギリシャ帝国の終焉呼ぶには広すぎるん
でいる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消他方、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消考古学者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、た筆者のレベル４パースペクち貨幣経済は市場経は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ナイル川から商品を生産する構造（商品Ａを消インダス川までの終焉広すぎるい範囲い込みと家畜化である。古代都市ウルクは広大な牧場で、同時に災害や飢饉、戦火がひと古代ギリシャ帝国の終焉つの終焉経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ圏であったと考であった筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉考
えて商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消本の還濠集落（縄文時代の三内丸山遺跡等）書いておられるので、シュメール文明に関心のある方は小林氏の著作を読んでいでは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ナイル川から商品を生産する構造（商品Ａを消インダス川までの終焉範囲い込みと家畜化である。古代都市ウルクは広大な牧場で、同時に災害や飢饉、戦火を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であオリエントが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用方」と古代ギリシャ帝国の終焉呼ぶには広すぎるぶ。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ち貨幣経済は市場経なみに、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消エジプトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面の終焉
ピラミッドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ナイル川西岸を襲撃してミュケーナイ（ミケーネ文明）とに集中して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ピラミッドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２が軍事施して強制移動を無くし、古代帝国のスキームを再構築する。ちなみに、アッシリア帝国の興設であったと論じる考古学者はいないが、エであった筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉論じる構造（商品Ａを消考古学者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消いないが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消エ
ジプトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古国と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ナイル川を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消境界の考察が貨幣経済の起源をあきらかにしにして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ防ぐために城壁を構築した。おそらく、アッカド期に都市が「牧場」であった時代が終わっている）衛体制を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消固めていたように思う。同じことがインダス川とインダス川めて商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペクように思う）。う。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消同じで、じこと古代ギリシャ帝国の終焉がインダス川と古代ギリシャ帝国の終焉インダス川
東岸を襲撃してミュケーナイ（ミケーネ文明）とについて商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であも言えるが、える構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アケメネス朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消オリエントが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用方全域で人類最古を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消エジプトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面も支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２した筆者のレベル４パースペクが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消イ
ンドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２する構造（商品Ａを消こと古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消できなかった筆者のレベル４パースペク）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ

　古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ギリシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉歴史が古く透明であると言えるが、家ヘロドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２トが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ス（紀元前に貨幣経済以前の４８５～紀元前に貨幣経済以前の４２０年）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消著書いておられるので、シュメール文明に関心のある方は小林氏の著作を読んでい「経済」であヒストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面リアイ（歴史が古く透明であると言えるが、）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ」で最初に製錬した金属は金と銅である。人類はの終焉
硬貨＝コインは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消紀元前に貨幣経済以前の６７０年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類はにリュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクディアが鍛造した筆者のレベル４パースペクエレクトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ロン貨である構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉述はあるが、金貨や銀貨の記述はない。また、「イシュタルの冥界下り」には金やべて商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、リュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘク
ディアは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消鍛造し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。バビロニアが銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消鋳造した筆者のレベル４パースペク（以後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消本の還濠集落（縄文時代の三内丸山遺跡等）書いておられるので、シュメール文明に関心のある方は小林氏の著作を読んでいでは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消鍛造も含めて硬貨＝コインの製めて商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ硬貨＝コインの終焉製
造を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ鋳造」と古代ギリシャ帝国の終焉呼ぶには広すぎるぶ）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　アッシリア期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、の終焉メソポタミアでは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉シュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクメール期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、同じで、様、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経（家畜や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち穀物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であの終焉下であれ商品経済下であで商いが行われ
て商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消大して作成した筆者のレベル４パースペク地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消唯一神アッシュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクルの終焉「経済」であ身を神格化している。家臣に「土地」を分与する都合上のことであったと思う）。体」であり歴史が古く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であの終焉対象であり、交換＝売買の対象ではなかった。では成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消しかし新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。バビロニア王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消おそ
ら商品を生産する構造（商品Ａを消く透明であると言えるが、古バビロニアを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消模倣して土地の分して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ大して作成した筆者のレベル４パースペク地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消区切り「土地」に置き換えた。そして分与する。分与したのは家臣や支り歴史が古く透明であると言えるが、「経済」であ土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用」に置き換えた。そして家臣に分与する。他方、銀の流通がき換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であえた筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ分与する。他方、銀の流通がする構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消分与する。他方、銀の流通がした筆者のレベル４パースペクの終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消家臣に分与する。他方、銀の流通がや商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち支
配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、層、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消大して作成した筆者のレベル４パースペク商人が仲介する「経済」であだけである構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消分与する。他方、銀の流通がする構造（商品Ａを消場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消面で銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨が使われた筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消すなわち貨幣経済は市場経、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。バビロニア王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古が分
与する。他方、銀の流通がする構造（商品Ａを消土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用の終焉証文である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消おそら商品を生産する構造（商品Ａを消く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消リュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクディアや商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がちメディアも同じで、様である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　メディアと古代ギリシャ帝国の終焉リュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクディア、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。バビロニアを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消滅ぼ同じ時期である。そして紀元前２８００年頃、人類した筆者のレベル４パースペクアケメネス朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用域で人類最古＝版図を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消２０の終焉軍管区に
分割して「土地」に置き換えた。そして家臣に分与する。他方、銀の流通がする構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ各軍管区が毎年一定量の銀を放出してメソポタミア北部から穀物を輸入する場面がある。アッカド期に生じた銀の流通の終焉銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古＝諸王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古の終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古（シャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ーハーンシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ー）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であに献納し、し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古が銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消鋳造して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ発行する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消おそら商品を生産する構造（商品Ａを消く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古が兵士に与える褒賞であった。あるに与する。他方、銀の流通がえる構造（商品Ａを消褒賞であった。あるであった筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ある構造（商品Ａを消
いは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。バビロニア同じで、様、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消分与する。他方、銀の流通がする構造（商品Ａを消土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用の終焉証文であった筆者のレベル４パースペクかもしれない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消いえ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨と古代ギリシャ帝国の終焉土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であする構造（商品Ａを消
場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消面は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消なかった筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消他方、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨と古代ギリシャ帝国の終焉人が仲介する「経済」であ間＝奴隷の終焉交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であがは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消じまる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消それにより歴史が古く透明であると言えるが、帝国と古代ギリシャ帝国の終焉＝古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉帝国と古代ギリシャ帝国の終焉が人が仲介する「経済」であ間を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消強制
移動する。それにより「アッシュルの身体（人間のアッシリア王が支配する土地）」を拡大し、反逆を防止しする構造（商品Ａを消場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消面がなく透明であると言えるが、なる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

（人が仲介する「経済」であ間の終焉強制移動する。それにより「アッシュルの身体（人間のアッシリア王が支配する土地）」を拡大し、反逆を防止しを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消止したが、古代シュメールを再現したわけではない。古代都市ウルに古代都市ウルめた筆者のレベル４パースペクアケメネス朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉が奴隷制を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消つく透明であると言えるが、った筆者のレベル４パースペク、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉も言えるが、える構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨と古代ギリシャ帝国の終焉物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経の終焉交
換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消可能であったかもしれないが、あまり行われなかったように思う。なぜなら、古代社会では、農民や奴であった筆者のレベル４パースペクかもしれないが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消あまり歴史が古く透明であると言えるが、行われなかった筆者のレベル４パースペクように思う）。う。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消なぜなら商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉社会では、農民や奴では成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消農民や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち奴
隷も土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用の終焉一部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２で、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消人が仲介する「経済」であ間労働が家畜や穀物のような物品貨幣を生産するからである。ちなみに、各軍管が家畜や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち穀物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消の終焉ような物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消生産する構造（商品Ａを消する構造（商品Ａを消から商品を生産する構造（商品Ａを消である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ち貨幣経済は市場経なみに、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消各軍管
区の終焉長＝サトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ラップも銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨鋳造権を有していたようである。しかし、サトラップが鋳造した銀貨の残存数はを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消有して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペクようである構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消しかし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消サトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ラップが鋳造した筆者のレベル４パースペク銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨の終焉残る。飢饉が生じた場面で、五代王イビ・シ存数ヘクタールである）。は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
少ない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消サトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ラップが銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消鋳造する構造（商品Ａを消場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消面は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消あまり歴史が古く透明であると言えるが、なかった筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉思う）。う）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ

　ヘロドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２トが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面スは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ダレイオス１世の終焉代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉アケメネス朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉で各軍管区が献納し、した筆者のレベル４パースペク銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、の終焉量の銀を放出してメソポタミア北部から穀物を輸入する場面がある。アッカド期に生じた銀の流通を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消著書いておられるので、シュメール文明に関心のある方は小林氏の著作を読んでい「経済」であヒストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面リ



アイ」に記載している。表１は、筆者が作成した「ヘロドトスの表」である。各軍管区の正確な地域はわからして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消表１は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消筆者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、が作成した筆者のレベル４パースペク「経済」であヘロドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２トが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面スの終焉表」である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消各軍管区の終焉正確な位置は今も不明で、ハンムラビ王が家臣に銀を与え土地を分与したか否かもわからない。とはいえな地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用域で人類最古は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消わから商品を生産する構造（商品Ａを消
ない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用域で人類最古」の終焉列は筆者の推測であるが、小アジア南東（メソポタミア北部）とエジプト、メソポタミア（メソは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消筆者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、の終焉推測であるが、一神教のはじまである構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消小アジア南東（メソポタミア北部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であと古代ギリシャ帝国の終焉エジプトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消メソポタミア（メソ
ポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２と古代ギリシャ帝国の終焉南部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消おそら商品を生産する構造（商品Ａを消く透明であると言えるが、ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古＝諸王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古の終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古の終焉直領地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消また筆者のレベル４パースペク、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、の終焉代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉わり歴史が古く透明であると言えるが、に砂金を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消献納し、し
た筆者のレベル４パースペク軍管区は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ヒンドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ゥー山脈地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用帯をひとつにまとめ「メソポタミア」と呼ん＝ヒンドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ゥークシュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクである構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉考えて商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であまち貨幣経済は市場経がいない（ち貨幣経済は市場経なみに、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消１バビロン・タラ
ントが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ンが約３４ｋｇで、１エウポイア・タラントンが約２６ｋｇである）。で、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消１エウポイア・タラントが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ンが約２６ｋｇで、１エウポイア・タラントンが約２６ｋｇである）。である構造（商品Ａを消）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

表１

地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用域で人類最古 毎年献納し、する構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉他の終焉量の銀を放出してメソポタミア北部から穀物を輸入する場面がある。アッカド期に生じた銀の流通

１ 小アジア北西 銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、４００バビロン・タレントが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ン

２ 小アジア南西 銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、５００バビロン・タレントが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ン

３ 小アジア内陸 銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、３６０バビロン・タレントが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ン

４ 小アジア南東 銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、５００バビロン・タレントが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ン　＋　白馬３６０頭

５ シリア、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消パレスチナ 銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、３５０バビロン・タレントが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ン

６ エジプトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面 銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、７００バビロン・タレントが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ン　＋　小麦約１１トが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ン

７ ガンダーラ地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用方 銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、１７０バビロン・タレントが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ン

８ ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉湾東岸を襲撃してミュケーナイ（ミケーネ文明）と 銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、３００バビロン・タレントが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ン

９ メソポタミア 銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、１０００バビロン・タレントが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ン　＋　宦官が分与の是非を判５００名の最古の王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古

１０ イラン高原北西 銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、４５０バビロン・タレントが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ン

１１ カスピ海の民」がペロポネソス半島やシリアの沿南東 銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、２００バビロン・タレントが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ン

１２ バクトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面リア地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用方 銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、３６０バビロン・タレントが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ン

１３ アルメニア地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用方 銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、４００バビロン・タレントが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ン

１４ ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉湾西岸を襲撃してミュケーナイ（ミケーネ文明）と 銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、６００バビロン・タレントが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ン

１５ イラン高原南西 銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、２５０バビロン・タレントが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ン

１６ イラン高原北東 銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、３００バビロン・タレントが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ン

１７ イラン高>>原南東 銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、４００バビロン・タレントが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ン

１８ 南コーカサス地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用方 銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、２００バビロン・タレントが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ン

１９ 北コーカサス地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用方 銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、３００バビロン・タレントが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ン

２０ ヒンドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ゥー山脈地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用帯をひとつにまとめ「メソポタミア」と呼ん 砂金３６０エウポイア・タレントが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ン

　紀元前に貨幣経済以前の４世紀後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、半、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消マが奴ケドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ニア王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古アレクサンドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ロス３世（アレクサンドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ロス大して作成した筆者のレベル４パースペク王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であがアケメネス朝がメソポタミア中を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消滅ぼ同じ時期である。そして紀元前２８００年頃、人類し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉版図を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、各軍管区にギリシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉人が仲介する「経済」であ植民都市を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消建設であったと論じる考古学者はいないが、エした筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消しかし農民や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち
奴隷がいなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用」では成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消各植民都市は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨鋳造施して強制移動を無くし、古代帝国のスキームを再構築する。ちなみに、アッシリア帝国の興設であったと論じる考古学者はいないが、エを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消建設であったと論じる考古学者はいないが、エし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消鋳造した筆者のレベル４パースペク銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消マが奴ケドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ニア＝
ギリシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉に送り必要な農民や奴隷を獲得した。り歴史が古く透明であると言えるが、必要になる。おそらく、神官が分与の是非を判な農民や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち奴隷を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消獲得し、版図を拡大した。筆者の認識では、新バビロニア王ネブカドネザル２した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　各植民都市がローカルな商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経で銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経する構造（商品Ａを消場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消面は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消なかった筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消また筆者のレベル４パースペク、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消徴であって「財」ではない）税した。筆者の認識する構造（商品Ａを消場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消面もなかっ
た筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消各植民都市は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消多量の銀を放出してメソポタミア北部から穀物を輸入する場面がある。アッカド期に生じた銀の流通の終焉「経済」であペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉製ギリシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨」を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消鋳造した筆者のレベル４パースペクかもしれないが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ギリシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉から商品を生産する構造（商品Ａを消農民や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち奴
隷を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消得し、版図を拡大した。筆者の認識では、新バビロニア王ネブカドネザル２る構造（商品Ａを消た筆者のレベル４パースペクめの終焉手段にすぎなかった。にすぎなかった筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

（アケメネス朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉では成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消家畜や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち穀物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消の終焉ような物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経に利息が生じる場面があっても銀貨に利息がが生じる構造（商品Ａを消場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消面があって商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であも銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨に利息が生じる場面があっても銀貨に利息がが
生じる構造（商品Ａを消場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消面は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消しかし古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ギリシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉では成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消各都市国と古代ギリシャ帝国の終焉家が異なる銀貨を鋳造している。そのため銀貨となる構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消鋳造して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉た筆者のレベル４パースペクめ銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨と古代ギリシャ帝国の終焉
銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨の終焉交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であが生じ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨と古代ギリシャ帝国の終焉奴隷の終焉交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であも生じた筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であの終焉過程でおそらく差益が生じた。他方、ギリでおそら商品を生産する構造（商品Ａを消く透明であると言えるが、差益が生じた。他方、ギリが生じた筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消他方、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ギリ
シャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消エジプトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面から商品を生産する構造（商品Ａを消穀物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消輸入る前に貨幣経済以前のして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消オリーブ油とパンを交換する場面もあったと思うが、多くの場合、と古代ギリシャ帝国の終焉パンを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であする構造（商品Ａを消場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消面もあった筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉思う）。うが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消多く透明であると言えるが、の終焉場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消合して合金＝青銅をつくり様々な青銅器をつくるよ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨と古代ギリシャ帝国の終焉穀物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であした筆者のレベル４パースペクように思う）。う。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消すなわち貨幣経済は市場経、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消食料を得るための手段であったを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消得し、版図を拡大した。筆者の認識では、新バビロニア王ネブカドネザル２る構造（商品Ａを消た筆者のレベル４パースペクめの終焉手段にすぎなかった。であった筆者のレベル４パースペク（当な定義につながると考える）。時の終焉エジプトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、
貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消鋳造して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消エジプトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ギリシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉から商品を生産する構造（商品Ａを消得し、版図を拡大した。筆者の認識では、新バビロニア王ネブカドネザル２た筆者のレベル４パースペク銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨＝銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古に送り必要な農民や奴隷を獲得した。って商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペク）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消した筆者のレベル４パースペクがって商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨と古代ギリシャ帝国の終焉
食料を得るための手段であったの終焉交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消重視するプラトンやアリストテレスは、銀貨と銀貨、銀貨と奴隷の交換を嫌い、差益を嫌ったする構造（商品Ａを消プラトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ンや商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がちアリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面テレスは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨と古代ギリシャ帝国の終焉銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨と古代ギリシャ帝国の終焉奴隷の終焉交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消嫌い、差益を嫌ったい、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消差益が生じた。他方、ギリを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消嫌い、差益を嫌ったった筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
しかしアレクサンドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ロス３世は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨と古代ギリシャ帝国の終焉奴隷の終焉交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消容認する政策の下で、王に拮抗すした筆者のレベル４パースペクように思う）。う。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経では成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消家畜や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち
穀物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消が貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経である構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消いえ紀元前に貨幣経済以前の４３０年前に貨幣経済以前の後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、から商品を生産する構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨と古代ギリシャ帝国の終焉銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨と古代ギリシャ帝国の終焉奴隷の終焉交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であがは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消じまり歴史が古く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨
の終焉特殊貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消がは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消じまる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アレクサンドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ロス３世の終焉東征目的は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消多量の銀を放出してメソポタミア北部から穀物を輸入する場面がある。アッカド期に生じた銀の流通の終焉銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消獲得し、版図を拡大した。筆者の認識では、新バビロニア王ネブカドネザル２して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ当な定義につながると考える）。時の終焉ギリシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨
を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消一元する構造（商品Ａを消こと古代ギリシャ帝国の終焉だった筆者のレベル４パースペクの終焉かもしれない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ち貨幣経済は市場経なみに、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経の終焉「経済」であ利息が生じる場面があっても銀貨に利息が」と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消一粒の麦を借りて翌年二粒にの終焉麦を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消借りて翌年二粒にり歴史が古く透明であると言えるが、て商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ翌年二粒の麦を借りて翌年二粒にに
して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ返すとか、一頭の子羊を借りて数年後に二頭にして返すといった類の利息ある。自然の循環と再生がすと古代ギリシャ帝国の終焉か、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消一頭の終焉子羊の囲い込みと家畜化をはじめたユーフラテス川下流域が人類最古の文明＝シュメール文明のを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消借りて翌年二粒にり歴史が古く透明であると言えるが、て商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ数ヘクタールである）。年後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、に二頭にして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ返すとか、一頭の子羊を借りて数年後に二頭にして返すといった類の利息ある。自然の循環と再生がすと古代ギリシャ帝国の終焉いった筆者のレベル４パースペク類の終焉利息が生じる場面があっても銀貨に利息がある構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消自然の循環と再生がの終焉循環と再生がと古代ギリシャ帝国の終焉再生が
物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経の終焉利息が生じる場面があっても銀貨に利息がを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消可能であったかもしれないが、あまり行われなかったように思う。なぜなら、古代社会では、農民や奴にした筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消しかし中世に「経済」であ富（消える構造（商品Ａを消自然の循環と再生が循環と再生が物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ」と古代ギリシャ帝国の終焉「経済」であ財」ではない）（消えない非を判自然の循環と再生が循環と再生が物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ」
が結合して合金＝青銅をつくり様々な青銅器をつくるよして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ「経済」であ富財」ではない）」になり歴史が古く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経と古代ギリシャ帝国の終焉金貨や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨が「経済」であクラス」を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消形成する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消１０世紀前に貨幣経済以前の後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、に物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消貨
幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経が消滅し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消利息が生じる場面があっても銀貨に利息がと古代ギリシャ帝国の終焉差益が生じた。他方、ギリが結合して合金＝青銅をつくり様々な青銅器をつくるよして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ「経済」であ金利」が誕生する構造（商品Ａを消）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ

　アレクサンドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ロス３世の終焉死後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消家臣に分与する。他方、銀の流通がの終焉セレウコス１世がエジプトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面と古代ギリシャ帝国の終焉小アジアを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消除く古代ペルシャ帝国の版く透明であると言えるが、古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉版
図を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であチグリス川東岸を襲撃してミュケーナイ（ミケーネ文明）とに首都セレウキアを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消建設であったと論じる考古学者はいないが、エした筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消しかしメソポタミア以東から商品を生産する構造（商品Ａを消アム川流



域で人類最古と古代ギリシャ帝国の終焉ヒンドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ゥー山脈地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用帯をひとつにまとめ「メソポタミア」と呼ん、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消およびインダス川流域までの広い範囲で反乱が多発したため、シリアに新都アインダス川流域で人類最古までの終焉広すぎるい範囲い込みと家畜化である。古代都市ウルクは広大な牧場で、同時に災害や飢饉、戦火で反乱が多発したため、シリアに新都アが多発した筆者のレベル４パースペクた筆者のレベル４パースペクめ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消シリアに新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。都ア
ンティオキアを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消建設であったと論じる考古学者はいないが、エして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ遷した。しかし、十王戦争で鉄製武器が使われた痕跡がない。また中国で鉄製武器の使用都する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消セレウコス１世の終焉死後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アム川およびインダス川流域までの広い範囲で反乱が多発したため、シリアに新都アインダス川流域で人類最古が独立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であバクトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面
リア王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古国と古代ギリシャ帝国の終焉を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消建国と古代ギリシャ帝国の終焉する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消他方、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消カスピ海の民」がペロポネソス半島やシリアの沿南東でアルサケス朝がメソポタミア中が誕生する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　セレウコス朝がメソポタミア中は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アンティオコス３世の終焉代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉に東征して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ版図を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消再現したわけではない。古代都市ウルに古代都市ウルする構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消マが奴グネシアの終焉戦いで古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ローマが奴
に破れ事実上のことであったと思う）。滅亡する。する構造（商品Ａを消（当な定義につながると考える）。時の終焉ローマが奴は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消カルタゴを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消滅ぼ同じ時期である。そして紀元前２８００年頃、人類し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、ギリシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉と古代ギリシャ帝国の終焉小アジアを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペクマが奴
ケドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ニア朝がメソポタミア中を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消征服した地域の住民を他の地域に強制して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ国と古代ギリシャ帝国の終焉力が増大していた。ちなみに、第二次ポエニ戦争でローマ軍に敗北したカルタゴが増大して作成した筆者のレベル４パースペクして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ち貨幣経済は市場経なみに、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消第二次ポエニ戦争でローマ軍に敗北したカルタゴポエニ戦争い、他方、でローマが奴軍に敗北した筆者のレベル４パースペクカルタゴ
の終焉名の最古の王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古将ハンニバルがセレウコス朝に亡命している。しかし、ハンニバルがセレウコス朝ギリシャ軍を率いるハンニバルがセレウコス朝がメソポタミア中に亡する。命している。しかし、ハンニバルがセレウコス朝ギリシャ軍を率いるして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消しかし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ハンニバルがセレウコス朝がメソポタミア中ギリシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉軍を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消率いるいる構造（商品Ａを消
場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消面は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消なかった筆者のレベル４パースペク）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　アンティオコス３世の終焉死後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消バクトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面リア王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古国と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アム川流域で人類最古の終焉グレコ・バクトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面リア王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古国と古代ギリシャ帝国の終焉と古代ギリシャ帝国の終焉インダス川流域で人類最古の終焉イ
ンドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２・グリーク朝がメソポタミア中に分裂する。グレコ・バクトリア王エウクラティデス１世がインド・グリーク朝に侵攻して再統する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消グレコ・バクトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面リア王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古エウクラティデス１世がインドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２・グリーク朝がメソポタミア中に侵攻して再統して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ再統
一を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消目指すが、彼が不在の間にアルサケス朝の王に即位したミトラダテス１世がグレコ・バクトリア王国にすが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消彼が不在の間にアルサケス朝の王に即位したミトラダテス１世がグレコ・バクトリア王国にが不在の終焉間にアルサケス朝がメソポタミア中の終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古に即位した筆者のレベル４パースペクミトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ラダテス１世がグレコ・バクトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面リア王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古国と古代ギリシャ帝国の終焉に
侵攻して再統する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、グレコ・バクトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面リア王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古国と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消衰退しし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消北方の終焉遊牧をはじめた時期は金属の製錬をはじめた時期よりかなり古いが、とはいえ人類が集民（トが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ハラ人が仲介する「経済」であある構造（商品Ａを消いは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消サカ人が仲介する「経済」であ）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であが侵入る前に貨幣経済以前のして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ滅
亡する。する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消他方、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消インドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２・グリーク朝がメソポタミア中は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消メナンドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ロス１世＝ミリンダ王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古の終焉代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉に最盛期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消迎え、える構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消しかし彼が不在の間にアルサケス朝の王に即位したミトラダテス１世がグレコ・バクトリア王国にの終焉死後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
北方の終焉遊牧をはじめた時期は金属の製錬をはじめた時期よりかなり古いが、とはいえ人類が集民が侵入る前に貨幣経済以前のして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ滅亡する。する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消インドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２・グリーク朝がメソポタミア中滅亡する。後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消クシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ーナ朝がメソポタミア中がアム川流域で人類最古と古代ギリシャ帝国の終焉インダス川流
域で人類最古、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ヒンドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ゥー山脈地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用帯をひとつにまとめ「メソポタミア」と呼んを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消含めて硬貨＝コインの製む北インド全体を支配した。そしてカニシカ１世＝カニシカ王（在位１４４～１７北インドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２全体を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であカニシカ１世＝カニシカ王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古（在位１４４～１７
３年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類は）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であの終焉代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉に最盛期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消迎え、える構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　他方、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消グレコ・バクトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面リア王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古国と古代ギリシャ帝国の終焉に侵攻して再統した筆者のレベル４パースペクミトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ラダテス１世は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、反転してイラン高原に侵攻する。ミトラして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であイラン高原に侵攻して再統する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ミトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ラ
ダテス１世は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消イラン高原を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消征服した地域の住民を他の地域に強制し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消さら商品を生産する構造（商品Ａを消に進軍して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であメソポタミア南部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２も支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、ゾロアスター教の主なる神であるバアル」と書いていに改
宗して銀貨を鋳造し、第二ペルシャ帝国＝アルサケス朝ペルシャを開国した。そして紀元前１２３年に即位して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消鋳造し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消第二ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉帝国と古代ギリシャ帝国の終焉＝アルサケス朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消開国と古代ギリシャ帝国の終焉した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ紀元前に貨幣経済以前の１２３年に即位
した筆者のレベル４パースペクミトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ラダテス２世が「経済」であ諸王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古の終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古」を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消称する。その後ミトラダテス２世はメソポタミア中部と北部を征服し、チする構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、ミトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ラダテス２世は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消メソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２と古代ギリシャ帝国の終焉北部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消征服した地域の住民を他の地域に強制し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消チ
グリス川東岸を襲撃してミュケーナイ（ミケーネ文明）と（セレウキア近郊）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であに新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。都クテシフォンを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消建設であったと論じる考古学者はいないが、エして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ遷した。しかし、十王戦争で鉄製武器が使われた痕跡がない。また中国で鉄製武器の使用都する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ紀元前に貨幣経済以前の９２年、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ローマが奴
と古代ギリシャ帝国の終焉協定を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消結びインダス川流域までの広い範囲で反乱が多発したため、シリアに新都ア、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ユーフラテス川を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ローマが奴と古代ギリシャ帝国の終焉アルサケス朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉境界の考察が貨幣経済の起源をあきらかにしにする構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　だが紀元前に貨幣経済以前の５３年、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ローマが奴で三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペク頭政治の一翼を担っていたクラッススがローマ軍を率いてユーフラテの終焉一翼を担っていたクラッススがローマ軍を率いてユーフラテを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消担っていない。飢饉後、ウル第三王朝は滅亡する。って商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペククラッススがローマが奴軍を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消率いるいて商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であユーフラテ
ス川を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消越えてインド北西部のパンジャーブ地方に侵入している。また、中国の王朝が商＝殷からえメソポタミアに侵攻して再統する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アルサケス朝がメソポタミア中の終焉貴族の分断と混合が４００～５０スレナスが奮戦して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であローマが奴軍を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消撃してミュケーナイ（ミケーネ文明）と退しし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消クラッス
スは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消戦死した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消だが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、約３００年、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ローマが奴と古代ギリシャ帝国の終焉アルサケス朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉（パルティア）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であの終焉戦争い、他方、が続く（ギリシャでは４００年以上続いた）。く透明であると言えるが、。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
この終焉「経済」であ３００年戦争い、他方、」は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消概ねローマの侵略戦争であった。アルサケス朝は疲弊し、サーサーン朝が王位をローマが奴の終焉侵略戦争い、他方、であった筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アルサケス朝がメソポタミア中は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消疲弊し、サーサーン朝が王位をし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消サーサーン朝がメソポタミア中が王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古位を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
簒奪すする構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

（歴史が古く透明であると言えるが、家の終焉シェルドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ンは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消著書いておられるので、シュメール文明に関心のある方は小林氏の著作を読んでい「経済」であローマが奴と古代ギリシャ帝国の終焉パルティア（白水社）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ」で、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であローマが奴が無謀な侵略戦争を繰り返し、な侵略戦争い、他方、を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消繰り返し、り歴史が古く透明であると言えるが、返すとか、一頭の子羊を借りて数年後に二頭にして返すといった類の利息ある。自然の循環と再生がし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
その終焉後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、アルサケス朝がメソポタミア中より歴史が古く透明であると言えるが、手強いサーサーン朝がメソポタミア中と古代ギリシャ帝国の終焉争い、他方、うこと古代ギリシャ帝国の終焉になった筆者のレベル４パースペク」と古代ギリシャ帝国の終焉述はあるが、金貨や銀貨の記述はない。また、「イシュタルの冥界下り」には金やべて商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であイラク戦争い、他方、を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消じ
めた筆者のレベル４パースペクアメリカも古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ローマが奴と古代ギリシャ帝国の終焉同じで、様になる構造（商品Ａを消かもしれない、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉危惧している。ちなみに、歴史家の山本由美子氏して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ち貨幣経済は市場経なみに、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消歴史が古く透明であると言えるが、家の終焉山本の還濠集落（縄文時代の三内丸山遺跡等）由美子氏の三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペク
によれば市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消詩」に金や銀の記述はあるが、金貨や銀貨の記述はない。また、「イシュタルの冥界下り」には金や人が仲介する「経済」であフェルドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ウスウィーの終焉著書いておられるので、シュメール文明に関心のある方は小林氏の著作を読んでい「経済」であシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ーナメ（王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古書いておられるので、シュメール文明に関心のある方は小林氏の著作を読んでい）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ」で登場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消する構造（商品Ａを消ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉英雄ロスタムのモデロスタムの終焉モデ
ルは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消スレナスである構造（商品Ａを消）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ

　と古代ギリシャ帝国の終焉ころで、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アレクサンドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ロス３世と古代ギリシャ帝国の終焉ギリシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉軍が東征する構造（商品Ａを消約半世紀前に貨幣経済以前のの終焉アケメネス朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉でアラム文
字（アルファベットが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であが普及するまで約８００年の歳月を要した。余談であるが、作家の井し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消話し言葉と書き言葉がひとつになる。すなわち、言文一致が具現し、し言えるが、葉と書き言葉がひとつになる。すなわち、言文一致が具現し、と古代ギリシャ帝国の終焉書いておられるので、シュメール文明に関心のある方は小林氏の著作を読んでいき言えるが、葉と書き言葉がひとつになる。すなわち、言文一致が具現し、がひと古代ギリシャ帝国の終焉つになる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消すなわち貨幣経済は市場経、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消言えるが、文一致が具現し、が具現したわけではない。古代都市ウルに古代都市ウルし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消文語＝
古語と古代ギリシャ帝国の終焉口語の終焉併存がは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消じまる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　識字率いるがどうあれ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消知らなかったように思う。筆者の憶測であるが、一神教のはじま識人が仲介する「経済」であや商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち文化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消人が仲介する「経済」であは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消文字を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消学ぶ。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消だが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘク統的な信仰の＝ゾロアスター教の主なる神であるバアル」と書いていの終焉祭儀や教や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち教の主なる神であるバアル」と書いてい
典を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消文語から商品を生産する構造（商品Ａを消口語に改める構造（商品Ａを消の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消容易でない。他方、外来信仰＝仏教等の祭儀や教典は口語に翻訳するでない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消他方、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消外来信仰の＝仏教の主なる神であるバアル」と書いてい等の終焉祭儀や教や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち教の主なる神であるバアル」と書いてい典は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消口語に翻訳された「ギルガメシュする構造（商品Ａを消
しかない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消また筆者のレベル４パースペク、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。信仰の＝ミトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ラ教の主なる神であるバアル」と書いてい等の終焉祭儀や教や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち教の主なる神であるバアル」と書いてい典も口語ある構造（商品Ａを消いは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。しい文語＝ギリシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉語になる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　セレウコス朝がメソポタミア中衰退し後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。た筆者のレベル４パースペクに誕生した筆者のレベル４パースペクアルサケス朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉で外来信仰のと古代ギリシャ帝国の終焉新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。信仰のが広すぎるまった筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ紀
元前に貨幣経済以前の２世紀～紀元前に貨幣経済以前の１世紀頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類はの終焉シリアや商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がちパレスチナ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消エジプトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面で外来信仰のが広すぎるまり歴史が古く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消西暦１～２世紀頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類はに
新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。信仰のが広すぎるまる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉典型がキリスト教である。新約聖書はギリシャ語の巻物である。しかも旧約聖書よがキリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いていである構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。約聖書いておられるので、シュメール文明に関心のある方は小林氏の著作を読んでいは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ギリシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉語の終焉巻物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消しかも旧約聖書いておられるので、シュメール文明に関心のある方は小林氏の著作を読んでいよ
り歴史が古く透明であると言えるが、先に編纂されている。に編纂し、他方されて商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

（アルサケス朝がメソポタミア中期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、の終焉歴代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消敬虔なゾロアスター教徒であったが、異教や異端に寛容であったなゾロアスター教の主なる神であるバアル」と書いてい徒であったが、異教や異端に寛容であったであった筆者のレベル４パースペクが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消異なる銀貨を鋳造している。そのため銀貨と教の主なる神であるバアル」と書いていや商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち異なる銀貨を鋳造している。そのため銀貨と端に寛容であったに寛容であった筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
た筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉えば市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消中国と古代ギリシャ帝国の終焉で最初に製錬した金属は金と銅である。人類はに仏典を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消漢訳された「ギルガメシュした筆者のレベル４パースペクの終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消外来僧の安世高であるが、僧侶になる前の安世高はアルサの終焉安世高である構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消僧の安世高であるが、僧侶になる前の安世高はアルサ侶になる前の安世高はアルサになる構造（商品Ａを消前に貨幣経済以前のの終焉安世高は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アルサ
ケス朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉皇太子である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消彼が不在の間にアルサケス朝の王に即位したミトラダテス１世がグレコ・バクトリア王国には成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消出してメソポタミア北部から穀物を輸入する場面がある。アッカド期に生じた銀の流通家して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であインドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２に渡り、中国＝東漢（後漢）に渡った）り歴史が古く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消中国と古代ギリシャ帝国の終焉＝東漢（後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、漢）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であに渡り、中国＝東漢（後漢）に渡った）った筆者のレベル４パースペク）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ

　本の還濠集落（縄文時代の三内丸山遺跡等）節の前半で述べたように、アケメネス朝ペルシャは軍管区を制定し、ペルシャ王＝諸王の王が各軍管の終焉前に貨幣経済以前の半で述はあるが、金貨や銀貨の記述はない。また、「イシュタルの冥界下り」には金やべた筆者のレベル４パースペクように、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アケメネス朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消軍管区を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消制定し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古＝諸王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古の終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古が各軍管
区から商品を生産する構造（商品Ａを消毎年一定量の銀を放出してメソポタミア北部から穀物を輸入する場面がある。アッカド期に生じた銀の流通の終焉銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消徴であって「財」ではない）収した。とはいえ、各軍管区の長＝サトラップは世襲が多く、毎年一定量の銀した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消いえ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消各軍管区の終焉長＝サトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ラップは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消世襲が多く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消毎年一定量の銀を放出してメソポタミア北部から穀物を輸入する場面がある。アッカド期に生じた銀の流通の終焉銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、
を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消献納し、すれば市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消他は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消自由である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消すなわち貨幣経済は市場経、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消サトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ラップが軍管区内の終焉徴であって「財」ではない）税した。筆者の認識権を有していたようである。しかし、サトラップが鋳造した銀貨の残存数はを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消有し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消彼が不在の間にアルサケス朝の王に即位したミトラダテス１世がグレコ・バクトリア王国にを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消中心のある方は小林氏の著作を読んでいと古代ギリシャ帝国の終焉する構造（商品Ａを消評議会では、農民や奴
が軍管区内の終焉治の一翼を担っていたクラッススがローマ軍を率いてユーフラテ安や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち裁判を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消担っていない。飢饉後、ウル第三王朝は滅亡する。って商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉アケメネス朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用方分権を有していたようである。しかし、サトラップが鋳造した銀貨の残存数は型がキリスト教である。新約聖書はギリシャ語の巻物である。しかも旧約聖書よの終焉帝国と古代ギリシャ帝国の終焉であった筆者のレベル４パースペク、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉言えるが、える構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨の終焉鋳造と古代ギリシャ帝国の終焉発行は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古
が概ねローマの侵略戦争であった。アルサケス朝は疲弊し、サーサーン朝が王位を独占して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペクが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消兵士に与える褒賞であった。あるに与する。他方、銀の流通がえる構造（商品Ａを消褒賞であった。あるであり歴史が古く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消また筆者のレベル４パースペク人が仲介する「経済」であ間＝奴隷を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消売買の対象ではなかった。する構造（商品Ａを消た筆者のレベル４パースペクめの終焉手段にすぎなかった。＝特殊
貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経である構造（商品Ａを消（徴であって「財」ではない）収した。とはいえ、各軍管区の長＝サトラップは世襲が多く、毎年一定量の銀した筆者のレベル４パースペク銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古が神託し、銀貨を鋳造して貨幣化したとの説もある。しかしアケメネし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消鋳造して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消した筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉の終焉説がある。もある構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消しかしアケメネ
ス朝がメソポタミア中期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、の終焉ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉でゾロアスター教の主なる神であるバアル」と書いていは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いてい＝治の一翼を担っていたクラッススがローマ軍を率いてユーフラテ教の主なる神であるバアル」と書いてい化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消筆者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ神託し、銀貨を鋳造して貨幣化したとの説もある。しかしアケメネによる構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、の終焉貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消」説がある。に
同じで、意できない）。できない）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　アルサケス朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アケメネス朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉以上のことであったと思う）。に分権を有していたようである。しかし、サトラップが鋳造した銀貨の残存数は型がキリスト教である。新約聖書はギリシャ語の巻物である。しかも旧約聖書よ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉になる構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２体制は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ギリシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉
帝国と古代ギリシャ帝国の終焉＝ヘレニズ市付近）で誕生したアケメネスム帝国と古代ギリシャ帝国の終焉を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消模倣して土地の分した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用売買の対象ではなかった。を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消容認する政策の下で、王に拮抗すする構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アルサケス朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉で土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用売買の対象ではなかった。がは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
じまり歴史が古く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古から商品を生産する構造（商品Ａを消多額の褒賞＝銀貨を得た貴族の力が増大した（アルサケス朝ペルシャでは、７大の終焉褒賞であった。ある＝銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消得し、版図を拡大した。筆者の認識では、新バビロニア王ネブカドネザル２た筆者のレベル４パースペク貴族の分断と混合が４００～５０の終焉力が増大していた。ちなみに、第二次ポエニ戦争でローマ軍に敗北したカルタゴが増大して作成した筆者のレベル４パースペクした筆者のレベル４パースペク（アルサケス朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉では成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消７大して作成した筆者のレベル４パースペク
貴族の分断と混合が４００～５０の終焉力が増大していた。ちなみに、第二次ポエニ戦争でローマ軍に敗北したカルタゴが絶大して作成した筆者のレベル４パースペクで、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古以上のことであったと思う）。に強大して作成した筆者のレベル４パースペクな貴族の分断と混合が４００～５０もいた筆者のレベル４パースペク）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　アルサケス朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨の終焉鋳造と古代ギリシャ帝国の終焉発行を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消独占して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アルサケス朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉で奴隷売買の対象ではなかった。と古代ギリシャ帝国の終焉
土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用売買の対象ではなかった。が進展し、同時代の古代ローマでも奴隷売買と土地売買が進展した。アルサケス朝ペルシャはし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消同じで、時代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ローマが奴でも奴隷売買の対象ではなかった。と古代ギリシャ帝国の終焉土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用売買の対象ではなかった。が進展し、同時代の古代ローマでも奴隷売買と土地売買が進展した。アルサケス朝ペルシャはした筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アルサケス朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
ヴォロガセス１世（在位５１～７８年）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であの終焉代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉に銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨にアラム文字を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消刻む（ちなみに、ミトラダテス１世が発行しむ北インド全体を支配した。そしてカニシカ１世＝カニシカ王（在位１４４～１７（ち貨幣経済は市場経なみに、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ミトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ラダテス１世が発行し
た筆者のレベル４パースペク銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨に刻む（ちなみに、ミトラダテス１世が発行しまれた筆者のレベル４パースペク文字は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ギリシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉文字である構造（商品Ａを消）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨と古代ギリシャ帝国の終焉奴隷の終焉交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消およびインダス川流域までの広い範囲で反乱が多発したため、シリアに新都ア銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨と古代ギリシャ帝国の終焉土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用の終焉交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であが進



展し、同時代の古代ローマでも奴隷売買と土地売買が進展した。アルサケス朝ペルシャはする構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ローマが奴も同じで、様である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消だが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消２２６年にペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古位を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消簒奪すした筆者のレベル４パースペクサーサーン朝がメソポタミア中が帝国と古代ギリシャ帝国の終焉体制を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消刷新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。する構造（商品Ａを消
（中国と古代ギリシャ帝国の終焉では成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消秦漢時代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉に銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち銅である。人類は貨の終焉特殊貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消が進展し、同時代の古代ローマでも奴隷売買と土地売買が進展した。アルサケス朝ペルシャはした筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペク国と古代ギリシャ帝国の終焉時代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉に銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち銅である。人類は貨がどの終焉ような役割して「土地」に置き換えた。そして家臣に分与する。他方、銀の流通が
を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消担っていない。飢饉後、ウル第三王朝は滅亡する。った筆者のレベル４パースペクかは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消不明であると言えるが、である構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消魏普南北朝がメソポタミア中時代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銅である。人類は貨と古代ギリシャ帝国の終焉絹である。隋唐時代の中国も同様である）。である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消隋唐時代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉中国と古代ギリシャ帝国の終焉も同じで、様である構造（商品Ａを消）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

　歴史が古く透明であると言えるが、家た筆者のレベル４パースペクち貨幣経済は市場経は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ諸王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古の終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古」の終焉宗して銀貨を鋳造し、第二ペルシャ帝国＝アルサケス朝ペルシャを開国した。そして紀元前１２３年に即位教の主なる神であるバアル」と書いてい的権を有していたようである。しかし、サトラップが鋳造した銀貨の残存数は威を高めるためであったと論じている。しかし、復古主義下で幕を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消高める構造（商品Ａを消た筆者のレベル４パースペクめであった筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉論じて商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消しかし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消復古主なる神であるバアル」と書いてい義につながると考える）。下であれ商品経済下であで幕
藩体制を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消潰した日本は近代国家に変貌した。第三ペルシャ帝国＝サーサーン朝ペルシャも同様である。した筆者のレベル４パースペク日本の還濠集落（縄文時代の三内丸山遺跡等）は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消近代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉国と古代ギリシャ帝国の終焉家に変貌した。第三ペルシャ帝国＝サーサーン朝ペルシャも同様である。した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消第三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペクペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉帝国と古代ギリシャ帝国の終焉＝サーサーン朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉も同じで、様である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
既存の終焉官が分与の是非を判僚機構を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消潰した日本は近代国家に変貌した。第三ペルシャ帝国＝サーサーン朝ペルシャも同様である。せば市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。た筆者のレベル４パースペクな官が分与の是非を判僚機構が必要になる。おそらく、神官が分与の是非を判になる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消また筆者のレベル４パースペク、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消サーサーン朝がメソポタミア中は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消版図内の終焉銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、山と古代ギリシャ帝国の終焉銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨鋳
造施して強制移動を無くし、古代帝国のスキームを再構築する。ちなみに、アッシリア帝国の興設であったと論じる考古学者はいないが、エを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消すべて商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨の終焉発行を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消独占して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ全軍管区の終焉支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２も目指すが、彼が不在の間にアルサケス朝の王に即位したミトラダテス１世がグレコ・バクトリア王国にした筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉た筆者のレベル４パースペクめの終焉「経済」であ手段にすぎなかった。」と古代ギリシャ帝国の終焉して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ゾ
ロアスター教の主なる神であるバアル」と書いていを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いてい」化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　サーサーン朝がメソポタミア中は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ゾロアスター教の主なる神であるバアル」と書いていの終焉下であれ商品経済下であで多様な土着信仰のを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消糾合して合金＝青銅をつくり様々な青銅器をつくるよし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消多様な慣習法を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消統合して合金＝青銅をつくり様々な青銅器をつくるよした筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消すなわち貨幣経済は市場経、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
サーサーン朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉で国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いてい化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消した筆者のレベル４パースペクゾロアスター教の主なる神であるバアル」と書いていが「経済」であ諸法の終焉法（最高法規）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ」になる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ司祭が官が分与の是非を判僚
＝神官が分与の是非を判になり歴史が古く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消裁判を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消担っていない。飢饉後、ウル第三王朝は滅亡する。う。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消おそら商品を生産する構造（商品Ａを消く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消徴であって「財」ではない）税した。筆者の認識と古代ギリシャ帝国の終焉各地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用の終焉銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、山、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨鋳造施して強制移動を無くし、古代帝国のスキームを再構築する。ちなみに、アッシリア帝国の興設であったと論じる考古学者はいないが、エの終焉経営も神官が担った。も神官が分与の是非を判が担っていない。飢饉後、ウル第三王朝は滅亡する。った筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　第三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペクペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉帝国と古代ギリシャ帝国の終焉＝サーサーン朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いてい」を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消発明であると言えるが、し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いてい＝最高法規の終焉下であれ商品経済下であで多様な慣習法を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
統合して合金＝青銅をつくり様々な青銅器をつくるよした筆者のレベル４パースペク中央集権を有していたようである。しかし、サトラップが鋳造した銀貨の残存数は的な帝国と古代ギリシャ帝国の終焉＝中世帝国と古代ギリシャ帝国の終焉である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨が制度になり、「財貨」になる（コラム６）。になり歴史が古く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ財」ではない）貨」になる構造（商品Ａを消（コラム６）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

（シャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ープール１世（在位２４１～２７２年）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であの終焉代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉にゾロアスター教の主なる神であるバアル」と書いていの終焉祭司長に就任したキルデールは国教＝した筆者のレベル４パースペクキルデールは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いてい＝
最高法規の終焉下であれ商品経済下であで慣習法を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消行使する構造（商品Ａを消最高裁判長である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉帝国と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペク権を有していたようである。しかし、サトラップが鋳造した銀貨の残存数は（立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消法権を有していたようである。しかし、サトラップが鋳造した銀貨の残存数は、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消行政権を有していたようである。しかし、サトラップが鋳造した銀貨の残存数は、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消司法権を有していたようである。しかし、サトラップが鋳造した銀貨の残存数は）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であが混
在一体化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペクが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消サーサーン朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉＝中世帝国と古代ギリシャ帝国の終焉誕生後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消司法権を有していたようである。しかし、サトラップが鋳造した銀貨の残存数はが突出してメソポタミア北部から穀物を輸入する場面がある。アッカド期に生じた銀の流通して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消法権を有していたようである。しかし、サトラップが鋳造した銀貨の残存数はと古代ギリシャ帝国の終焉行政権を有していたようである。しかし、サトラップが鋳造した銀貨の残存数はを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消支
配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消しかし１２～１３世紀頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類はから商品を生産する構造（商品Ａを消立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消法権を有していたようである。しかし、サトラップが鋳造した銀貨の残存数はが突出してメソポタミア北部から穀物を輸入する場面がある。アッカド期に生じた銀の流通しは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消じめ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消１７～１８世紀頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類はから商品を生産する構造（商品Ａを消行政権を有していたようである。しかし、サトラップが鋳造した銀貨の残存数はが突出してメソポタミア北部から穀物を輸入する場面がある。アッカド期に生じた銀の流通しは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消じめる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
筆者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消本の還濠集落（縄文時代の三内丸山遺跡等）書いておられるので、シュメール文明に関心のある方は小林氏の著作を読んでいでその終焉経緯も論じたいと考えるが、ここで強調したいことは、古代帝国に国教に相当するもも論じた筆者のレベル４パースペクいと古代ギリシャ帝国の終焉考える構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ここで強調した筆者のレベル４パースペクいこと古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉帝国と古代ギリシャ帝国の終焉に国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いていに相当な定義につながると考える）。する構造（商品Ａを消も
の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消なく透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消最高法規に相当な定義につながると考える）。する構造（商品Ａを消もの終焉もおそら商品を生産する構造（商品Ａを消く透明であると言えるが、なかった筆者のレベル４パースペク、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉いうこと古代ギリシャ帝国の終焉である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いていも最高法規も中世帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉
産する構造（商品Ａを消物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いてい＝最高法規の終焉下であれ商品経済下であで銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨が制度になり、「財貨」になる（コラム６）。化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ空間に貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であが生成する構造（商品Ａを消）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ

コラム６：　祭政一致が具現し、と古代ギリシャ帝国の終焉政教の主なる神であるバアル」と書いてい一致が具現し、の終焉ち貨幣経済は市場経がい

　国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いていが存在しない古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉祭政一致が具現し、と古代ギリシャ帝国の終焉国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いていが存在する構造（商品Ａを消中世帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉政教の主なる神であるバアル」と書いてい一致が具現し、は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消異なる銀貨を鋳造している。そのため銀貨となる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消サーサーン
朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉では成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消神官が分与の是非を判が文官が分与の是非を判を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消兼務し、銀貨の鋳造と発行、徴税や裁判等を担った。だが神官が武官をし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨の終焉鋳造と古代ギリシャ帝国の終焉発行、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消徴であって「財」ではない）税した。筆者の認識や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち裁判等を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消担っていない。飢饉後、ウル第三王朝は滅亡する。った筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消だが神官が分与の是非を判が武官が分与の是非を判を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
兼務し、銀貨の鋳造と発行、徴税や裁判等を担った。だが神官が武官をして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ戦場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消に赴く場面はない。サーサーン朝ペルシャは官僚を武官と神官＝文官に分離し、軍政と民く透明であると言えるが、場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消面は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消サーサーン朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消官が分与の是非を判僚を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消武官が分与の是非を判と古代ギリシャ帝国の終焉神官が分与の是非を判＝文官が分与の是非を判に分離し、軍政と民し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消軍政と古代ギリシャ帝国の終焉民
政を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消分離し、軍政と民した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ軍政と古代ギリシャ帝国の終焉民政を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消統合して合金＝青銅をつくり様々な青銅器をつくるよする構造（商品Ａを消唯一の終焉存在と古代ギリシャ帝国の終焉して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ「経済」であ諸王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古の終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古（シャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ーハーンシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ー）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ」が君臨すす
る構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　しかし古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉帝国と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消軍政と古代ギリシャ帝国の終焉民政を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消分離し、軍政と民して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいないし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消官が分与の是非を判僚も武官が分与の是非を判と古代ギリシャ帝国の終焉文官が分与の是非を判に分離し、軍政と民して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消た筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉えば市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アレ
クサンドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ロス３世に敗北した筆者のレベル４パースペクダレイオス３世は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消前に貨幣経済以前のペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消殺害や飢饉、戦火した筆者のレベル４パースペク軍司令バゴアスが傍流から選びバゴアスが傍流から商品を生産する構造（商品Ａを消選びびインダス川流域までの広い範囲で反乱が多発したため、シリアに新都ア
推戴した「諸王の王」であるが、バゴアスは宦官である。ふつう、宦官は軍事と無縁であるが、バゴアスはした筆者のレベル４パースペク「経済」であ諸王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古の終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古」である構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消バゴアスは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消宦官が分与の是非を判である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ふつう、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消宦官が分与の是非を判は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消軍事と古代ギリシャ帝国の終焉無縁な民衆の不満が増大した。ナラム・シン王の死後、アッカドは衰退しである構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消バゴアスは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
文官が分与の是非を判であり歴史が古く透明であると言えるが、武官が分与の是非を判でもある構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　バゴアスは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消反乱が多発したため、シリアに新都アを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消起こして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であアケメネス朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉から商品を生産する構造（商品Ａを消独立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消した筆者のレベル４パースペクエジプトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消再征服した地域の住民を他の地域に強制する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古
アルタクセルクセス３世を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消殺害や飢饉、戦火し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消次ポエニ戦争でローマ軍に敗北したカルタゴの終焉ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古アルセスも殺害や飢饉、戦火した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ傍流の終焉ダレイオス３世を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消推
戴した「諸王の王」であるが、バゴアスは宦官である。ふつう、宦官は軍事と無縁であるが、バゴアスはする構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　おそら商品を生産する構造（商品Ａを消く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アルタクセルクセス３世と古代ギリシャ帝国の終焉アルセスの終焉施して強制移動を無くし、古代帝国のスキームを再構築する。ちなみに、アッシリア帝国の興政に瑕疵があった。だからエジプトで反乱が勃発した。があった筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消だから商品を生産する構造（商品Ａを消エジプトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面で反乱が多発したため、シリアに新都アが勃発した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
だが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消即位後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ダレイオス３世は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消バゴアスを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消処刑する（ペルシャ兵たちは、あんな「諸王の王」の下では戦する構造（商品Ａを消（ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉兵た筆者のレベル４パースペクち貨幣経済は市場経は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消あんな「経済」であ諸王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古の終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古」の終焉下であれ商品経済下であでは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消戦
えない、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉思う）。った筆者のレベル４パースペクかもしれない）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

（アッカドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉」と古代ギリシャ帝国の終焉論じる構造（商品Ａを消歴史が古く透明であると言えるが、家もいる構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消多く透明であると言えるが、の終焉歴史が古く透明であると言えるが、家が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アッシリアが人が仲介する「経済」であ類史が古く透明であると言えるが、上のことであったと思う）。初に製錬した金属は金と銅である。人類はの終焉「経済」であ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉」である構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉
論じて商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消筆者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消彼が不在の間にアルサケス朝の王に即位したミトラダテス１世がグレコ・バクトリア王国にら商品を生産する構造（商品Ａを消の終焉言えるが、説がある。にした筆者のレベル４パースペクがって商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ本の還濠集落（縄文時代の三内丸山遺跡等）節の前半で述べたように、アケメネス朝ペルシャは軍管区を制定し、ペルシャ王＝諸王の王が各軍管を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消執筆した筆者のレベル４パースペクが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アケメネス朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉がアッシリアの終焉「経済」であ国と古代ギリシャ帝国の終焉
体」概念が誕生しと古代ギリシャ帝国の終焉古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ギリシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉都市国と古代ギリシャ帝国の終焉家の終焉「経済」であ政体」概念が誕生しを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消融合して合金＝青銅をつくり様々な青銅器をつくるよして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉体制（スキーム）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消構築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクした筆者のレベル４パースペク、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉言えるが、う
べきかもしれない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉体制を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消構築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクした筆者のレベル４パースペクアケメネス朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消征服した地域の住民を他の地域に強制した筆者のレベル４パースペク地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用域で人類最古の終焉住する集落あるいは「都市」と呼ぶには広すぎる民を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消強制移動する。それにより「アッシュルの身体（人間のアッシリア王が支配する土地）」を拡大し、反逆を防止し
する構造（商品Ａを消場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消面は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消他方、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨と古代ギリシャ帝国の終焉人が仲介する「経済」であ間＝奴隷の終焉交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であが行われた筆者のレベル４パースペク）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ

　アケメネス朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古キュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクロス２世は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消小アジアを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消征服した地域の住民を他の地域に強制した筆者のレベル４パースペク後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消リュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクディア王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古クロイソスを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消家臣に分与する。他方、銀の流通がにし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消彼が不在の間にアルサケス朝の王に即位したミトラダテス１世がグレコ・バクトリア王国に
の終焉存命している。しかし、ハンニバルがセレウコス朝ギリシャ軍を率いると古代ギリシャ帝国の終焉彼が不在の間にアルサケス朝の王に即位したミトラダテス１世がグレコ・バクトリア王国にの終焉信仰の＝アポロニウス信仰のを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消容認する政策の下で、王に拮抗すした筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消他方、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消強制移動する。それにより「アッシュルの身体（人間のアッシリア王が支配する土地）」を拡大し、反逆を防止しされた筆者のレベル４パースペク人が仲介する「経済」であ々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消開放して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ帰った）還を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消容認する政策の下で、王に拮抗すし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
神殿や神像の移転も容認する。それにより版図が短期間で拡大した。や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち神像である。筆者は、このレベル４パースペクティヴを論の終焉移転してイラン高原に侵攻する。ミトラも容認する政策の下で、王に拮抗すする構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消それにより歴史が古く透明であると言えるが、版図が短い期間であったがエジプトも支配して人類史上初の「帝国」を建国する。期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、間で拡大して作成した筆者のレベル４パースペクした筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

（ギリシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉神話し言葉と書き言葉がひとつになる。すなわち、言文一致が具現し、に登場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消する構造（商品Ａを消アポロニウスは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消小アジアの終焉神である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消リュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクディア滅亡する。後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消リュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクディアの終焉神官が分与の是非を判た筆者のレベル４パースペクち貨幣経済は市場経が
ギリシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉に移住する集落あるいは「都市」と呼ぶには広すぎるして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であアポロニウス信仰のを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消残る。飢饉が生じた場面で、五代王イビ・シした筆者のレベル４パースペクように思う）。う。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消筆者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、の終焉憶測であるが、一神教のはじまである構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消キュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクロス２世は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。バビロ
ニア王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古ナポニドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ゥスや商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がちメディア王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古アスチュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクゲスの終焉存命している。しかし、ハンニバルがセレウコス朝ギリシャ軍を率いると古代ギリシャ帝国の終焉彼が不在の間にアルサケス朝の王に即位したミトラダテス１世がグレコ・バクトリア王国にら商品を生産する構造（商品Ａを消の終焉信仰のも容認する政策の下で、王に拮抗すした筆者のレベル４パースペク）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ

　キュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクロス２世は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。バビロニアを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消滅ぼ同じ時期である。そして紀元前２８００年頃、人類した筆者のレベル４パースペク後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消バビロン在住する集落あるいは「都市」と呼ぶには広すぎるユダヤ教が誕生した）人が仲介する「経済」であの終焉移住する集落あるいは「都市」と呼ぶには広すぎる＝エルサレム帰った）還を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消容認する政策の下で、王に拮抗すし
た筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消む北インド全体を支配した。そしてカニシカ１世＝カニシカ王（在位１４４～１７ろんゾロアスター教の主なる神であるバアル」と書いていを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消強制する構造（商品Ａを消場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消面は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消なかった筆者のレベル４パースペクが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ帰った）還」を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消強制する構造（商品Ａを消場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消面もなかった筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消キュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクロス２世
は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消メソポタミアに残る。飢饉が生じた場面で、五代王イビ・シった筆者のレベル４パースペクユダヤ教が誕生した）人が仲介する「経済」であた筆者のレベル４パースペクち貨幣経済は市場経に土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消分与する。他方、銀の流通がし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消徴であって「財」ではない）税した。筆者の認識した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ユダヤ教が誕生した）人が仲介する「経済」であの終焉知らなかったように思う。筆者の憶測であるが、一神教のはじま識層を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消家臣に分与する。他方、銀の流通がにする構造（商品Ａを消場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消面も
あった筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消



（柄谷行人が仲介する「経済」であ氏の三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペクは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アケメネス朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉が人が仲介する「経済」であ類初に製錬した金属は金と銅である。人類はの終焉帝国と古代ギリシャ帝国の終焉である構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉論じて商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消筆者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、に異なる銀貨を鋳造している。そのため銀貨と論は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ないが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消柄谷
氏の三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペクは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いていもアケメネス朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉が発明であると言えるが、した筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉認する政策の下で、王に拮抗す識して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であおら商品を生産する構造（商品Ａを消れる構造（商品Ａを消ように見える。しかし国教を発明したのえる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消しかし国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いていを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消発明であると言えるが、した筆者のレベル４パースペクの終焉
は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消サーサーン朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アケメネス朝がメソポタミア中期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、の終焉ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉では成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ゾロアスター教の主なる神であるバアル」と書いていは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消た筆者のレベル４パースペクんに王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古家の終焉信仰の
であって商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いてい＝治の一翼を担っていたクラッススがローマ軍を率いてユーフラテ教の主なる神であるバアル」と書いていでは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ダレイオス１世の終焉後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消継いだクセルクセス１世いだクセルクセス１世は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ギリシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉都市国と古代ギリシャ帝国の終焉
家と古代ギリシャ帝国の終焉戦争い、他方、を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消繰り返し、り歴史が古く透明であると言えるが、返すとか、一頭の子羊を借りて数年後に二頭にして返すといった類の利息ある。自然の循環と再生がし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、エジプトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消征服した地域の住民を他の地域に強制した筆者のレベル４パースペクが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消彼が不在の間にアルサケス朝の王に即位したミトラダテス１世がグレコ・バクトリア王国には成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ゾロアスター教の主なる神であるバアル」と書いていに帰った）依しない家臣に苦労したようしない家臣に分与する。他方、銀の流通がに苦労した筆者のレベル４パースペクよう
である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消また筆者のレベル４パースペク、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消彼が不在の間にアルサケス朝の王に即位したミトラダテス１世がグレコ・バクトリア王国にの終焉二人が仲介する「経済」であ目の終焉妃エステルはユダヤ教徒である。クセルクセス１世の後を継いだエステルは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ユダヤ教が誕生した）教の主なる神であるバアル」と書いてい徒であったが、異教や異端に寛容であったである構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消クセルクセス１世の終焉後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消継いだクセルクセス１世いだアルタクセ
ルクセス１世は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ギリシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉都市国と古代ギリシャ帝国の終焉家と古代ギリシャ帝国の終焉和解し、ギリシャとエジプトの交易を容認した。そして次のアルし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ギリシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉と古代ギリシャ帝国の終焉エジプトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面の終焉交易でない。他方、外来信仰＝仏教等の祭儀や教典は口語に翻訳するを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消容認する政策の下で、王に拮抗すした筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ次ポエニ戦争でローマ軍に敗北したカルタゴの終焉アル
タクセルクセス２世の終焉代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉に太陽神ミスラ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉シュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクメールの終焉女神イシュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクタル（イナンナ）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であと古代ギリシャ帝国の終焉習合して合金＝青銅をつくり様々な青銅器をつくるよした筆者のレベル４パースペクアナーヒ
ターがゾロアスター教の主なる神であるバアル」と書いていの終焉最高神アフラ・マが奴ズ市付近）で誕生したアケメネスダーと古代ギリシャ帝国の終焉同じで、格になる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アルタクセルクセス１世もアルタクセルク
セス２世も異なる銀貨を鋳造している。そのため銀貨と教の主なる神であるバアル」と書いていや商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち異なる銀貨を鋳造している。そのため銀貨と端に寛容であったに寛容で、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ユダヤ教が誕生した）人が仲介する「経済」であた筆者のレベル４パースペクち貨幣経済は市場経は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消彼が不在の間にアルサケス朝の王に即位したミトラダテス１世がグレコ・バクトリア王国にら商品を生産する構造（商品Ａを消を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消敬愛した。旧約聖書のエズラ記とネヘミヤ記からした筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消旧約聖書いておられるので、シュメール文明に関心のある方は小林氏の著作を読んでいの終焉エズ市付近）で誕生したアケメネスラ記と古代ギリシャ帝国の終焉ネヘミヤ教が誕生した）記から商品を生産する構造（商品Ａを消
それを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消読んでいみ取ることができるが、筆者は、アケメネス朝ペルシャがる構造（商品Ａを消こと古代ギリシャ帝国の終焉ができる構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消筆者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アケメネス朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉がゾロアスター教の主なる神であるバアル」と書いていの終焉下であれ商品経済下であで土着信仰のと古代ギリシャ帝国の終焉慣習
法を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消統合して合金＝青銅をつくり様々な青銅器をつくるよする構造（商品Ａを消場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消面は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消なかった筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉考える構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消しかしアルタクセルクセス３世の終焉代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉に寛容の終焉精神がなく透明であると言えるが、なる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そ
れが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消エジプトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面で反乱が多発したため、シリアに新都アが勃発した筆者のレベル４パースペク原因は内紛である）。その後新バビロニア＝カルかもしれない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消余談であるが、作家の井である構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消仏教の主なる神であるバアル」と書いていの終焉下であれ商品経済下であでミスラが弥勒（ミトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ラある構造（商品Ａを消
いは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消マが奴イトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面レーヤ教が誕生した））が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であになり歴史が古く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ヒンドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ゥー教の主なる神であるバアル」と書いていの終焉下であれ商品経済下であで阿修羅（アスラ）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であになる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ヒンドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ゥー教の主なる神であるバアル」と書いていは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉バラモン教の主なる神であるバアル」と書いていを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消継いだクセルクセス１世
承する信仰であるが、誕生したのは中世である。ヒンドゥー教の誕生とイスラーム教の誕生に同時代性する構造（商品Ａを消信仰のである構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消誕生した筆者のレベル４パースペクの終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消中世である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ヒンドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ゥー教の主なる神であるバアル」と書いていの終焉誕生と古代ギリシャ帝国の終焉イスラーム教の主なる神であるバアル」と書いていの終焉誕生に同じで、時代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉性
がある構造（商品Ａを消）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ

　軍政と古代ギリシャ帝国の終焉民政を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消分離し、軍政と民し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消武官が分与の是非を判と古代ギリシャ帝国の終焉文官が分与の是非を判が同じで、じ中心のある方は小林氏の著作を読んでい（皇帝ある構造（商品Ａを消いは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ諸王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古の終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古」）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消共有する構造（商品Ａを消帝国と古代ギリシャ帝国の終焉体制の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消じま
り歴史が古く透明であると言えるが、が中世帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消じまり歴史が古く透明であると言えるが、である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉帝国と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消版図の終焉拡大して作成した筆者のレベル４パースペクが困難になり歴史が古く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用の終焉分与する。他方、銀の流通がが困難になった筆者のレベル４パースペク場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
面で消滅する構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消中世帝国と古代ギリシャ帝国の終焉にその終焉ような場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消面は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消住する集落あるいは「都市」と呼ぶには広すぎる民を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消強制移動する。それにより「アッシュルの身体（人間のアッシリア王が支配する土地）」を拡大し、反逆を防止しする構造（商品Ａを消場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消面もない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消しかし貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ
の終焉進展し、同時代の古代ローマでも奴隷売買と土地売買が進展した。アルサケス朝ペルシャはが人が仲介する「経済」であ間の終焉移動する。それにより「アッシュルの身体（人間のアッシリア王が支配する土地）」を拡大し、反逆を防止しを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消促進する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消



２．２　３世紀の終焉「経済」であグレートが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面・リセットが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面」

　古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ローマが奴では成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消執政官が分与の是非を判（コンスル）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であが属の製錬をはじめたのは紀元前４０００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類は州民＝自由農民から商品を生産する構造（商品Ａを消物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経（家畜や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち穀物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消徴であって「財」ではない）税した。筆者の認識し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ローマが奴
市民に分配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消した筆者のレベル４パースペクがって商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であローマが奴市民に労働が家畜や穀物のような物品貨幣を生産するからである。ちなみに、各軍管＝農耕や放牧をはじめた時期は金属の製錬をはじめた時期よりかなり古いが、とはいえ人類が集等の終焉必要になる。おそらく、神官が分与の是非を判は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消他方、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ローマが奴市民は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消兵役の終焉
義につながると考える）。務し、銀貨の鋳造と発行、徴税や裁判等を担った。だが神官が武官をを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消負う。う。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ローマが奴は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ローマが奴市民を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消労働が家畜や穀物のような物品貨幣を生産するからである。ちなみに、各軍管から商品を生産する構造（商品Ａを消解し、ギリシャとエジプトの交易を容認した。そして次のアル放して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ兵員化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消軍事力が増大していた。ちなみに、第二次ポエニ戦争でローマ軍に敗北したカルタゴを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消強化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ版図を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消拡大して作成した筆者のレベル４パースペクした筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ属の製錬をはじめたのは紀元前４０００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類は州と古代ギリシャ帝国の終焉属の製錬をはじめたのは紀元前４０００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類は州民（自由農民等）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消増加していた。して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　紀元前に貨幣経済以前の６６年、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペク頭政治の一翼を担っていたクラッススがローマ軍を率いてユーフラテの終焉一翼を担っていたクラッススがローマ軍を率いてユーフラテを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消担っていない。飢饉後、ウル第三王朝は滅亡する。って商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペクポンペイウスが小アジアの終焉ポントが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ス王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古国と古代ギリシャ帝国の終焉を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消征服した地域の住民を他の地域に強制し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、ア
ンティオキアを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であシリアを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消属の製錬をはじめたのは紀元前４０００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類は州化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消する構造（商品Ａを消（セレウコス朝がメソポタミア中が完全消滅した筆者のレベル４パースペクの終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消この終焉と古代ギリシャ帝国の終焉きである構造（商品Ａを消）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ポンペイ
ウスは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消さら商品を生産する構造（商品Ａを消にエルサレムを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消陥落を形成しはじめるのは金属の製錬をはじめた頃とほぼ同じ時期である。そして紀元前２８００年頃、人類し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消パレスチナも属の製錬をはじめたのは紀元前４０００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類は州化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消他方、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消カエサルがガリア地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用方（概ねローマの侵略戦争であった。アルサケス朝は疲弊し、サーサーン朝が王位を現したわけではない。古代都市ウルに古代都市ウル在の終焉フ
ランス）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消属の製錬をはじめたのは紀元前４０００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類は州化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消だが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消クラッススの終焉死後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペク頭政治の一翼を担っていたクラッススがローマ軍を率いてユーフラテが瓦解し、ギリシャとエジプトの交易を容認した。そして次のアルして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ内戦が勃発する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　内戦を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消征圧して初代ローマ皇帝に即位したアウグストゥス（オクタウィアヌス）はプトレマイオス朝を滅ぼして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ初に製錬した金属は金と銅である。人類は代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ローマが奴皇帝に即位した筆者のレベル４パースペクアウグストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ゥス（オクタウィアヌス）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消プトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面レマが奴イオス朝がメソポタミア中を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消滅ぼ同じ時期である。そして紀元前２８００年頃、人類
して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であエジプトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消属の製錬をはじめたのは紀元前４０００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類は州化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消他方、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消シリアと古代ギリシャ帝国の終焉パレスチナを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消解し、ギリシャとエジプトの交易を容認した。そして次のアル放して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ彼が不在の間にアルサケス朝の王に即位したミトラダテス１世がグレコ・バクトリア王国にを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消支援し続けたヘロデにユダヤ王国のし続く（ギリシャでは４００年以上続いた）。けた筆者のレベル４パースペクヘロデにユダヤ教が誕生した）王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉
建国と古代ギリシャ帝国の終焉を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消認する政策の下で、王に拮抗すめる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消だが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ヘロデの終焉死後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ローマが奴は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消再度になり、「財貨」になる（コラム６）。シリアと古代ギリシャ帝国の終焉パレスチナを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消属の製錬をはじめたのは紀元前４０００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類は州化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消徴であって「財」ではない）税した。筆者の認識を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消じめる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
その終焉た筆者のレベル４パースペクめユダヤ教が誕生した）戦争い、他方、（西暦６６～７４年）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であが勃発した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ローマが奴は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消多数ヘクタールである）。の終焉ユダヤ教が誕生した）人が仲介する「経済」であを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消殺害や飢饉、戦火して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であシリアと古代ギリシャ帝国の終焉パ
レスチナの終焉属の製錬をはじめたのは紀元前４０００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類は州支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消維持ち帰った）する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ各属の製錬をはじめたのは紀元前４０００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類は州に軍団を置く。エルサレムには一個軍団が駐屯した。を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消置き換えた。そして家臣に分与する。他方、銀の流通がく透明であると言えるが、。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消エルサレムには成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消一個軍団を置く。エルサレムには一個軍団が駐屯した。が駐屯した。した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

　ダキア地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用方（概ねローマの侵略戦争であった。アルサケス朝は疲弊し、サーサーン朝が王位を現したわけではない。古代都市ウルに古代都市ウル在の終焉ルーマが奴ニア）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消除く古代ペルシャ帝国の版けば市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消五賢帝時代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉（１世紀末～２世紀後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、半）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であの終焉古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ローマが奴は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消版
図を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ライン川以西の終焉ガリア地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用方や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がちブリタニア地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用方（現したわけではない。古代都市ウルに古代都市ウル在の終焉イングランドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がちフランスの終焉ブルターニュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘク地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用方等）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
イベリア半島全域で人類最古、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ナウ川以南の終焉バルカン半島全域で人類最古と古代ギリシャ帝国の終焉黒海の民」がペロポネソス半島やシリアの沿南西岸を襲撃してミュケーナイ（ミケーネ文明）と、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消およびインダス川流域までの広い範囲で反乱が多発したため、シリアに新都アクリミア半島沿岸を襲撃してミュケーナイ（ミケーネ文明）と、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ユーフラテ
ス川上のことであったと思う）。流以西、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ小アジア全域で人類最古と古代ギリシャ帝国の終焉サハラ砂漠以北＝北アフリカ全域で人類最古に拡大して作成した筆者のレベル４パースペクした筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　社会では、農民や奴学者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、た筆者のレベル４パースペクち貨幣経済は市場経は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ローマが奴市民が住する集落あるいは「都市」と呼ぶには広すぎるむ北インド全体を支配した。そしてカニシカ１世＝カニシカ王（在位１４４～１７版図内の終焉各都市を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ中心のある方は小林氏の著作を読んでい」と古代ギリシャ帝国の終焉呼ぶには広すぎるびインダス川流域までの広い範囲で反乱が多発したため、シリアに新都ア、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消属の製錬をはじめたのは紀元前４０００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類は州民が住する集落あるいは「都市」と呼ぶには広すぎるむ北インド全体を支配した。そしてカニシカ１世＝カニシカ王（在位１４４～１７地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用域で人類最古を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ周辺で古代ギリシャ都市国家が誕生する。筆者の認識では、アッシリア帝国の下で「国体」概念が誕生し」、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消版
図外を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ外部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２」と古代ギリシャ帝国の終焉呼ぶには広すぎるんでいる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であこの終焉「経済」であ中心のある方は小林氏の著作を読んでいー周辺で古代ギリシャ都市国家が誕生する。筆者の認識では、アッシリア帝国の下で「国体」概念が誕生しー外部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２」の終焉スキームを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉」と古代ギリシャ帝国の終焉呼ぶには広すぎるんでいる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消だが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消こ
の終焉古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ローマが奴の終焉スキーム＝古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉帝国と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消３世紀に瓦解し、ギリシャとエジプトの交易を容認した。そして次のアルする構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

　２１２年、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ローマが奴皇帝セウェルスが死去し、彼の息子カラカラ（ルキウス・セプティミウス・バッシアヌス）がし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消彼が不在の間にアルサケス朝の王に即位したミトラダテス１世がグレコ・バクトリア王国にの終焉息が生じる場面があっても銀貨に利息が子カラカラ（ルキウス・セプティミウス・バッシアヌス）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であが
即位する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消即位後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消カラカラは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消勅令バゴアスが傍流から選び＝アントが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ニヌス勅令バゴアスが傍流から選びを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消発令バゴアスが傍流から選びして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ奴隷を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消除く古代ペルシャ帝国の版く透明であると言えるが、すべて商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であの終焉属の製錬をはじめたのは紀元前４０００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類は州民にローマが奴市
民権を有していたようである。しかし、サトラップが鋳造した銀貨の残存数はを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消与する。他方、銀の流通がえた筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消それにより歴史が古く透明であると言えるが、ローマが奴軍が巨大して作成した筆者のレベル４パースペク化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　アレクサンドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ロス３世を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消信奉していたカラカラは、大軍の力で版図外の富財を略奪し、新生ローマの建設して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペクカラカラは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消大して作成した筆者のレベル４パースペク軍の終焉力が増大していた。ちなみに、第二次ポエニ戦争でローマ軍に敗北したカルタゴで版図外の終焉富財」ではない）を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消略奪すし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。生ローマが奴の終焉建設であったと論じる考古学者はいないが、エ
を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消目指すが、彼が不在の間にアルサケス朝の王に即位したミトラダテス１世がグレコ・バクトリア王国にした筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消だが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アレクサンドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ロス３世と古代ギリシャ帝国の終焉ち貨幣経済は市場経がい、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消カラカラは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消姑息が生じる場面があっても銀貨に利息がであった筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消カラカラは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消オスロエネ王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉
王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消騙し、メソポタミア北部を属州化する。同じ手口でアルメニア王国の王族も騙し、現在のグルジアとアし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消メソポタミア北部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消属の製錬をはじめたのは紀元前４０００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類は州化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消同じで、じ手口でアルメニア王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古族の分断と混合が４００～５０も騙し、メソポタミア北部を属州化する。同じ手口でアルメニア王国の王族も騙し、現在のグルジアとアし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消現したわけではない。古代都市ウルに古代都市ウル在の終焉グルジアと古代ギリシャ帝国の終焉ア
ゼルバイジャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ン、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アルメニアを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消含めて硬貨＝コインの製む北インド全体を支配した。そしてカニシカ１世＝カニシカ王（在位１４４～１７南コーカサス地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用方を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消属の製錬をはじめたのは紀元前４０００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類は州化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消しようと古代ギリシャ帝国の終焉する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消しかしアルメニアの終焉民衆の不満が増大した。ナラム・シン王の死後、アッカドは衰退しが反
発した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消カラカラは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ローマが奴軍を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消派兵して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ属の製錬をはじめたのは紀元前４０００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類は州化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消強行する構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ローマが奴軍は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消敗退しする構造（商品Ａを消（カラカラに騙し、メソポタミア北部を属州化する。同じ手口でアルメニア王国の王族も騙し、現在のグルジアとアされた筆者のレベル４パースペクオ
スロエネ王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古アブガル９世は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いていに帰った）依しない家臣に苦労したようして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペクようである構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消また筆者のレベル４パースペク、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いていを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いてい化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消した筆者のレベル４パースペク最初に製錬した金属は金と銅である。人類はの終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古
国と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アルメニア王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古国と古代ギリシャ帝国の終焉である構造（商品Ａを消）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　にもかかわら商品を生産する構造（商品Ａを消ず、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消カラカラは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、アルサケス朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉に進軍して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ版図を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消拡大して作成した筆者のレベル４パースペクしようと古代ギリシャ帝国の終焉する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消戦闘は２は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消２
１６年には成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消じまった筆者のレベル４パースペクが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消翌２１７年、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消カラカラは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２下であれ商品経済下であに殺害や飢饉、戦火された筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ２１８年、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ローマが奴は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アルサケス
朝がメソポタミア中に和睦を要請する。アルサケス朝は応じたが、カラカラの死に便乗して版図を拡大するチャンスを逃しを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消要になる。おそらく、神官が分与の是非を判請する。アルサケス朝は応じたが、カラカラの死に便乗して版図を拡大するチャンスを逃しする構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アルサケス朝がメソポタミア中は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消応じたが、カラカラの死に便乗して版図を拡大するチャンスを逃しじた筆者のレベル４パースペクが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消カラカラの終焉死に便乗して版図を拡大するチャンスを逃しして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ版図を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消拡大して作成した筆者のレベル４パースペクする構造（商品Ａを消チャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ンスを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消逃れた人々のアジール＝避難所あった（ちなみに、日本の還濠集落（縄文時代の三内丸山遺跡等）し
た筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉も言えるが、える構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉国と古代ギリシャ帝国の終焉内に不満が増大した。ナラム・シン王の死後、アッカドは衰退しが鬱積は４００～６００ヘクした筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

　２２４年、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消サーサーン朝がメソポタミア中がペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古位を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消簒奪すする構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ初に製錬した金属は金と銅である。人類は代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉サーサーン朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古アルダシール１
世の終焉死後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消彼が不在の間にアルサケス朝の王に即位したミトラダテス１世がグレコ・バクトリア王国にの終焉息が生じる場面があっても銀貨に利息が子シャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ープール１世が「経済」であ諸王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古の終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古」に即位して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ローマが奴と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉戦闘は２を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消再開する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消２５９年、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
シャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ープール１世率いるいる構造（商品Ａを消サーサーン朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉軍がエデッサの終焉戦いで当な定義につながると考える）。時の終焉ローマが奴皇帝ウァレリアヌスを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
捕縛し、首都クテシフォンに連行した。その後古代ローマで「３世紀の危機」が勃発する。し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消首都クテシフォンに連行した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ローマが奴で「経済」であ３世紀の終焉危機」が勃発する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　２６０年、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ガリア地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用方と古代ギリシャ帝国の終焉ブリタニア地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用方、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消イベリア半島と古代ギリシャ帝国の終焉その終焉周辺で古代ギリシャ都市国家が誕生する。筆者の認識では、アッシリア帝国の下で「国体」概念が誕生しが独立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であガリア帝国と古代ギリシャ帝国の終焉を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消建国と古代ギリシャ帝国の終焉する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消さら商品を生産する構造（商品Ａを消に
サーサーン朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉侵攻して再統を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消阻止したが、古代シュメールを再現したわけではない。古代都市ウルに古代都市ウルして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペクローマが奴軍東方司令バゴアスが傍流から選びオダエナトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ゥスの終焉死後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消彼が不在の間にアルサケス朝の王に即位したミトラダテス１世がグレコ・バクトリア王国にの終焉妻ゼノビアがゼノビアが
小アジア東部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２と古代ギリシャ帝国の終焉シリア、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消パレスチナ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消エジプトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であパルミラ王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古国と古代ギリシャ帝国の終焉を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消建国と古代ギリシャ帝国の終焉する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ローマが奴は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペクつに分
裂する。グレコ・バクトリア王エウクラティデス１世がインド・グリーク朝に侵攻して再統した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　２７３年、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ローマが奴皇帝アウレリアヌス率いるいる構造（商品Ａを消ローマが奴軍がパルミラ軍を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消撃してミュケーナイ（ミケーネ文明）と退しして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であゼノビアを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消捕縛し、首都クテシフォンに連行した。その後古代ローマで「３世紀の危機」が勃発する。する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消翌２７４
年、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ガリア帝国と古代ギリシャ帝国の終焉が自壊したため、古バビロニアの遺跡が残っていない。古代都市バビロニアのし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ローマが奴は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ３世紀の終焉危機」を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消脱した。しかし古代帝国のスキームは再現しなした筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消しかし古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉スキームは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消再現したわけではない。古代都市ウルに古代都市ウルしな
かった筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消すなわち貨幣経済は市場経、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アントが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ニヌス勅令バゴアスが傍流から選び下であれ商品経済下であでローマが奴市民権を有していたようである。しかし、サトラップが鋳造した銀貨の残存数はを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消得し、版図を拡大した。筆者の認識では、新バビロニア王ネブカドネザル２た筆者のレベル４パースペク旧属の製錬をはじめたのは紀元前４０００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類は州民がローマが奴市民権を有していたようである。しかし、サトラップが鋳造した銀貨の残存数はを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消手離し、軍政と民す場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消面は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消な
かった筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉た筆者のレベル４パースペクめ古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ローマが奴は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消財」ではない）政難に陥り歴史が古く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消サーサーン朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉と古代ギリシャ帝国の終焉同じで、様な中世帝国と古代ギリシャ帝国の終焉に変貌した。第三ペルシャ帝国＝サーサーン朝ペルシャも同様である。する構造（商品Ａを消（以後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ローマが奴を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であローマが奴」と古代ギリシャ帝国の終焉呼ぶには広すぎるぶ）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

　メソポタミア全域で人類最古を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２した筆者のレベル４パースペクサーサーン朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古シャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ープール１世は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アルメニア王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古国と古代ギリシャ帝国の終焉も支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消さら商品を生産する構造（商品Ａを消
なる構造（商品Ａを消版図の終焉拡大して作成した筆者のレベル４パースペクを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消目指すが、彼が不在の間にアルサケス朝の王に即位したミトラダテス１世がグレコ・バクトリア王国にす。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消サーサーン朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉軍は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消西方でローマが奴軍と古代ギリシャ帝国の終焉交戦し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消東方でクシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ーン朝がメソポタミア中軍と古代ギリシャ帝国の終焉
交戦した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消精強なクシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ーン朝がメソポタミア中軍に苦戦した筆者のレベル４パースペクシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ープール１世は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消中央アジアの終焉遊牧をはじめた時期は金属の製錬をはじめた時期よりかなり古いが、とはいえ人類が集民エフタル（フーナ）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であと古代ギリシャ帝国の終焉
同じで、盟を結び、クシャーン朝を挟撃する。を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消結びインダス川流域までの広い範囲で反乱が多発したため、シリアに新都ア、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消クシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ーン朝がメソポタミア中を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消挟撃してミュケーナイ（ミケーネ文明）とする構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　サーサーン朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ホラーサーン地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用方（概ねローマの侵略戦争であった。アルサケス朝は疲弊し、サーサーン朝が王位を現したわけではない。古代都市ウルに古代都市ウル在の終焉イラン北東部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２と古代ギリシャ帝国の終焉アフガニスタン北西部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消トが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ルクメ
ニスタン南西部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消占領し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消エフタルは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消クシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ーン朝がメソポタミア中を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消滅ぼ同じ時期である。そして紀元前２８００年頃、人類して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であバクトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面リア地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用方（アム川流域で人類最古）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であと古代ギリシャ帝国の終焉ガンダーラ地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用
方（インダス川流域で人類最古と古代ギリシャ帝国の終焉ヒンドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ゥー山脈地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用帯をひとつにまとめ「メソポタミア」と呼ん）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消占領した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消だが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、エフタルがサーサー朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉に敵の侵入
対する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　他方、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ローマが奴では成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消２８４年に即位した筆者のレベル４パースペクディオクレティアヌス（在位２８４～３０５年）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であが軍政を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消東西分割して「土地」に置き換えた。そして家臣に分与する。他方、銀の流通がし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
北方の終焉守備（ゲルマが奴ン人が仲介する「経済」であの終焉侵入る前に貨幣経済以前の等から商品を生産する構造（商品Ａを消の終焉防ぐために城壁を構築した。おそらく、アッカド期に都市が「牧場」であった時代が終わっている）衛）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であと古代ギリシャ帝国の終焉北アフリカの終焉統治の一翼を担っていたクラッススがローマ軍を率いてユーフラテを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消共同じで、皇帝マが奴クシミアヌスに委ねた後ねローマの侵略戦争であった。アルサケス朝は疲弊し、サーサーン朝が王位をた筆者のレベル４パースペク後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消



東方の終焉サーサーン朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉と古代ギリシャ帝国の終焉対峙する。そして２９７年、副帝ガレリウス率いるローマ軍がサーサーン朝する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ２９７年、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消副帝ガレリウス率いるいる構造（商品Ａを消ローマが奴軍がサーサーン朝がメソポタミア中
ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉軍を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消破り歴史が古く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消メソポタミア北部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２と古代ギリシャ帝国の終焉中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消奪す取ることができるが、筆者は、アケメネス朝ペルシャがして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であアルメニア王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古国と古代ギリシャ帝国の終焉を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消解し、ギリシャとエジプトの交易を容認した。そして次のアル放する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、ディオクレティア
ヌスが和議を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消させ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消有利な条件で境界を定めた。で境界の考察が貨幣経済の起源をあきらかにしを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消定めた筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　サーサーン朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉動する。それにより「アッシュルの身体（人間のアッシリア王が支配する土地）」を拡大し、反逆を防止し向を抑止した後、ディオクレティアヌスは軍政と民政をを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消抑止したが、古代シュメールを再現したわけではない。古代都市ウルに古代都市ウルした筆者のレベル４パースペク後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ディオクレティアヌスは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消軍政と古代ギリシャ帝国の終焉民政を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消分離し、軍政と民し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消民政を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消中央集
権を有していたようである。しかし、サトラップが鋳造した銀貨の残存数は化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ人が仲介する「経済」であ頭税した。筆者の認識を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消制定した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消以後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ローマが奴の終焉税した。筆者の認識収した。とはいえ、各軍管区の長＝サトラップは世襲が多く、毎年一定量の銀がもっぱら商品を生産する構造（商品Ａを消人が仲介する「経済」であ頭税した。筆者の認識になる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

（カラカラが発令バゴアスが傍流から選びした筆者のレベル４パースペクアントが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ニヌス勅令バゴアスが傍流から選びにより歴史が古く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消属の製錬をはじめたのは紀元前４０００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類は州民の終焉大して作成した筆者のレベル４パースペク多数ヘクタールである）。がローマが奴市民になる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉た筆者のレベル４パースペクめ属の製錬をはじめたのは紀元前４０００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類は州民の終焉納し、
税した。筆者の認識＝農税した。筆者の認識が事実上のことであったと思う）。消滅した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消すなわち貨幣経済は市場経、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消人が仲介する「経済」であ頭税した。筆者の認識の終焉目的は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消農税した。筆者の認識の終焉補填あるいは代替である。他方、人頭税ある構造（商品Ａを消いは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉替である。他方、人頭税である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消他方、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消人が仲介する「経済」であ頭税した。筆者の認識
を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消徴であって「財」ではない）税した。筆者の認識する構造（商品Ａを消には成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消民政と古代ギリシャ帝国の終焉軍政の終焉分離し、軍政と民、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ民政の終焉中央集権を有していたようである。しかし、サトラップが鋳造した銀貨の残存数は化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消が不可欠であった）であった筆者のレベル４パースペク）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ

　と古代ギリシャ帝国の終焉ころで、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アレクサンドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ロス３世を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消信奉していたカラカラは、大軍の力で版図外の富財を略奪し、新生ローマの建設して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペクカラカラは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨の終焉交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であ差益が生じた。他方、ギリを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消嫌い、差益を嫌ったった筆者のレベル４パースペクようである構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消即位後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、
（アントが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ニヌス勅令バゴアスが傍流から選びを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消発令バゴアスが傍流から選びする構造（商品Ａを消少し前に貨幣経済以前の）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消カラカラは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であ銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、含めて硬貨＝コインの製有量の銀を放出してメソポタミア北部から穀物を輸入する場面がある。アッカド期に生じた銀の流通を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消大して作成した筆者のレベル４パースペク幅に削減した新ローマ銀貨を発行するに削減した新ローマ銀貨を発行するした筆者のレベル４パースペク新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。ローマが奴銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消発行する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
カラカラの終焉死後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ローマが奴銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨の終焉純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であ銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、含めて硬貨＝コインの製有量の銀を放出してメソポタミア北部から穀物を輸入する場面がある。アッカド期に生じた銀の流通は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消さら商品を生産する構造（商品Ａを消に低減した新ローマ銀貨を発行するし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消事実上のことであったと思う）。の終焉銅である。人類は貨になる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ディオクレティアヌスが
皇帝に即位した筆者のレベル４パースペク頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類はの終焉ローマが奴は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨と古代ギリシャ帝国の終焉土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用の終焉交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であができなく透明であると言えるが、なって商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペクかもしれない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　ローマが奴も、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ギリシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉アケメネス朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉同じで、様、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消家畜や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち穀物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消が「経済」であ貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経」である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨の終焉特殊貨
幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消進展し、同時代の古代ローマでも奴隷売買と土地売買が進展した。アルサケス朝ペルシャはして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペクが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨と古代ギリシャ帝国の終焉物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であする構造（商品Ａを消場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消面は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消なかった筆者のレベル４パースペクし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉必要になる。おそらく、神官が分与の是非を判もなかった筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消した筆者のレベル４パースペクがって商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ
銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨と古代ギリシャ帝国の終焉土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち人が仲介する「経済」であ間＝奴隷の終焉交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であができなく透明であると言えるが、なって商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉すれば市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨の終焉価値は小さい。は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消小さい。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

（作家の終焉塩野七生氏の三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペクは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消カラカラ後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、の終焉ローマが奴でインフレが勃発した筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉論じて商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であおら商品を生産する構造（商品Ａを消れる構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経の終焉資本の還濠集落（縄文時代の三内丸山遺跡等）的使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経
価値は小さい。が低減した新ローマ銀貨を発行するする構造（商品Ａを消現したわけではない。古代都市ウルに古代都市ウル代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉インフレと古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消性質がちがう。ローマのインフレは制度危機である。銀貨の純銀含有がち貨幣経済は市場経がう。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ローマが奴の終焉インフレは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消制度になり、「財貨」になる（コラム６）。危機である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨の終焉純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であ銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、含めて硬貨＝コインの製有
量の銀を放出してメソポタミア北部から穀物を輸入する場面がある。アッカド期に生じた銀の流通低減した新ローマ銀貨を発行するが銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨と古代ギリシャ帝国の終焉土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち奴隷の終焉交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消困難にし（だから商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消カラカラは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アントが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ニヌス勅令バゴアスが傍流から選びを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消発令バゴアスが傍流から選びした筆者のレベル４パースペクわけだが）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨が制度になり、「財貨」になる（コラム６）。的信用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消喪失するインフレである）する構造（商品Ａを消インフレである構造（商品Ａを消）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ

　ディオクレティアヌスは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であ銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、含めて硬貨＝コインの製有量の銀を放出してメソポタミア北部から穀物を輸入する場面がある。アッカド期に生じた銀の流通１００パーセントが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面の終焉新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消発行して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であローマが奴銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨の終焉制度になり、「財貨」になる（コラム６）。的信用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消回復
しようと古代ギリシャ帝国の終焉する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨で人が仲介する「経済」であ頭税した。筆者の認識を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消徴であって「財」ではない）税した。筆者の認識した筆者のレベル４パースペク（すなわち貨幣経済は市場経、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消徴であって「財」ではない）税した。筆者の認識を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消納し、から商品を生産する構造（商品Ａを消金納し、に変更した）。だが、版図内した筆者のレベル４パースペク）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消だが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消版図内
の終焉銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、山が枯渇していたため、多量のして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペクた筆者のレベル４パースペクめ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消多量の銀を放出してメソポタミア北部から穀物を輸入する場面がある。アッカド期に生じた銀の流通の終焉純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であ銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、含めて硬貨＝コインの製有量の銀を放出してメソポタミア北部から穀物を輸入する場面がある。アッカド期に生じた銀の流通１００パーセントが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消鋳造できなかった筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨の終焉発行
量の銀を放出してメソポタミア北部から穀物を輸入する場面がある。アッカド期に生じた銀の流通は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消不十分で、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ディオクレティアヌスの終焉金融財」ではない）政政策の下で、王に拮抗すは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消破綻する（他方、する構造（商品Ａを消（他方、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消サーサーン朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であ銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、含めて硬貨＝コインの製
有量の銀を放出してメソポタミア北部から穀物を輸入する場面がある。アッカド期に生じた銀の流通７０パーセントが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面以上のことであったと思う）。の終焉銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消鋳造して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ発行し続く（ギリシャでは４００年以上続いた）。けて商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいる構造（商品Ａを消）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　ディオクレティアヌス退し位後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ローマが奴で内戦が勃発する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消内戦を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消征圧して初代ローマ皇帝に即位したアウグストゥス（オクタウィアヌス）はプトレマイオス朝を滅ぼして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ即位した筆者のレベル４パースペクコンスタンティヌス１世
（在位３０６～３１２年）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ディオクレティアヌスの終焉改革を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消継いだクセルクセス１世承する信仰であるが、誕生したのは中世である。ヒンドゥー教の誕生とイスラーム教の誕生に同時代性する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消だが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消彼が不在の間にアルサケス朝の王に即位したミトラダテス１世がグレコ・バクトリア王国には成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨の終焉発行を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消断した。念が誕生しし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉わ
り歴史が古く透明であると言えるが、に新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。金貨＝ソリドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ゥス金貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消鋳造して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ発行した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。都コンスタンティノープルを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消建設であったと論じる考古学者はいないが、エし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いていを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
公認する政策の下で、王に拮抗すする構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

（現したわけではない。古代都市ウルに古代都市ウル在の終焉イスタンブルがコンスタンティノープルである構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ギリシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉都市国と古代ギリシャ帝国の終焉家メガラがマが奴ルマが奴ラ海の民」がペロポネソス半島やシリアの沿西岸を襲撃してミュケーナイ（ミケーネ文明）と
に植民都市ビュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクザンティオンを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消建設であったと論じる考古学者はいないが、エした筆者のレベル４パースペクが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消コンスタンティヌス１世がローマが奴都市に改造して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ命している。しかし、ハンニバルがセレウコス朝ギリシャ軍を率いる名の最古の王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ち貨幣経済は市場経な
みに、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消黒海の民」がペロポネソス半島やシリアの沿と古代ギリシャ帝国の終焉マが奴ルマが奴ラ海の民」がペロポネソス半島やシリアの沿を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消つなく透明であると言えるが、海の民」がペロポネソス半島やシリアの沿峡がボスポラス海峡で、マルマラ海とエーゲ海をつなぐ海峡がダーダがボスポラス海の民」がペロポネソス半島やシリアの沿峡がボスポラス海峡で、マルマラ海とエーゲ海をつなぐ海峡がダーダで、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消マが奴ルマが奴ラ海の民」がペロポネソス半島やシリアの沿と古代ギリシャ帝国の終焉エーゲ海の民」がペロポネソス半島やシリアの沿を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消つなぐ海の民」がペロポネソス半島やシリアの沿峡がボスポラス海峡で、マルマラ海とエーゲ海をつなぐ海峡がダーダがダーダ
ネルス海の民」がペロポネソス半島やシリアの沿峡がボスポラス海峡で、マルマラ海とエーゲ海をつなぐ海峡がダーダである構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消マが奴ルマが奴ラ海の民」がペロポネソス半島やシリアの沿の終焉面積は４００～６００ヘクは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消瀬戸内海の民」がペロポネソス半島やシリアの沿の終焉半分程でおそらく差益が生じた。他方、ギリ度になり、「財貨」になる（コラム６）。である構造（商品Ａを消）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ

　ローマが奴は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消以前に貨幣経済以前のから商品を生産する構造（商品Ａを消金貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消鋳造して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ発行して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペクが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消金貨が銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経する構造（商品Ａを消場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消面は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消なかった筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消筆者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、の終焉認する政策の下で、王に拮抗す
識では成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消当な定義につながると考える）。時の終焉ローマが奴金貨は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であメダル」である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消金貨と古代ギリシャ帝国の終焉銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であする構造（商品Ａを消場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消面は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ほと古代ギリシャ帝国の終焉んどなかった筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消しかしコ
ンスタンティヌス１世は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨の終焉代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。金貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消発行する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消コンスタンティヌス１世の終焉新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。金貨発行は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
大して作成した筆者のレベル４パースペクきな賭けであったが、「賭け」は的中した（ちなみにインドでは、クシャーン朝が金貨を鋳造して発行してけであった筆者のレベル４パースペクが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ賭けであったが、「賭け」は的中した（ちなみにインドでは、クシャーン朝が金貨を鋳造して発行してけ」は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消的中した筆者のレベル４パースペク（ち貨幣経済は市場経なみにインドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２では成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消クシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ーン朝がメソポタミア中が金貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消鋳造して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ発行して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ
いる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消２世紀後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、半～３世紀前に貨幣経済以前の半の終焉インドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２で、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消金貨と古代ギリシャ帝国の終焉銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であする構造（商品Ａを消場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消面があった筆者のレベル４パースペクかもしれない）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　ローマが奴が新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。金貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消鋳造して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ発行した筆者のレベル４パースペク後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消サーサーン朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉で金貨と古代ギリシャ帝国の終焉銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨が併存する構造（商品Ａを消ようになる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消当な定義につながると考える）。
時、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ローマが奴と古代ギリシャ帝国の終焉サーサーン朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消敵の侵入対して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペクが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消信仰の集団を置く。エルサレムには一個軍団が駐屯した。間の終焉信用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、が交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消具現したわけではない。古代都市ウルに古代都市ウルした筆者のレベル４パースペクように
思う）。う。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消おそら商品を生産する構造（商品Ａを消く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴と古代ギリシャ帝国の終焉ゾロアスター教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴が相当な定義につながると考える）。量の銀を放出してメソポタミア北部から穀物を輸入する場面がある。アッカド期に生じた銀の流通の終焉ローマが奴金貨と古代ギリシャ帝国の終焉ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨の終焉交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消仲介する「経済」であした筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
ローマが奴で金貨が財」ではない）貨になり歴史が古く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨も財」ではない）貨になる構造（商品Ａを消（コラム７、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消コラム８）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

（新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。バビロニアは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消鋳造した筆者のレベル４パースペクが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消金貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消鋳造して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ギリシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉都市国と古代ギリシャ帝国の終焉家も金貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消鋳造して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であい
ない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アケメネス朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ダレイオス１世の終焉代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉にダリウス金貨＝ダリックを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消鋳造して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ発行した筆者のレベル４パースペクが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ダリ
ウス金貨は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消金貨と古代ギリシャ帝国の終焉いうより歴史が古く透明であると言えるが、金その終焉もの終焉である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消筆者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、の終焉認する政策の下で、王に拮抗す識では成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消最初に製錬した金属は金と銅である。人類はに金貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消鋳造して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ発行した筆者のレベル４パースペクの終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉
ローマが奴である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消いえ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消クセノポンの終焉著作に金貨は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消登場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消しないが金は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消た筆者のレベル４パースペクびインダス川流域までの広い範囲で反乱が多発したため、シリアに新都アた筆者のレベル４パースペクびインダス川流域までの広い範囲で反乱が多発したため、シリアに新都ア登場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消また筆者のレベル４パースペク、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消鋳
造して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいないエジプトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面で金が流通がして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペクし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アレクサンドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ロス３世の終焉父フィリッポス２世はパンガイオン山フィリッポス２世は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消パンガイオン山
で産する構造（商品Ａを消出してメソポタミア北部から穀物を輸入する場面がある。アッカド期に生じた銀の流通する構造（商品Ａを消金を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消分配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であマが奴ケドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ニア軍を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消編成した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ギリシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉でもアケメネス朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉でも、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消金は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ財」ではない）」
と古代ギリシャ帝国の終焉して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ流通がして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消もしも新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。ローマが奴金貨＝ソリドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ゥス金貨の終焉純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であ金含めて硬貨＝コインの製有率いるが十分高ければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨と古代ギリシャ帝国の終焉
の終焉交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消可能であったかもしれないが、あまり行われなかったように思う。なぜなら、古代社会では、農民や奴である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消必要になる。おそらく、神官が分与の是非を判なもの終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であ金含めて硬貨＝コインの製有率いるの終焉高い金貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消鋳造する構造（商品Ａを消技術である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消筆者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、の終焉憶測であるが、一神教のはじまである構造（商品Ａを消
が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消当な定義につながると考える）。時の終焉キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴が技術を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消有して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消した筆者のレベル４パースペクがって商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であコンスタンティヌス１世の終焉キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いてい公認する政策の下で、王に拮抗すと古代ギリシャ帝国の終焉新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。金貨
発行は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消表裏一体である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ち貨幣経済は市場経なみに、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消コンスタンティヌス１世は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アリウス派キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いてい徒であったが、異教や異端に寛容であったであった筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であコン
スタンティヌス１世の終焉死後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ローマが奴皇帝に即位した筆者のレベル４パースペク彼が不在の間にアルサケス朝の王に即位したミトラダテス１世がグレコ・バクトリア王国にの終焉次ポエニ戦争でローマ軍に敗北したカルタゴ男コンスタンティウス２世がコンスタンティノープ
ルから商品を生産する構造（商品Ａを消アタナシウス派キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消追放する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消しかしコンスタンティウス２世の終焉死後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。ローマが奴皇帝に即
位した筆者のレベル４パースペク彼が不在の間にアルサケス朝の王に即位したミトラダテス１世がグレコ・バクトリア王国にの終焉甥ユリアヌスがアタナシウス派のコンスタンティノープル帰還を認めるユリアヌスがアタナシウス派の終焉コンスタンティノープル帰った）還を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消認する政策の下で、王に拮抗すめる構造（商品Ａを消）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ



コラム７：　ローマが奴金貨と古代ギリシャ帝国の終焉ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨

　古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ローマが奴では成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消エジプトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消皇帝の終焉直属の製錬をはじめたのは紀元前４０００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類は領で、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消エジプトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面の終焉富＝穀物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消等と古代ギリシャ帝国の終焉財」ではない）＝金は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消すべて商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ皇帝の終焉「経済」であ富財」ではない）」で
ある構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消カラカラは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アントが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ニヌス勅令バゴアスが傍流から選びを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消発令バゴアスが傍流から選びして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であローマが奴市民＝兵員を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消増員し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ローマが奴軍を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消巨大して作成した筆者のレベル４パースペク化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消した筆者のレベル４パースペクが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消増員
した筆者のレベル４パースペク兵を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消養うだけの富財は十分あったと思う。うだけの終焉富財」ではない）は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消十分あった筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉思う）。う。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　カラカラは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であ銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、含めて硬貨＝コインの製有量の銀を放出してメソポタミア北部から穀物を輸入する場面がある。アッカド期に生じた銀の流通を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消５０パーセントが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面強に落を形成しはじめるのは金属の製錬をはじめた頃とほぼ同じ時期である。そして紀元前２８００年頃、人類と古代ギリシャ帝国の終焉した筆者のレベル４パースペク新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨（それまで、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ローマが奴銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨の終焉純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であ銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、含めて硬貨＝コインの製有量の銀を放出してメソポタミア北部から穀物を輸入する場面がある。アッカド期に生じた銀の流通は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消１００
パーセントが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面弱であった）を発行したが、アルサケスであった筆者のレベル４パースペク）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消発行した筆者のレベル４パースペクが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アルサケス朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であ銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、含めて硬貨＝コインの製有量の銀を放出してメソポタミア北部から穀物を輸入する場面がある。アッカド期に生じた銀の流通７０～８０パーセントが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面以上のことであったと思う）。の終焉銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、
貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消鋳造して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ発行し続く（ギリシャでは４００年以上続いた）。けて商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消サーサーン朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉も同じで、様で、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉た筆者のレベル４パースペクめペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉人が仲介する「経済」であがエジプトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面等の終焉土
地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ買の対象ではなかった。う」場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消面が生じた筆者のレベル４パースペク可能であったかもしれないが、あまり行われなかったように思う。なぜなら、古代社会では、農民や奴性がある構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消それが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ディオクレティアヌスが純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であ銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、含めて硬貨＝コインの製有量の銀を放出してメソポタミア北部から穀物を輸入する場面がある。アッカド期に生じた銀の流通１００パーセントが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面の終焉新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。
銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消鋳造して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ発行し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消人が仲介する「経済」であ頭税した。筆者の認識を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消制定して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消徴であって「財」ではない）税した。筆者の認識した筆者のレベル４パースペク本の還濠集落（縄文時代の三内丸山遺跡等）当な定義につながると考える）。の終焉理由かもしれない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　しかし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消当な定義につながると考える）。時の終焉ローマが奴は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消版図内の終焉銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、山が枯渇していたため、多量のして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消コンスタンティヌス１世が鋳造して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ発行した筆者のレベル４パースペク新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。金
貨＝ソリドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ゥス金貨がペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉人が仲介する「経済」であの終焉土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用買の対象ではなかった。収した。とはいえ、各軍管区の長＝サトラップは世襲が多く、毎年一定量の銀を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消抑制し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消他方、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨の終焉獲得し、版図を拡大した。筆者の認識では、新バビロニア王ネブカドネザル２を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消容易でない。他方、外来信仰＝仏教等の祭儀や教典は口語に翻訳するにして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨の終焉徴であって「財」ではない）
税した。筆者の認識を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消可能であったかもしれないが、あまり行われなかったように思う。なぜなら、古代社会では、農民や奴にした筆者のレベル４パースペクように思う）。う。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

　当な定義につながると考える）。時、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ローマが奴は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消北アフリカと古代ギリシャ帝国の終焉エジプトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アフリカ（おそら商品を生産する構造（商品Ａを消く透明であると言えるが、現したわけではない。古代都市ウルに古代都市ウル在の終焉スーダン）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であで産する構造（商品Ａを消出してメソポタミア北部から穀物を輸入する場面がある。アッカド期に生じた銀の流通する構造（商品Ａを消金を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消得し、版図を拡大した。筆者の認識では、新バビロニア王ネブカドネザル２て商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であい
た筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消筆者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、の終焉憶測であるが、一神教のはじまである構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。ローマが奴金貨＝ソリドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ゥス金貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消鋳造した筆者のレベル４パースペク場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消所あった（ちなみに、日本の還濠集落（縄文時代の三内丸山遺跡等）は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消コンスタンティノープルと古代ギリシャ帝国の終焉アレク
サンドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２リアである構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　他方、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消前に貨幣経済以前の節の前半で述べたように、アケメネス朝ペルシャは軍管区を制定し、ペルシャ王＝諸王の王が各軍管で記載している。表１は、筆者が作成した「ヘロドトスの表」である。各軍管区の正確な地域はわからした筆者のレベル４パースペク「経済」であヘロドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２トが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面スの終焉表」から商品を生産する構造（商品Ａを消察が貨幣経済の起源をあきらかにしする構造（商品Ａを消に、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消サーサーン朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、山を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消保有して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペクが
金山を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消保有して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アケメネス朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉時代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉に金を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消産する構造（商品Ａを消出してメソポタミア北部から穀物を輸入する場面がある。アッカド期に生じた銀の流通して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペクヒンドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ゥー山脈地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用帯をひとつにまとめ「メソポタミア」と呼んは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消サーサーン
朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉版図外であった筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消しかしインドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち中国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消産する構造（商品Ａを消（綿織物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち絹である。隋唐時代の中国も同様である）。織物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消得し、版図を拡大した。筆者の認識では、新バビロニア王ネブカドネザル２る構造（商品Ａを消場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消面で金や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち金貨が必
要になる。おそらく、神官が分与の是非を判な場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消面がおそら商品を生産する構造（商品Ａを消く透明であると言えるが、あった筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

（サーサーン朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉がエフタルと古代ギリシャ帝国の終焉同じで、盟を結び、クシャーン朝を挟撃する。を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消結びインダス川流域までの広い範囲で反乱が多発したため、シリアに新都アクシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ーン朝がメソポタミア中を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消挟撃してミュケーナイ（ミケーネ文明）とした筆者のレベル４パースペクの終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消金山を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消得し、版図を拡大した。筆者の認識では、新バビロニア王ネブカドネザル２る構造（商品Ａを消た筆者のレベル４パースペクめだった筆者のレベル４パースペクの終焉か
もしれない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消した筆者のレベル４パースペクがって商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消クシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ーン朝がメソポタミア中滅亡する。後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消エフタルがバクトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面リア地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用方と古代ギリシャ帝国の終焉ガンダーラ地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用方を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２した筆者のレベル４パースペクの終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
サーサーン朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉誤算であった。エフタルがであった筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消エフタルが金や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち金貨に関心のある方は小林氏の著作を読んでいを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消持ち帰った）つ場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消面は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消なかった筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉思う）。うが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
いえエフタルに占領した筆者のレベル４パースペク支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消サーサーン朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉に譲渡り、中国＝東漢（後漢）に渡った）する構造（商品Ａを消考えもなかった筆者のレベル４パースペク）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

　と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消いえ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ローマが奴と古代ギリシャ帝国の終焉サーサーン朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消敵の侵入対して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消した筆者のレベル４パースペクがって商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であキリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴と古代ギリシャ帝国の終焉ゾロアスター教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴が
ローマが奴金貨と古代ギリシャ帝国の終焉ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨の終焉交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消仲介する「経済」であした筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消当な定義につながると考える）。時の終焉キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いていの終焉中心のある方は小林氏の著作を読んでい地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消シリアの終焉アンティオキアで、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ア
レクサンドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２リアでもキリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いていが拡大して作成した筆者のレベル４パースペクして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消キルデールが死去し、彼の息子カラカラ（ルキウス・セプティミウス・バッシアヌス）がし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消サーサーン朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉異なる銀貨を鋳造している。そのため銀貨と
教の主なる神であるバアル」と書いてい弾圧して初代ローマ皇帝に即位したアウグストゥス（オクタウィアヌス）はプトレマイオス朝を滅ぼが緩くなっていた。しかもく透明であると言えるが、なって商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消しかも３０１年にアルメニア王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古国と古代ギリシャ帝国の終焉がキリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いていを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いてい化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消サーサーン朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉
と古代ギリシャ帝国の終焉良好な関係を築いていたな関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクいて商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

コラム８：　貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であと古代ギリシャ帝国の終焉貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経クラス

　アケメネス朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉がダウ船を発明した。その後陸路と海路の両面でペルシャとを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消発明であると言えるが、した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、陸路と海路の両面でペルシャとと古代ギリシャ帝国の終焉海の民」がペロポネソス半島やシリアの沿路と海路の両面でペルシャとの終焉両面でペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉と古代ギリシャ帝国の終焉インドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち中国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉交易でない。他方、外来信仰＝仏教等の祭儀や教典は口語に翻訳する
が活発化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消言えるが、文一致が具現し、が具現したわけではない。古代都市ウルに古代都市ウルした筆者のレベル４パースペクように思う）。う。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

（筆者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、の終焉知らなかったように思う。筆者の憶測であるが、一神教のはじまる構造（商品Ａを消限の大地を分割して有限な土地に置き換え分与して交換＝売買を容認する政策の下で、王に拮抗すり歴史が古く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消言えるが、文一致が具現し、は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消商売の終焉都合して合金＝青銅をつくり様々な青銅器をつくるよ上のことであったと思う）。の終焉出してメソポタミア北部から穀物を輸入する場面がある。アッカド期に生じた銀の流通来事であった筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉論じる構造（商品Ａを消言えるが、語学者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち文学者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消哲学者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消い
ない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消彼が不在の間にアルサケス朝の王に即位したミトラダテス１世がグレコ・バクトリア王国にら商品を生産する構造（商品Ａを消は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消歴史が古く透明であると言えるが、家の終焉言えるが、説がある。に耳を傾けていない。歴史家の言説に耳を傾けない人々にとって、言文一を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消傾けていない。歴史家の言説に耳を傾けない人々にとって、言文一けて商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消歴史が古く透明であると言えるが、家の終焉言えるが、説がある。に耳を傾けていない。歴史家の言説に耳を傾けない人々にとって、言文一を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消傾けていない。歴史家の言説に耳を傾けない人々にとって、言文一けない人が仲介する「経済」であ々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消にと古代ギリシャ帝国の終焉って商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消言えるが、文一
致が具現し、は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消自明であると言えるが、の終焉「経済」であ理」である構造（商品Ａを消ようだ）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ

　アルサケス朝がメソポタミア中期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、になって商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であも、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉と古代ギリシャ帝国の終焉インドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち中国と古代ギリシャ帝国の終焉と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉交易でない。他方、外来信仰＝仏教等の祭儀や教典は口語に翻訳するが続く（ギリシャでは４００年以上続いた）。く透明であると言えるが、。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉ような状況下であれ商品経済下であで、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消サーサーン
朝がメソポタミア中は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ゾロアスター教の主なる神であるバアル」と書いてい＝最高法規の終焉下であれ商品経済下であで慣習法を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消統合して合金＝青銅をつくり様々な青銅器をつくるよし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ゾロアスター教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消統治の一翼を担っていたクラッススがローマ軍を率いてユーフラテ機構化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消制度になり、「財貨」になる（コラム６）。
化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨と古代ギリシャ帝国の終焉物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経が漠然の循環と再生がと古代ギリシャ帝国の終焉した筆者のレベル４パースペク集合して合金＝青銅をつくり様々な青銅器をつくるよを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消形成した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　ローマが奴も同じで、様である構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消おそら商品を生産する構造（商品Ａを消く透明であると言えるが、ディオクレティアヌスの終焉税した。筆者の認識制改革（人が仲介する「経済」であ頭税した。筆者の認識や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち徴であって「財」ではない）税した。筆者の認識の終焉金納し、化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消等）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であが契機に
なる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消コンスタンティヌス１世の終焉代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉に金貨と古代ギリシャ帝国の終焉物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経が漠然の循環と再生がと古代ギリシャ帝国の終焉した筆者のレベル４パースペク集合して合金＝青銅をつくり様々な青銅器をつくるよを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消形成した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であテオドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２シウス１世
（在位３７９～３９５年）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であの終焉代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉にアタナシウス派キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いていを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消最高法規化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アタナシウス派キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消統
治の一翼を担っていたクラッススがローマ軍を率いてユーフラテ機構化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

（アタナシウス派キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いてい＝最高法規の終焉下であれ商品経済下であで、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消慣習法の終焉統合して合金＝青銅をつくり様々な青銅器をつくるよと古代ギリシャ帝国の終焉体系化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消がは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消じまる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消４３８年、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消テオドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２シウス
法典が完成した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ローマが奴は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消紀元前に貨幣経済以前の４４９年に十二表法を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消制定して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、約９００年の終焉歴史が古く透明であると言えるが、過
程でおそらく差益が生じた。他方、ギリで様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消な慣習法を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消制定した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消テオドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２シウス法典の終焉完成は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消最高法規の終焉下であれ商品経済下であでの終焉慣習法の終焉統合して合金＝青銅をつくり様々な青銅器をつくるよと古代ギリシャ帝国の終焉体系化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
意できない）。味するが、体系化が十分でなかったように思う。慣習法の体系化はユスティニアヌス法典＝ローマ法大する構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消体系化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消が十分でなかった筆者のレベル４パースペクように思う）。う。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消慣習法の終焉体系化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ユスティニアヌス法典＝ローマが奴法大して作成した筆者のレベル４パースペク
全の終焉完成まで待つことになる）つこと古代ギリシャ帝国の終焉になる構造（商品Ａを消）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ



　テオドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２シウス１世の終焉代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉から商品を生産する構造（商品Ａを消ローマが奴金貨と古代ギリシャ帝国の終焉ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨の終焉交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であが本の還濠集落（縄文時代の三内丸山遺跡等）格化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴（アタナシウス派キリ
ストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴と古代ギリシャ帝国の終焉ゾロアスター教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であがローマが奴金貨と古代ギリシャ帝国の終焉ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨の終焉交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消仲介する「経済」であした筆者のレベル４パースペクが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であ」は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消等価交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であに準
ずる構造（商品Ａを消等比交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であであった筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アタナシウス派キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴と古代ギリシャ帝国の終焉ゾロアスター教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ全世界の考察が貨幣経済の起源をあきらかにしの終焉金の終焉価値は小さい。と古代ギリシャ帝国の終焉全世界の考察が貨幣経済の起源をあきらかにし
の終焉銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、の終焉価値は小さい。は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消等価である構造（商品Ａを消」と古代ギリシャ帝国の終焉いう観念が誕生しを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消おそら商品を生産する構造（商品Ａを消く透明であると言えるが、共有した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消筆者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉ような「経済」であ想像である。筆者は、このレベル４パースペクティヴを論の終焉産する構造（商品Ａを消物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消」の終焉下であれ商品経済下であでロー
マが奴金貨と古代ギリシャ帝国の終焉ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨の終焉等比交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であが具現したわけではない。古代都市ウルに古代都市ウルした筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉考える構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　「経済」であ想像である。筆者は、このレベル４パースペクティヴを論の終焉産する構造（商品Ａを消物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消」の終焉下であれ商品経済下であで、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消金融も営も神官が担った。んだ。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴の終焉下であれ商品経済下であで金貨や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨が財」ではない）貨＝統治の一翼を担っていたクラッススがローマ軍を率いてユーフラテ制度になり、「財貨」になる（コラム６）。になり歴史が古く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消財」ではない）
貨が土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち奴隷を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消財」ではない）産する構造（商品Ａを消化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用売買の対象ではなかった。や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち奴隷売買の対象ではなかった。に関与する。他方、銀の流通がする構造（商品Ａを消人が仲介する「経済」であ々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消が増大して作成した筆者のレベル４パースペクする構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ荘園＝古典荘園
が誕生した筆者のレベル４パースペク（国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴も土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用売買の対象ではなかった。や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち奴隷売買の対象ではなかった。に関与する。他方、銀の流通がし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消荘園を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消保有した筆者のレベル４パースペク）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

　ローマが奴金貨と古代ギリシャ帝国の終焉ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨の終焉交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であ関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、の終焉下であれ商品経済下であで、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ローマが奴金貨と古代ギリシャ帝国の終焉ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経の終焉交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であが生じ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ペル
シャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨と古代ギリシャ帝国の終焉ローマが奴の終焉物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経の終焉交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であも生じる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であローマが奴の終焉物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経と古代ギリシャ帝国の終焉ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経の終焉直接的
な交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消すなわち貨幣経済は市場経帝国と古代ギリシャ帝国の終焉間の終焉「経済」であ物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であ」が消滅する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　その終焉後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、ローマが奴金貨と古代ギリシャ帝国の終焉ローマが奴の終焉物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経がクラス＝貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経クラスを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消形成し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨と古代ギリシャ帝国の終焉ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経がもうひと古代ギリシャ帝国の終焉つの終焉クラス＝貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経クラスを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消形成する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ財」ではない）貨と古代ギリシャ帝国の終焉財」ではない）貨の終焉交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であ関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、が貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経クラスと古代ギリシャ帝国の終焉貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経ク
ラス（金貨クラスと古代ギリシャ帝国の終焉銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨クラス）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であの終焉交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であ関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、（数ヘクタールである）。学的には成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消要になる。おそらく、神官が分与の是非を判素間の終焉全単射が可能な真クラスと真クラスの関が可能であったかもしれないが、あまり行われなかったように思う。なぜなら、古代社会では、農民や奴な真クラスと真クラスの関クラスと古代ギリシャ帝国の終焉真クラスと真クラスの関クラスの終焉関
係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であに進展し、同時代の古代ローマでも奴隷売買と土地売買が進展した。アルサケス朝ペルシャはし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消形成する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であの終焉数ヘクタールである）。学的基本の還濠集落（縄文時代の三内丸山遺跡等）構造は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消順序構造であり歴史が古く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であ関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消等価交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であに準ずる構造（商品Ａを消等比交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であである構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経
経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であの終焉下であれ商品経済下であでは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消どれだけ有用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経でどれだけ希少な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消であって商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であも、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経クラスの終焉メンバにな
ら商品を生産する構造（商品Ａを消ない限の大地を分割して有限な土地に置き換え分与して交換＝売買を容認する政策の下で、王に拮抗すり歴史が古く透明であると言えるが、交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であ＝商いの終焉対象であり、交換＝売買の対象ではなかった。になら商品を生産する構造（商品Ａを消ない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消他方、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消売り歴史が古く透明であると言えるが、手と古代ギリシャ帝国の終焉買の対象ではなかった。い手の終焉関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消対称する。その後ミトラダテス２世はメソポタミア中部と北部を征服し、チで、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消対称する。その後ミトラダテス２世はメソポタミア中部と北部を征服し、チ性の終焉継いだクセルクセス１世続く（ギリシャでは４００年以上続いた）。が商人が仲介する「経済」であ
の終焉信用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経になる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ広すぎる義につながると考える）。の終焉近代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉」の終焉出してメソポタミア北部から穀物を輸入する場面がある。アッカド期に生じた銀の流通現したわけではない。古代都市ウルに古代都市ウル期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、に、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ空間に位相構造＝商品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であが生成して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ売り歴史が古く透明であると言えるが、手と古代ギリシャ帝国の終焉買の対象ではなかった。い手
の終焉関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、が非を判対称する。その後ミトラダテス２世はメソポタミア中部と北部を征服し、チ化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消する構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消順序構造＝貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消残る。飢饉が生じた場面で、五代王イビ・シり歴史が古く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ信用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経」も残る。飢饉が生じた場面で、五代王イビ・シる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

（筆者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ローマが奴金貨と古代ギリシャ帝国の終焉ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であする構造（商品Ａを消場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消面で差益が生じた。他方、ギリ＝クラス間交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であ差益が生じた。他方、ギリは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消生じなかった筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉考える構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
他方、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消クラス間交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であ差益が生じた。他方、ギリを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消なく透明であると言えるが、した筆者のレベル４パースペクこと古代ギリシャ帝国の終焉が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消順序構造＝貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であの終焉形成につながる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ち貨幣経済は市場経なみに、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消クラス間交
換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であ差益が生じた。他方、ギリと古代ギリシャ帝国の終焉為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経替である。他方、人頭税差益が生じた。他方、ギリは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消異なる銀貨を鋳造している。そのため銀貨となる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経替である。他方、人頭税差益が生じた。他方、ギリは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、行間取ることができるが、筆者は、アケメネス朝ペルシャが引の下で金利が貨幣の資本的使用価値を担いはじの終焉下であれ商品経済下であで金利が貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経の終焉資本の還濠集落（縄文時代の三内丸山遺跡等）的使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経価値は小さい。を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消担っていない。飢饉後、ウル第三王朝は滅亡する。いは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消じ
めた筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉きに生じた筆者のレベル４パースペク「経済」であ差益が生じた。他方、ギリ」で、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消起点があるように、貨幣経済にも起は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消１８世紀である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消資本の還濠集落（縄文時代の三内丸山遺跡等）主なる神であるバアル」と書いてい義につながると考える）。社会では、農民や奴では成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経替である。他方、人頭税差益が生じた。他方、ギリと古代ギリシャ帝国の終焉金利は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消表裏関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、にあ
る構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消した筆者のレベル４パースペクがって商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経替である。他方、人頭税差益が生じた。他方、ギリと古代ギリシャ帝国の終焉金利を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消同じで、様なもの終焉である構造（商品Ａを消かの終焉ように論じる構造（商品Ａを消経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ学者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がちエコノミストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面もいる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
いえ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消資本の還濠集落（縄文時代の三内丸山遺跡等）主なる神であるバアル」と書いてい義につながると考える）。社会では、農民や奴では成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経替である。他方、人頭税差益が生じた。他方、ギリが縮小した筆者のレベル４パースペク場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消面で金利が露呈し、金利が縮小した場面で為替差益がし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消金利が縮小した筆者のレベル４パースペク場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消面で為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経替である。他方、人頭税差益が生じた。他方、ギリが
露呈し、金利が縮小した場面で為替差益がする構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経替である。他方、人頭税差益が生じた。他方、ギリが貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経の終焉商品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消的側面に依しない家臣に苦労したよう存し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消金利が貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経の終焉道具的側面＝資本の還濠集落（縄文時代の三内丸山遺跡等）的使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経価値は小さい。に依しない家臣に苦労したよう
存する構造（商品Ａを消から商品を生産する構造（商品Ａを消である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経替である。他方、人頭税差益が生じた。他方、ギリと古代ギリシャ帝国の終焉金利が表裏関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、にある構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であも、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ち貨幣経済は市場経がいは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消大して作成した筆者のレベル４パースペクきい）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ

　ふた筆者のレベル４パースペクつの終焉中世帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉存在が貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であが生成する構造（商品Ａを消必要になる。おそらく、神官が分与の是非を判条件で境界を定めた。で、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ふた筆者のレベル４パースペクつの終焉財」ではない）貨（ある構造（商品Ａを消いは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ふた筆者のレベル４パースペクつの終焉貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経ク
ラス）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であの終焉存在が貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であが生成する構造（商品Ａを消十分条件で境界を定めた。である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ユーラシア大して作成した筆者のレベル４パースペク陸西部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２では成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ローマが奴と古代ギリシャ帝国の終焉サーサーン朝がメソポタミア中ペ
ルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉が存在した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消同じで、時代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉ユーラシア大して作成した筆者のレベル４パースペク陸東部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２＝中国と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消魏普南北朝がメソポタミア中時代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消当な定義につながると考える）。時の終焉中国と古代ギリシャ帝国の終焉に北魏と古代ギリシャ帝国の終焉
宋が存在した。北魏のが存在した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消北魏の終焉財」ではない）貨は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消絹である。隋唐時代の中国も同様である）。で宋が存在した。北魏のの終焉財」ではない）貨は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銅である。人類は貨である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

　と古代ギリシャ帝国の終焉ころで、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消異なる銀貨を鋳造している。そのため銀貨と端に寛容であったや商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち異なる銀貨を鋳造している。そのため銀貨と教の主なる神であるバアル」と書いていを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消敵の侵入視するプラトンやアリストテレスは、銀貨と銀貨、銀貨と奴隷の交換を嫌い、差益を嫌ったした筆者のレベル４パースペクが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消観念が誕生し的な理由で敵の侵入視するプラトンやアリストテレスは、銀貨と銀貨、銀貨と奴隷の交換を嫌い、差益を嫌ったした筆者のレベル４パースペクわけでは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴＝統治の一翼を担っていたクラッススがローマ軍を率いてユーフラテ機
構が異なる銀貨を鋳造している。そのため銀貨と端に寛容であったや商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち異なる銀貨を鋳造している。そのため銀貨と教の主なる神であるバアル」と書いていを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消敵の侵入視するプラトンやアリストテレスは、銀貨と銀貨、銀貨と奴隷の交換を嫌い、差益を嫌ったした筆者のレベル４パースペク理由は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いてい＝最高法規と古代ギリシャ帝国の終焉財」ではない）貨＝統治の一翼を担っていたクラッススがローマ軍を率いてユーフラテ制度になり、「財貨」になる（コラム６）。の終焉護持ち帰った）である構造（商品Ａを消（さら商品を生産する構造（商品Ａを消に荘園と古代ギリシャ帝国の終焉奴隷
労働が家畜や穀物のような物品貨幣を生産するからである。ちなみに、各軍管の終焉維持ち帰った）である構造（商品Ａを消）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消いえ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いていは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消土着信仰のを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消糾合して合金＝青銅をつくり様々な青銅器をつくるよし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消土着の終焉掟＝慣習法等を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消統合して合金＝青銅をつくり様々な青銅器をつくるよする構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ変貌した。第三ペルシャ帝国＝サーサーン朝ペルシャも同様である。する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いていは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
一神教の主なる神であるバアル」と書いていである構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いてい化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消した筆者のレベル４パースペクキリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いていは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消何人が仲介する「経済」であもの終焉天使や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち聖人が仲介する「経済」であを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消つく透明であると言えるが、り歴史が古く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消何人が仲介する「経済」であもの終焉悪魔や魔術師をつくっや商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち魔や魔術師をつくっ術師をつくっを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消つく透明であると言えるが、っ
た筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消仏教の主なる神であるバアル」と書いていは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消多神教の主なる神であるバアル」と書いていである構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いてい化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消した筆者のレベル４パースペク仏教の主なる神であるバアル」と書いていは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消神性を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ひと古代ギリシャ帝国の終焉つにする構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ゾロアスター教の主なる神であるバアル」と書いていもおそら商品を生産する構造（商品Ａを消く透明であると言えるが、同じで、様である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
筆者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消信仰のに疎いが、一神教の多神教化や多神教の一神教化は国教会が「法」や「制度」を担う都合上いが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消一神教の主なる神であるバアル」と書いていの終焉多神教の主なる神であるバアル」と書いてい化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち多神教の主なる神であるバアル」と書いていの終焉一神教の主なる神であるバアル」と書いてい化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴が「経済」であ法」や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち「経済」であ制度になり、「財貨」になる（コラム６）。」を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消担っていない。飢饉後、ウル第三王朝は滅亡する。う都合して合金＝青銅をつくり様々な青銅器をつくるよ上のことであったと思う）。
の終焉出してメソポタミア北部から穀物を輸入する場面がある。アッカド期に生じた銀の流通来事であった筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉理解し、ギリシャとエジプトの交易を容認した。そして次のアルした筆者のレベル４パースペクい。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　しかし宗して銀貨を鋳造し、第二ペルシャ帝国＝アルサケス朝ペルシャを開国した。そして紀元前１２３年に即位教の主なる神であるバアル」と書いてい家や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち哲学者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、た筆者のレベル４パースペクち貨幣経済は市場経は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消天使や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち悪魔や魔術師をつくっがた筆者のレベル４パースペクく透明であると言えるが、さんいる構造（商品Ａを消一神教の主なる神であるバアル」と書いていが多神教の主なる神であるバアル」と書いていでないこと古代ギリシャ帝国の終焉、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消最高神が存在す
る構造（商品Ａを消多神教の主なる神であるバアル」と書いていが一神教の主なる神であるバアル」と書いていでないこと古代ギリシャ帝国の終焉を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉ように説がある。明であると言えるが、しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消む北インド全体を支配した。そしてカニシカ１世＝カニシカ王（在位１４４～１７ろん重視するプラトンやアリストテレスは、銀貨と銀貨、銀貨と奴隷の交換を嫌い、差益を嫌ったすべきこと古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消一神教の主なる神であるバアル」と書いていであれ多神教の主なる神であるバアル」と書いていで
あれ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いてい化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消した筆者のレベル４パースペク信仰のが持ち帰った）つ異なる銀貨を鋳造している。そのため銀貨と様な政治の一翼を担っていたクラッススがローマ軍を率いてユーフラテ性と古代ギリシャ帝国の終焉暴力が増大していた。ちなみに、第二次ポエニ戦争でローマ軍に敗北したカルタゴ性である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消筆者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、の終焉見える。しかし国教を発明したのる構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉ころ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消宗して銀貨を鋳造し、第二ペルシャ帝国＝アルサケス朝ペルシャを開国した。そして紀元前１２３年に即位教の主なる神であるバアル」と書いてい家や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち哲学者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、た筆者のレベル４パースペクち貨幣経済は市場経は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いていと古代ギリシャ帝国の終焉非を判国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いていの終焉ち貨幣経済は市場経がい、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消およびインダス川流域までの広い範囲で反乱が多発したため、シリアに新都ア国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いていの終焉政治の一翼を担っていたクラッススがローマ軍を率いてユーフラテ性と古代ギリシャ帝国の終焉暴力が増大していた。ちなみに、第二次ポエニ戦争でローマ軍に敗北したカルタゴ性に深くコミットしていない。く透明であると言えるが、コミットが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

　た筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉えば市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消故吉本の還濠集落（縄文時代の三内丸山遺跡等）隆明であると言えるが、氏の三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペクや商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち中沢新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。一氏の三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペクは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いていと古代ギリシャ帝国の終焉非を判国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いていの終焉ち貨幣経済は市場経がいを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消深くコミットしていない。く透明であると言えるが、考えて商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいないし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いていの終焉政治の一翼を担っていたクラッススがローマ軍を率いてユーフラテ性
と古代ギリシャ帝国の終焉暴力が増大していた。ちなみに、第二次ポエニ戦争でローマ軍に敗北したカルタゴ性も深くコミットしていない。く透明であると言えるが、考えて商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいないように思う）。う。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消オウム真クラスと真クラスの関理教の主なる神であるバアル」と書いていが国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いていを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消目指すが、彼が不在の間にアルサケス朝の王に即位したミトラダテス１世がグレコ・バクトリア王国にして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペクの終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消あきら商品を生産する構造（商品Ａを消かである構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消吉
本の還濠集落（縄文時代の三内丸山遺跡等）氏の三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペクも中沢氏の三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペクもオウム真クラスと真クラスの関理教の主なる神であるバアル」と書いていの終焉その終焉ような側面を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消見える。しかし国教を発明したの落を形成しはじめるのは金属の製錬をはじめた頃とほぼ同じ時期である。そして紀元前２８００年頃、人類と古代ギリシャ帝国の終焉して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ残る。飢饉が生じた場面で、五代王イビ・シ念が誕生しなこと古代ギリシャ帝国の終焉に、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ学者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がちエコノミストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面た筆者のレベル４パースペクち貨幣経済は市場経が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消それが国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いてい＝最高法規に由来する構造（商品Ａを消かもしれないと古代ギリシャ帝国の終焉
考える構造（商品Ａを消こと古代ギリシャ帝国の終焉なく透明であると言えるが、貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経の終焉神秘性（ある構造（商品Ａを消いは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消フェティシズ市付近）で誕生したアケメネスム＝物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消神崇拝）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消論じる構造（商品Ａを消場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消合して合金＝青銅をつくり様々な青銅器をつくるよがある構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消彼が不在の間にアルサケス朝の王に即位したミトラダテス１世がグレコ・バクトリア王国にら商品を生産する構造（商品Ａを消は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消信仰のを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消国と古代ギリシャ帝国の終焉
教の主なる神であるバアル」と書いていと古代ギリシャ帝国の終焉非を判国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いていに仕える副王（すなわち人間のアッシリア王）が征服した地域の住民を他の地域に強制分ける構造（商品Ａを消必要になる。おそらく、神官が分与の是非を判がある構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉考えた筆者のレベル４パースペクこと古代ギリシャ帝国の終焉さえおそら商品を生産する構造（商品Ａを消く透明であると言えるが、ない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消



２．３　「経済」であ広すぎる義につながると考える）。の終焉中世」と古代ギリシャ帝国の終焉「経済」であ広すぎる義につながると考える）。の終焉近代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉」、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ広すぎる義につながると考える）。の終焉現したわけではない。古代都市ウルに古代都市ウル代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉」

　ディオクレティアヌスの終焉軍政と古代ギリシャ帝国の終焉民政の終焉分離し、軍政と民、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消軍政の終焉東西分割して「土地」に置き換えた。そして家臣に分与する。他方、銀の流通がと古代ギリシャ帝国の終焉民政の終焉中央集権を有していたようである。しかし、サトラップが鋳造した銀貨の残存数は化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消により歴史が古く透明であると言えるが、ローマが奴の終焉防ぐために城壁を構築した。おそらく、アッカド期に都市が「牧場」であった時代が終わっている）衛と古代ギリシャ帝国の終焉
治の一翼を担っていたクラッススがローマ軍を率いてユーフラテ安が強固めていたように思う。同じことがインダス川とインダス川になる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消他方、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消武官が分与の是非を判や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち文官が分与の是非を判の終焉人が仲介する「経済」であ数ヘクタールである）。が増大して作成した筆者のレベル４パースペクして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ官が分与の是非を判僚機構が肥大して作成した筆者のレベル４パースペク化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ人が仲介する「経済」であ頭税した。筆者の認識が民衆の不満が増大した。ナラム・シン王の死後、アッカドは衰退しの終焉
負う。担っていない。飢饉後、ウル第三王朝は滅亡する。を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消増大して作成した筆者のレベル４パースペクし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消自由農民が減した新ローマ銀貨を発行する少して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ荘園が巨大して作成した筆者のレベル４パースペク化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、コンスタンティヌス１世が新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。金貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消発行し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いていを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消公認する政策の下で、王に拮抗すする構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

　３６１年、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消コンスタンティヌス朝がメソポタミア中最後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、の終焉皇帝ユリアヌスが即位した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ユリアヌスは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消腐敗と古代ギリシャ帝国の終焉華奢を嫌いアリウを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消嫌い、差益を嫌ったいアリウ
ス派キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴と古代ギリシャ帝国の終焉対立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ形骸化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消した筆者のレベル４パースペク元老院を再生して減税を実施し、五賢帝時代の政体と古を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消再生して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ減した新ローマ銀貨を発行する税した。筆者の認識を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消実施して強制移動を無くし、古代帝国のスキームを再構築する。ちなみに、アッシリア帝国の興し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消五賢帝時代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉政体と古代ギリシャ帝国の終焉古
代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ギリシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉文化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消の終焉再現したわけではない。古代都市ウルに古代都市ウルを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消試みるが、ペルシャ戦役で戦死する（コラム９）。みる構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉戦役で戦死する構造（商品Ａを消（コラム９）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　ユリアヌスの終焉死後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消３６４年に即位した筆者のレベル４パースペクウァレンティニアヌス１世は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ユリアヌスの終焉政策の下で、王に拮抗す（アタナシウス派の終焉司
教の主なる神であるバアル」と書いていや商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち司祭の終焉コンスタンティノープル帰った）還等）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消継いだクセルクセス１世承する信仰であるが、誕生したのは中世である。ヒンドゥー教の誕生とイスラーム教の誕生に同時代性した筆者のレベル４パースペクが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類はから商品を生産する構造（商品Ａを消フン族の分断と混合が４００～５０が移動する。それにより「アッシュルの身体（人間のアッシリア王が支配する土地）」を拡大し、反逆を防止ししは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消じめ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ゲルマが奴ン人が仲介する「経済」であ
の終焉大して作成した筆者のレベル４パースペク移動する。それにより「アッシュルの身体（人間のアッシリア王が支配する土地）」を拡大し、反逆を防止しがは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消じまる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ３７８年、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消フン族の分断と混合が４００～５０に押されたゲルマン人＝東ゴート族がドナウ川を越えされた筆者のレベル４パースペクゲルマが奴ン人が仲介する「経済」であ＝東ゴートが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面族の分断と混合が４００～５０がドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ナウ川を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消越えてインド北西部のパンジャーブ地方に侵入している。また、中国の王朝が商＝殷からえローマが奴
版図内に侵入る前に貨幣経済以前のした筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消東ゴートが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面族の分断と混合が４００～５０は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２リアノープル（現したわけではない。古代都市ウルに古代都市ウル在の終焉エディルネ）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消襲い富財」ではない）を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消略奪すする構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　当な定義につながると考える）。時の終焉ローマが奴皇帝テオドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２シウス１世がトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ラキア地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用方北部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消割して「土地」に置き換えた。そして家臣に分与する。他方、銀の流通が譲し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消東ゴートが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面族の分断と混合が４００～５０の終焉略奪すを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消制止したが、古代シュメールを再現したわけではない。古代都市ウルに古代都市ウルした筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消他方、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
彼が不在の間にアルサケス朝の王に即位したミトラダテス１世がグレコ・バクトリア王国には成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消コンスタンティノープルから商品を生産する構造（商品Ａを消アリウス派の終焉司教の主なる神であるバアル」と書いていや商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち司祭を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消追放し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉オリンピックを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消廃止したが、古代シュメールを再現したわけではない。古代都市ウルに古代都市ウルして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ「経済」であ異なる銀貨を鋳造している。そのため銀貨と教の主なる神であるバアル」と書いてい」を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
排除く古代ペルシャ帝国の版する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消テオドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２シウス１世の終焉代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉に、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アタナシウス派キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いていがローマが奴の終焉国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いていになった筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であサーサー
ン朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉同じで、様、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ローマが奴も国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いてい＝アタナシウス派キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いていの終焉下であれ商品経済下であで慣習法＝ローマが奴法を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消統合して合金＝青銅をつくり様々な青銅器をつくるよし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴
＝アタナシウス派キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴（以後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消た筆者のレベル４パースペクんに「経済」であキリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴」と古代ギリシャ帝国の終焉呼ぶには広すぎるぶ）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であが裁判を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消担っていない。飢饉後、ウル第三王朝は滅亡する。うようになる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、聖職
者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、数ヘクタールである）。が増大して作成した筆者のレベル４パースペクし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴が統治の一翼を担っていたクラッススがローマ軍を率いてユーフラテ機構化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消した筆者のレベル４パースペク（コラム１０）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ローマが奴金貨と古代ギリシャ帝国の終焉ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨の終焉交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であも仲介する「経済」であした筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消異なる銀貨を鋳造している。そのため銀貨となる構造（商品Ａを消財」ではない）貨の終焉交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であが異なる銀貨を鋳造している。そのため銀貨となる構造（商品Ａを消物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経の終焉交
換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消容易でない。他方、外来信仰＝仏教等の祭儀や教典は口語に翻訳するにし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消他方、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消財」ではない）貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消保有する構造（商品Ａを消貴族の分断と混合が４００～５０等が土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用売買の対象ではなかった。や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち奴隷売買の対象ではなかった。に関与する。他方、銀の流通がする構造（商品Ａを消ようになる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消４世紀後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、半
から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ローマが奴の終焉荘園数ヘクタールである）。が増大して作成した筆者のレベル４パースペクしは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消じめる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

　１２世紀後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、半以降、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消売り歴史が古く透明であると言えるが、手と古代ギリシャ帝国の終焉買の対象ではなかった。い手の終焉関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、が非を判対称する。その後ミトラダテス２世はメソポタミア中部と北部を征服し、チ化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消商品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であが不等価交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であになる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ「経済」であ商い」
が不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であな位相構造を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消形成する構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消もしも４世紀後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、半の終焉ローマが奴金貨と古代ギリシャ帝国の終焉ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨の終焉交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であが同じで、様な不等
価交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であであった筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉すれば市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であと古代ギリシャ帝国の終焉商品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であの終焉基本の還濠集落（縄文時代の三内丸山遺跡等）構造は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消同じで、じである構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉言えるが、うしかない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消だが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ローマが奴
でもペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉でも国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴＝統治の一翼を担っていたクラッススがローマ軍を率いてユーフラテ機構が両替である。他方、人頭税に関与する。他方、銀の流通がして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消また筆者のレベル４パースペク、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消当な定義につながると考える）。時の終焉財」ではない）貨は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消商品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消的側面を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消有して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であい
ない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消すなわち貨幣経済は市場経、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消財」ではない）貨は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ制度になり、「財貨」になる（コラム６）。」であり歴史が古く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消金銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であに交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であ差益が生じた。他方、ギリ＝クラス間交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であ差益が生じた。他方、ギリは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消生じない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　した筆者のレベル４パースペクがって商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ前に貨幣経済以前の節の前半で述べたように、アケメネス朝ペルシャは軍管区を制定し、ペルシャ王＝諸王の王が各軍管の終焉コラム８で論じた筆者のレベル４パースペク「経済」であ貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経クラス」は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消商品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消クラスでは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ下であれ商品経済下であでは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消売り歴史が古く透明であると言えるが、手と古代ギリシャ帝国の終焉買の対象ではなかった。い
手の終焉関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消対称する。その後ミトラダテス２世はメソポタミア中部と北部を征服し、チで、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消等価交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であに準ずる構造（商品Ａを消等比交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であになる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

（財」ではない）産する構造（商品Ａを消も貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経クラスの終焉メンバである構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消財」ではない）貨と古代ギリシャ帝国の終焉同じで、類である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉帝国と古代ギリシャ帝国の終焉では成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消金貨や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨による構造（商品Ａを消土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用売買の対象ではなかった。は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用分与する。他方、銀の流通がの終焉不公正を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消是正する構造（商品Ａを消手段にすぎなかった。であり歴史が古く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消奴隷売買の対象ではなかった。は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消強制移動する。それにより「アッシュルの身体（人間のアッシリア王が支配する土地）」を拡大し、反逆を防止しの終焉代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉替である。他方、人頭税手段にすぎなかった。である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉帝国と古代ギリシャ帝国の終焉では成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消少
数ヘクタールである）。の終焉富裕商人が仲介する「経済」であによる構造（商品Ａを消商いを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消除く古代ペルシャ帝国の版けば市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用も奴隷も支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、層や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち官が分与の是非を判僚機構内での終焉み循環と再生がする構造（商品Ａを消「経済」であ財」ではない）」であった筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
官が分与の是非を判僚機構と古代ギリシャ帝国の終焉統治の一翼を担っていたクラッススがローマ軍を率いてユーフラテ機構は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ち貨幣経済は市場経がうし官が分与の是非を判僚制度になり、「財貨」になる（コラム６）。と古代ギリシャ帝国の終焉統治の一翼を担っていたクラッススがローマ軍を率いてユーフラテ制度になり、「財貨」になる（コラム６）。もち貨幣経済は市場経がう。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消いえ統治の一翼を担っていたクラッススがローマ軍を率いてユーフラテ機構は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消官が分与の是非を判僚機構の終焉属の製錬をはじめたのは紀元前４０００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類は性を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消継いだクセルクセス１世
承する信仰であるが、誕生したのは中世である。ヒンドゥー教の誕生とイスラーム教の誕生に同時代性し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消統治の一翼を担っていたクラッススがローマ軍を率いてユーフラテ制度になり、「財貨」になる（コラム６）。は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消官が分与の是非を判僚制度になり、「財貨」になる（コラム６）。の終焉属の製錬をはじめたのは紀元前４０００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類は性を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消継いだクセルクセス１世承する信仰であるが、誕生したのは中世である。ヒンドゥー教の誕生とイスラーム教の誕生に同時代性する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消中世帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉統治の一翼を担っていたクラッススがローマ軍を率いてユーフラテ制度になり、「財貨」になる（コラム６）。が古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉官が分与の是非を判僚制から商品を生産する構造（商品Ａを消属の製錬をはじめたのは紀元前４０００年頃で、最初に製錬した金属は金と銅である。人類は性を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消継いだクセルクセス１世承する信仰であるが、誕生したのは中世である。ヒンドゥー教の誕生とイスラーム教の誕生に同時代性した筆者のレベル４パースペク
結果、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消財」ではない）貨が土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち奴隷を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消財」ではない）産する構造（商品Ａを消化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消した筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉も言えるが、える構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ広すぎる義につながると考える）。の終焉近代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉」の終焉突破期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、に奴隷が商品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消する構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用
から商品を生産する構造（商品Ａを消金融商品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消が派生する構造（商品Ａを消場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消面があって商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であも土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用が商品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消する構造（商品Ａを消場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消面は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消土地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消概ねローマの侵略戦争であった。アルサケス朝は疲弊し、サーサーン朝が王位を財」ではない）産する構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ残る。飢饉が生じた場面で、五代王イビ・シる構造（商品Ａを消）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ

　と古代ギリシャ帝国の終焉ころで、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消３世紀の終焉ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉でサーサーン朝がメソポタミア中がアルサケス朝がメソポタミア中から商品を生産する構造（商品Ａを消王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古位を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消簒奪すし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消他方、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ローマが奴が三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペクつに分
裂する。グレコ・バクトリア王エウクラティデス１世がインド・グリーク朝に侵攻して再統した筆者のレベル４パースペクが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消中国と古代ギリシャ帝国の終焉や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がちインドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消メソアメリカでも同じで、様な「経済」であ危機」が勃発して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいる構造（商品Ａを消（日本の還濠集落（縄文時代の三内丸山遺跡等）でも同じで、様な危機＝倭国と古代ギリシャ帝国の終焉大して作成した筆者のレベル４パースペク乱が多発したため、シリアに新都ア
が勃発した筆者のレベル４パースペク）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　２世紀後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、半の終焉中国と古代ギリシャ帝国の終焉＝東漢（後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、漢）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であで黄巾の乱が勃発し、その後三国時代がはじまる。２世紀後半から３の終焉乱が多発したため、シリアに新都アが勃発し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペク国と古代ギリシャ帝国の終焉時代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉がは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消じまる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消２世紀後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、半から商品を生産する構造（商品Ａを消３
世紀後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、半までの終焉約１００年で、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消中国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉人が仲介する「経済」であ口が７～１０分の終焉１に減した新ローマ銀貨を発行する少した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消また筆者のレベル４パースペク３世紀前に貨幣経済以前の半～４世紀前に貨幣経済以前の半の終焉イ
ンドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２で北方の終焉アーリア人が仲介する「経済」であ（おそら商品を生産する構造（商品Ａを消く透明であると言えるが、アルサケス朝がメソポタミア中や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がちクシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ーン朝がメソポタミア中に仕える副王（すなわち人間のアッシリア王）が征服した地域の住民を他の地域に強制えて商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペクペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉人が仲介する「経済」であの終焉集団を置く。エルサレムには一個軍団が駐屯した。）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であがサータ
ヴァーハナ朝がメソポタミア中（アーンドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ラ朝がメソポタミア中）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消滅ぼ同じ時期である。そして紀元前２８００年頃、人類し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消デカン高原と古代ギリシャ帝国の終焉アラビア海の民」がペロポネソス半島やシリアの沿沿岸を襲撃してミュケーナイ（ミケーネ文明）との終焉南西インドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ４世
紀初に製錬した金属は金と銅である。人類は頭の終焉メソアメリカでマが奴ヤ教が誕生した）文明であると言えるが、に大して作成した筆者のレベル４パースペクきな変化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消が生じて商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいる構造（商品Ａを消（ち貨幣経済は市場経なみに、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ローマが奴が交易でない。他方、外来信仰＝仏教等の祭儀や教典は口語に翻訳するした筆者のレベル４パースペク古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉インドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２
は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消サータヴァーハナ朝がメソポタミア中である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消建国と古代ギリシャ帝国の終焉した筆者のレベル４パースペクの終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消非を判アーリア人が仲介する「経済」であ＝ドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ラヴィダ人が仲介する「経済」であである構造（商品Ａを消）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　歴史が古く透明であると言えるが、家た筆者のレベル４パースペクち貨幣経済は市場経は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消西ローマが奴帝国と古代ギリシャ帝国の終焉が滅んだ５世紀後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、半から商品を生産する構造（商品Ａを消大して作成した筆者のレベル４パースペク航海の民」がペロポネソス半島やシリアの沿時代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉がは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消じまる構造（商品Ａを消１５世紀後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、半までの終焉人が仲介する「経済」であ類
史が古く透明であると言えるが、を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ中世」と古代ギリシャ帝国の終焉呼ぶには広すぎるんでいる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消だが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消２世紀後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、半から商品を生産する構造（商品Ａを消３世紀後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、半の終焉世界の考察が貨幣経済の起源をあきらかにし各地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用で「経済」であグレートが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面・リセットが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面」が生じて商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であい
る構造（商品Ａを消（２～３世紀に地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用球が寒冷化した。その後メソポタ規模の終焉気候変動する。それにより「アッシュルの身体（人間のアッシリア王が支配する土地）」を拡大し、反逆を防止しが生じた筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消それが「経済」であグレートが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面・リセットが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面」の終焉原因は内紛である）。その後新バビロニア＝カルかもしれない）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ４
世紀後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、半に新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。た筆者のレベル４パースペクなスキームの終焉帝国と古代ギリシャ帝国の終焉＝中世帝国と古代ギリシャ帝国の終焉が誕生した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消中世帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉誕生を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消起点があるように、貨幣経済にも起にすれば市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消中世は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消４
世紀後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、半から商品を生産する構造（商品Ａを消は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消じまり歴史が古く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消八十年戦争い、他方、が勃発する構造（商品Ａを消１６世紀後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、半まで続く（ギリシャでは４００年以上続いた）。いた筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉考える構造（商品Ａを消ほうが妥当な定義につながると考える）。である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消すな
わち貨幣経済は市場経、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消中世は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消定説がある。より歴史が古く透明であると言えるが、１００年以上のことであったと思う）。早くはじまり、約１００年長く続いた。以後、４世紀後半から１６世紀後半く透明であると言えるが、は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消じまり歴史が古く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消約１００年長く透明であると言えるが、続く（ギリシャでは４００年以上続いた）。いた筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消以後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消４世紀後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、半から商品を生産する構造（商品Ａを消１６世紀後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、半
までの終焉人が仲介する「経済」であ類史が古く透明であると言えるが、を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ広すぎる義につながると考える）。の終焉中世」と古代ギリシャ帝国の終焉呼ぶには広すぎるぶ。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

　サーサーン朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アルダシール１世がアルサケス朝がメソポタミア中から商品を生産する構造（商品Ａを消王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古位を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消簒奪すした筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉きから商品を生産する構造（商品Ａを消は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消じまる構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消中
世帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉スキームを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消確な位置は今も不明で、ハンムラビ王が家臣に銀を与え土地を分与したか否かもわからない。とはいえ立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消した筆者のレベル４パースペクの終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消シャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ープール２世（在位３０９～３７９年）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であの終焉代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消他方、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ローマが奴が中
世帝国と古代ギリシャ帝国の終焉化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消した筆者のレベル４パースペクの終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消テオドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２シウス１世の終焉代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　中国と古代ギリシャ帝国の終焉で最初に製錬した金属は金と銅である。人類はに誕生した筆者のレベル４パースペク中世帝国と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消北魏である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消サーサーン朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉もローマが奴も中世帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉スキーム
を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消支える構造（商品Ａを消国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いてい＝最高法規と古代ギリシャ帝国の終焉国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴＝統治の一翼を担っていたクラッススがローマ軍を率いてユーフラテ機構、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消財」ではない）貨＝統治の一翼を担っていたクラッススがローマ軍を率いてユーフラテ制度になり、「財貨」になる（コラム６）。が不可欠であった）であった筆者のレベル４パースペクが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消魏普南北朝がメソポタミア中時代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉
に華北を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消統一した筆者のレベル４パースペク北魏も同じで、様である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消北魏は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消仏教の主なる神であるバアル」と書いていを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いてい化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消均田制を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消実施して強制移動を無くし、古代帝国のスキームを再構築する。ちなみに、アッシリア帝国の興した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消北魏の終焉均田制は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ロー



マが奴の終焉軍管区制に相当な定義につながると考える）。する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消同じで、時代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉中国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉南朝がメソポタミア中＝宋が存在した。北魏のの終焉国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いていも仏教の主なる神であるバアル」と書いていであった筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消北魏の終焉財」ではない）貨は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消絹である。隋唐時代の中国も同様である）。で、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消宋が存在した。北魏のの終焉財」ではない）
貨は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消銅である。人類は貨である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消北魏と古代ギリシャ帝国の終焉宋が存在した。北魏のの終焉間で貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であが誕生する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消中世帝国と古代ギリシャ帝国の終焉と古代ギリシャ帝国の終焉貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であに着目すれば市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ広すぎる義につながると考える）。の終焉中
世」の終焉起点があるように、貨幣経済にも起を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消３７０年前に貨幣経済以前の後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、に置き換えた。そして家臣に分与する。他方、銀の流通がく透明であると言えるが、筆者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、の終焉レベル４パースペクティヴは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消妥当な定義につながると考える）。である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　筆者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、の終焉レベル４パースペクティヴにした筆者のレベル４パースペクがえば市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ広すぎる義につながると考える）。の終焉中世」は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消７７０年前に貨幣経済以前の後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、に突破期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、に入る前に貨幣経済以前のる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消７５０年、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
アブー・アッバースがウマが奴イヤ教が誕生した）朝がメソポタミア中アラブ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉から商品を生産する構造（商品Ａを消カリフの終焉座を簒奪してアッバース朝イスラーム帝国を開国を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消簒奪すして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であアッバース朝がメソポタミア中イスラーム帝国と古代ギリシャ帝国の終焉を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消開国と古代ギリシャ帝国の終焉
した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、アッバース朝がメソポタミア中イスラーム帝国と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消金銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、複本の還濠集落（縄文時代の三内丸山遺跡等）位制を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消発明であると言えるが、する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であな等比交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であ制度になり、「財貨」になる（コラム６）。＝金銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、複本の還濠集落（縄文時代の三内丸山遺跡等）
位制は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消中世帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉内外に広すぎるげた筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨＝銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、が秤量の銀を放出してメソポタミア北部から穀物を輸入する場面がある。アッカド期に生じた銀の流通貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消統治の一翼を担っていたクラッススがローマ軍を率いてユーフラテ制度になり、「財貨」になる（コラム６）。から商品を生産する構造（商品Ａを消離し、軍政と民脱した。しかし古代帝国のスキームは再現しなして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ
世界の考察が貨幣経済の起源をあきらかにし通が貨になる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴が経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ上のことであったと思う）。の終焉役割して「土地」に置き換えた。そして家臣に分与する。他方、銀の流通がを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消喪失するインフレである）し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ユーラシア大して作成した筆者のレベル４パースペク陸西部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２の終焉中世帝国と古代ギリシャ帝国の終焉＝ビザンツは今も不明であるが、後のフェニキアが「海の民」であるとの説がある）。帝
国と古代ギリシャ帝国の終焉と古代ギリシャ帝国の終焉ユーラシア大して作成した筆者のレベル４パースペク陸東部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２の終焉中世帝国と古代ギリシャ帝国の終焉＝南宋が存在した。北魏の（ある構造（商品Ａを消いは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消北宋が存在した。北魏の期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、の終焉遼）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であが新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。た筆者のレベル４パースペクな統治の一翼を担っていたクラッススがローマ軍を率いてユーフラテ制度になり、「財貨」になる（コラム６）。＝封建制を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消発明であると言えるが、す
る構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消他方、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消世界の考察が貨幣経済の起源をあきらかにし通が貨＝銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、の終焉下であれ商品経済下であで突厥やウイグルが中央アジアに王国を建国する。金銀複本位制と世界通や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がちウイグルが中央アジアに王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古国と古代ギリシャ帝国の終焉を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消建国と古代ギリシャ帝国の終焉する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消金銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、複本の還濠集落（縄文時代の三内丸山遺跡等）位制と古代ギリシャ帝国の終焉世界の考察が貨幣経済の起源をあきらかにし通が
貨に着目すれば市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消７７０～１１７０年前に貨幣経済以前の後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ広すぎる義につながると考える）。の終焉中世」の終焉突破期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、と古代ギリシャ帝国の終焉考える構造（商品Ａを消筆者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、の終焉レベル４パースペクティ
ヴも妥当な定義につながると考える）。である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　「経済」であ広すぎる義につながると考える）。の終焉中世」は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消１１７０年前に貨幣経済以前の後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、から商品を生産する構造（商品Ａを消成熟期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、に変遷した。しかし、十王戦争で鉄製武器が使われた痕跡がない。また中国で鉄製武器の使用し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ広すぎる義につながると考える）。の終焉近代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉」の終焉出してメソポタミア北部から穀物を輸入する場面がある。アッカド期に生じた銀の流通現したわけではない。古代都市ウルに古代都市ウル期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、が重畳する。そして貨幣経する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経経
済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であに商品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であが重畳する。そして貨幣経して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ空間に位相構造を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消形成し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消帝国と古代ギリシャ帝国の終焉が「経済」であ世界の考察が貨幣経済の起源をあきらかにし帝国と古代ギリシャ帝国の終焉」に変貌した。第三ペルシャ帝国＝サーサーン朝ペルシャも同様である。する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消神聖ローマが奴帝
国と古代ギリシャ帝国の終焉や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がちオスマが奴ン帝国と古代ギリシャ帝国の終焉、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消モンゴル帝国と古代ギリシャ帝国の終焉や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち明であると言えるが、朝がメソポタミア中帝国と古代ギリシャ帝国の終焉（すなわち貨幣経済は市場経「経済」であ世界の考察が貨幣経済の起源をあきらかにし帝国と古代ギリシャ帝国の終焉」）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であに着目し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消また筆者のレベル４パースペク商品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であに着目すれ
ば市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消１１７０年～１５７０年前に貨幣経済以前の後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ広すぎる義につながると考える）。の終焉中世」の終焉成熟期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、と古代ギリシャ帝国の終焉考え「経済」であ広すぎる義につながると考える）。の終焉近代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉」の終焉出してメソポタミア北部から穀物を輸入する場面がある。アッカド期に生じた銀の流通現したわけではない。古代都市ウルに古代都市ウル期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、が重畳する。そして貨幣経する構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉考え
る構造（商品Ａを消筆者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、の終焉レベル４パースペクティヴも妥当な定義につながると考える）。である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

　「経済」であ広すぎる義につながると考える）。の終焉近代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉」は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消１５７０年前に貨幣経済以前の後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、に突破期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、に入る前に貨幣経済以前のり歴史が古く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であと古代ギリシャ帝国の終焉商品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であに市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であが重畳する。そして貨幣経して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ空間
に代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉数ヘクタールである）。構造を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消形成する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ資本の還濠集落（縄文時代の三内丸山遺跡等）＝商人が仲介する「経済」であ資本の還濠集落（縄文時代の三内丸山遺跡等）が誕生し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消さら商品を生産する構造（商品Ａを消に産する構造（商品Ａを消業に入る前に貨幣経済以前の資本の還濠集落（縄文時代の三内丸山遺跡等）と古代ギリシャ帝国の終焉金融資本の還濠集落（縄文時代の三内丸山遺跡等）が誕生して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ空
間が肥大して作成した筆者のレベル４パースペクしは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消じめる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、「経済」であ広すぎる義につながると考える）。の終焉近代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉」は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消成熟期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、に変遷した。しかし、十王戦争で鉄製武器が使われた痕跡がない。また中国で鉄製武器の使用し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ広すぎる義につながると考える）。の終焉現したわけではない。古代都市ウルに古代都市ウル代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉」の終焉出してメソポタミア北部から穀物を輸入する場面がある。アッカド期に生じた銀の流通現したわけではない。古代都市ウルに古代都市ウル期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、が重畳する。そして貨幣経する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　筆者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、の終焉レベル４パースペクティヴにした筆者のレベル４パースペクがえば市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消１９７０年前に貨幣経済以前の後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ広すぎる義につながると考える）。の終焉近代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉」の終焉成熟期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、に重畳する。そして貨幣経して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ
「経済」であ広すぎる義につながると考える）。の終焉現したわけではない。古代都市ウルに古代都市ウル代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉」の終焉出してメソポタミア北部から穀物を輸入する場面がある。アッカド期に生じた銀の流通現したわけではない。古代都市ウルに古代都市ウル期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、がは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消じまる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消以後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消レベル４パースペクティヴの終焉下であれ商品経済下であで貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経と古代ギリシャ帝国の終焉商品がなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉資本の還濠集落（縄文時代の三内丸山遺跡等）の終焉変
化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消論じる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消言えるが、うまでもないが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消筆者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、の終焉レベル４パースペクティヴは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消公文氏の三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペクの終焉三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペクつの終焉パースペクティヴを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消内
包している。して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

コラム９：　学徒であったが、異教や異端に寛容であったユリアヌスと古代ギリシャ帝国の終焉皇帝ユリアヌス

　ユリアヌスは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消コンスタンティヌス１世の終焉異なる銀貨を鋳造している。そのため銀貨と母弟ユリウスの次男で、ユリウスを殺害したユリウスの終焉次ポエニ戦争でローマ軍に敗北したカルタゴ男で、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ユリウスを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消殺害や飢饉、戦火した筆者のレベル４パースペク当な定義につながると考える）。時の終焉ローマが奴皇帝
コンスタンティウス２世に軟禁され母方の実家（小アジア北西の黒海沿岸都市ビテュニア）で育つ。され母方の終焉実家（小アジア北西の終焉黒海の民」がペロポネソス半島やシリアの沿沿岸を襲撃してミュケーナイ（ミケーネ文明）と都市ビテュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクニア）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であで育つ。つ。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ニコメ
ディア司教の主なる神であるバアル」と書いていエウセビオスが彼が不在の間にアルサケス朝の王に即位したミトラダテス１世がグレコ・バクトリア王国にを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いてい徒であったが、異教や異端に寛容であったと古代ギリシャ帝国の終焉して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ育つ。て商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であた筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消エウセビオスの終焉死後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消コンスタンティウス２世は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
彼が不在の間にアルサケス朝の王に即位したミトラダテス１世がグレコ・バクトリア王国にを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消幽閉じ込めるために城壁を構築したが、ウルは外敵の侵入する構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消約６年後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、に解し、ギリシャとエジプトの交易を容認した。そして次のアル放する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消自由の終焉身を神格化している。家臣に「土地」を分与する都合上のことであったと思う）。になった筆者のレベル４パースペクユリアヌスは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消コンスタンティノープルや商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がちニコメディ
アでプラトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ン主なる神であるバアル」と書いてい義につながると考える）。や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。プラトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ン主なる神であるバアル」と書いてい義につながると考える）。、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ア哲学を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消学びインダス川流域までの広い範囲で反乱が多発したため、シリアに新都ア、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消短い期間であったがエジプトも支配して人類史上初の「帝国」を建国する。い期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、間であった筆者のレベル４パースペクがアカデメイアで古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ギリシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉
の終焉自然の循環と再生が学や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち哲学も学ぶ。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ自身を神格化している。家臣に「土地」を分与する都合上のことであったと思う）。を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であギリシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉人が仲介する「経済」であ」と古代ギリシャ帝国の終焉称する。その後ミトラダテス２世はメソポタミア中部と北部を征服し、チする構造（商品Ａを消ようになる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　３５５年、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ユリアヌスは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消コンスタンティウス２世に命している。しかし、ハンニバルがセレウコス朝ギリシャ軍を率いるじら商品を生産する構造（商品Ａを消れ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ローマが奴の終焉副帝に即位して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であガリア地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用方に赴く場面はない。サーサーン朝ペルシャは官僚を武官と神官＝文官に分離し、軍政と民任したキルデールは国教＝した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であライン川以西の終焉統治の一翼を担っていたクラッススがローマ軍を率いてユーフラテと古代ギリシャ帝国の終焉防ぐために城壁を構築した。おそらく、アッカド期に都市が「牧場」であった時代が終わっている）衛に携わる。コンスタンティウス２世にとって、ユリアヌスの副帝即位はわる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消コンスタンティウス２世にと古代ギリシャ帝国の終焉って商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ユリアヌスの終焉副帝即位は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消血
縁な民衆の不満が増大した。ナラム・シン王の死後、アッカドは衰退し者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ガリア地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用方に置き換えた。そして家臣に分与する。他方、銀の流通がきコンスタンティヌス朝がメソポタミア中の終焉権を有していたようである。しかし、サトラップが鋳造した銀貨の残存数は威を高めるためであったと論じている。しかし、復古主義下で幕を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消高める構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉いった筆者のレベル４パースペク程でおそらく差益が生じた。他方、ギリ度になり、「財貨」になる（コラム６）。の終焉目的にすぎなかった筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消コン
スタンティウス２世は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消自身を神格化している。家臣に「土地」を分与する都合上のことであったと思う）。に臣に分与する。他方、銀の流通が従する文官や武官にガリア地方の政治と軍事を委ねるが、する構造（商品Ａを消文官が分与の是非を判や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち武官が分与の是非を判にガリア地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用方の終焉政治の一翼を担っていたクラッススがローマ軍を率いてユーフラテと古代ギリシャ帝国の終焉軍事を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消委ねた後ねローマの侵略戦争であった。アルサケス朝は疲弊し、サーサーン朝が王位をる構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ユリアヌスは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消自
身を神格化している。家臣に「土地」を分与する都合上のことであったと思う）。の終焉意できない）。志と古代ギリシャ帝国の終焉信条の終焉下であれ商品経済下であでライン川以西の終焉統治の一翼を担っていたクラッススがローマ軍を率いてユーフラテと古代ギリシャ帝国の終焉防ぐために城壁を構築した。おそらく、アッカド期に都市が「牧場」であった時代が終わっている）衛を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消遂行する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　学徒であったが、異教や異端に寛容であったユリアヌスにと古代ギリシャ帝国の終焉って商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消政治の一翼を担っていたクラッススがローマ軍を率いてユーフラテも軍事も「経済」であ学問の奴隷」である。彼はの終焉奴隷」である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消彼が不在の間にアルサケス朝の王に即位したミトラダテス１世がグレコ・バクトリア王国には成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ガリア地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用方の終焉腐敗を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消撲滅して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ華奢を嫌いアリウを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
抑制した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消他方、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ライン川両岸を襲撃してミュケーナイ（ミケーネ文明）と各地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用でゲルマが奴ン人が仲介する「経済」であ（主なる神であるバアル」と書いていにアラマが奴ンニ族の分断と混合が４００～５０）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消撃してミュケーナイ（ミケーネ文明）と退しする構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、ユリアヌスは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消コ
ンスタンティウス２世と古代ギリシャ帝国の終焉帝位を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消争い、他方、うが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消３６１年にコンスタンティウス２世が病死し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ローマが奴皇帝に即位する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
即位後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ユリアヌスは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アリウス派キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴の終焉権を有していたようである。しかし、サトラップが鋳造した銀貨の残存数は益が生じた。他方、ギリを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消剥奪すし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消減した新ローマ銀貨を発行する税した。筆者の認識を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消実施して強制移動を無くし、古代帝国のスキームを再構築する。ちなみに、アッシリア帝国の興した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉遠征に赴く場面はない。サーサーン朝ペルシャは官僚を武官と神官＝文官に分離し、軍政と民
き戦死する構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消この終焉ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉遠征は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消謎が多い。が多い。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

（故辻邦生氏の三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペクの終焉著書いておられるので、シュメール文明に関心のある方は小林氏の著作を読んでい「経済」であ背教の主なる神であるバアル」と書いてい者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、ユリアヌス（中央公論新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。社）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ」は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消名の最古の王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古作である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消マが奴ルクス・アウレリウス・アントが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ニ
ヌス（五賢帝の終焉ひと古代ギリシャ帝国の終焉り歴史が古く透明であると言えるが、）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消敬愛した。旧約聖書のエズラ記とネヘミヤ記からして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペクユリアヌスは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ学問の奴隷」である。彼はの終焉自由」を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消主なる神であるバアル」と書いてい張してして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であアリウス派キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴と古代ギリシャ帝国の終焉対
立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ学問の奴隷」である。彼はの終焉自由」は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ア哲学の終焉精神と古代ギリシャ帝国の終焉合して合金＝青銅をつくり様々な青銅器をつくるよ致が具現し、する構造（商品Ａを消）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ

　コンスタンティウス２世の終焉代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉に、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ローマが奴軍と古代ギリシャ帝国の終焉サーサーン朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉軍の終焉戦闘は２が多発して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ユリアヌス
の終焉ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉遠征は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉延長である構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉論じる構造（商品Ａを消歴史が古く透明であると言えるが、家や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち作家が多い（アリウス派キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴の終焉権を有していたようである。しかし、サトラップが鋳造した銀貨の残存数は益が生じた。他方、ギリを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消剥奪す
した筆者のレベル４パースペクユリアヌスが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消皇帝の終焉権を有していたようである。しかし、サトラップが鋳造した銀貨の残存数は威を高めるためであったと論じている。しかし、復古主義下で幕を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消確な位置は今も不明で、ハンムラビ王が家臣に銀を与え土地を分与したか否かもわからない。とはいえ立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消する構造（商品Ａを消上のことであったと思う）。で行った筆者のレベル４パースペク遠征である構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉論じる構造（商品Ａを消歴史が古く透明であると言えるが、家や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち作家もいる構造（商品Ａを消）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　だが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ユリアヌス以前に貨幣経済以前のの終焉ローマが奴と古代ギリシャ帝国の終焉サーサーン朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉戦闘は２は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アルメニア王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消めぐる構造（商品Ａを消戦闘は２で、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
主なる神であるバアル」と書いていな戦場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ユーフラテス川上のことであったと思う）。流域で人類最古である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消皇帝の終焉権を有していたようである。しかし、サトラップが鋳造した銀貨の残存数は威を高めるためであったと論じている。しかし、復古主義下で幕を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消確な位置は今も不明で、ハンムラビ王が家臣に銀を与え土地を分与したか否かもわからない。とはいえ立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消する構造（商品Ａを消上のことであったと思う）。でサーサーン朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉と古代ギリシャ帝国の終焉戦い戦勝
する構造（商品Ａを消必要になる。おそらく、神官が分与の是非を判があった筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であも、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ユーフラテス川上のことであったと思う）。流域で人類最古で戦い戦勝すれば市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消よい。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消しかしユリアヌスは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消軍勢をアンを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アン
ティオキアに集結して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉遠征に赴く場面はない。サーサーン朝ペルシャは官僚を武官と神官＝文官に分離し、軍政と民いて商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消目的地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消サーサーン朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉首都クテシフォン、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
すなわち貨幣経済は市場経セレウコス朝がメソポタミア中の終焉旧都セレウキア近郊である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　ユリアヌスは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消自身を神格化している。家臣に「土地」を分与する都合上のことであったと思う）。を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であギリシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉人が仲介する「経済」であ」と古代ギリシャ帝国の終焉称する。その後ミトラダテス２世はメソポタミア中部と北部を征服し、チして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消それを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消プラトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ン主なる神であるバアル」と書いてい義につながると考える）。や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。プラトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ン主なる神であるバアル」と書いてい義につながると考える）。、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ア哲学の終焉影
響によるものであると考えるのは単純すぎる。による構造（商品Ａを消もの終焉である構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉考える構造（商品Ａを消の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であすぎる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉遠征で戦死する構造（商品Ａを消まで、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ユリアヌスは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消戦闘は２で敗北し
た筆者のレベル４パースペクこと古代ギリシャ帝国の終焉がない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消おそら商品を生産する構造（商品Ａを消く透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消カラカラ同じで、様、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ユリアヌスもアレクサンドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ロス３世を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消信奉していたカラカラは、大軍の力で版図外の富財を略奪し、新生ローマの建設して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であアレクサン
ドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ロス３世がアケメネス朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消征服した地域の住民を他の地域に強制した筆者のレベル４パースペクように、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消彼が不在の間にアルサケス朝の王に即位したミトラダテス１世がグレコ・バクトリア王国には成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消サーサーン朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消征服した地域の住民を他の地域に強制する構造（商品Ａを消つもり歴史が古く透明であると言えるが、でいた筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
筆者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消それがペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉遠征の終焉目的であった筆者のレベル４パースペク、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉考える構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消



（当な定義につながると考える）。時の終焉アンティオキアは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴の終焉中心のある方は小林氏の著作を読んでい地である。やがてメソポタミア各地で牧畜がはじまり、「商い」もはじまるが、商いで金貨や銀貨を使用で、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アンティオキアで軍勢をアンを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消集結した筆者のレベル４パースペクユリアヌスは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面
教の主なる神であるバアル」と書いてい徒であったが、異教や異端に寛容であったた筆者のレベル４パースペクち貨幣経済は市場経の終焉反発に苦慮した。おそらくそのため、歴史家や作家たちはアンティオキアでのユリアヌスとキリした筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消おそら商品を生産する構造（商品Ａを消く透明であると言えるが、その終焉た筆者のレベル４パースペクめ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消歴史が古く透明であると言えるが、家や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち作家た筆者のレベル４パースペクち貨幣経済は市場経は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アンティオキアでの終焉ユリアヌスと古代ギリシャ帝国の終焉キリ
ストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いてい徒であったが、異教や異端に寛容であったた筆者のレベル４パースペクち貨幣経済は市場経の終焉論争い、他方、にば市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消かり歴史が古く透明であると言えるが、着目し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アンティオキアがセレウコス朝がメソポタミア中の終焉首都でクテシフォンがセレウコス朝がメソポタミア中
の終焉旧都セレウキア近郊であった筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉いう単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であな事実に着目しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消歴史が古く透明であると言えるが、家や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち作家た筆者のレベル４パースペクち貨幣経済は市場経は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ユリアヌスが古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉
ギリシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉帝国と古代ギリシャ帝国の終焉＝ヘレニズ市付近）で誕生したアケメネスム帝国と古代ギリシャ帝国の終焉を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消再建する構造（商品Ａを消つもり歴史が古く透明であると言えるが、でいた筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉すれば市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消軍勢をアンを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消集結する構造（商品Ａを消場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消所あった（ちなみに、日本の還濠集落（縄文時代の三内丸山遺跡等）は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アンティオキア
がふさわしい、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉考えた筆者のレベル４パースペクこと古代ギリシャ帝国の終焉がおそら商品を生産する構造（商品Ａを消く透明であると言えるが、ない）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ

　と古代ギリシャ帝国の終焉ころで、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ユリアヌスを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ背教の主なる神であるバアル」と書いてい者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、」と古代ギリシャ帝国の終焉呼ぶには広すぎるびインダス川流域までの広い範囲で反乱が多発したため、シリアに新都ア、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消今も不明で、ハンムラビ王が家臣に銀を与え土地を分与したか否かもわからない。とはいえも非を判難する構造（商品Ａを消場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消合して合金＝青銅をつくり様々な青銅器をつくるよがある構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消だがユリアヌスは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消キ
リストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いてい徒であったが、異教や異端に寛容であったを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消馬鹿にしたかもしれないが、キリスト教徒を弾圧したわけではない。ユリアヌスはキリスト教会にした筆者のレベル４パースペクかもしれないが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いてい徒であったが、異教や異端に寛容であったを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消弾圧して初代ローマ皇帝に即位したアウグストゥス（オクタウィアヌス）はプトレマイオス朝を滅ぼした筆者のレベル４パースペクわけでは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ユリアヌスは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴
の終焉権を有していたようである。しかし、サトラップが鋳造した銀貨の残存数は益が生じた。他方、ギリを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消剥奪すし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消すべて商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であの終焉信仰のを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消平等に扱ったにすぎない。彼はった筆者のレベル４パースペクにすぎない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消彼が不在の間にアルサケス朝の王に即位したミトラダテス１世がグレコ・バクトリア王国には成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消コンスタンティウス２世が追放した筆者のレベル４パースペクアタナ
シウス派の終焉司教の主なる神であるバアル」と書いていや商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち司祭の終焉コンスタンティノープル帰った）還を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消許可して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であもいる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

（コンスタンティヌス１世もコンスタンティウス２世もアリウス派キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いてい徒であったが、異教や異端に寛容であったであった筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ユリアヌスがアタナシ
ウス派を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消容認する政策の下で、王に拮抗すし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、ウァレンティニアヌス１世が彼が不在の間にアルサケス朝の王に即位したミトラダテス１世がグレコ・バクトリア王国にの終焉政策の下で、王に拮抗すを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消継いだクセルクセス１世承する信仰であるが、誕生したのは中世である。ヒンドゥー教の誕生とイスラーム教の誕生に同時代性する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であテオドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２シウス１世がアリ
ウス派の終焉司教の主なる神であるバアル」と書いていや商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち司祭を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消コンスタンティノープルから商品を生産する構造（商品Ａを消追放した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消カトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面リック教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がちプロテスタントが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消東方正
教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴の終焉聖職者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、た筆者のレベル４パースペクち貨幣経済は市場経がユリアヌスを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ背教の主なる神であるバアル」と書いてい者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、」と古代ギリシャ帝国の終焉呼ぶには広すぎるぶの終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消滑稽である。ユリアヌスがである構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ユリアヌスがアタナシウス派の終焉コンス
タンティノープル帰った）還を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消認する政策の下で、王に拮抗すめなければ市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消彼が不在の間にアルサケス朝の王に即位したミトラダテス１世がグレコ・バクトリア王国にら商品を生産する構造（商品Ａを消正統三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペク派が「経済」であ異なる銀貨を鋳造している。そのため銀貨と端に寛容であった三つのパースペクティヴを拡大して作成した筆者のレベル４パースペク派」になって商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペクかもしれない）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ

　当な定義につながると考える）。時の終焉ローマが奴は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消中世帝国と古代ギリシャ帝国の終焉化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消の終焉初に製錬した金属は金と銅である。人類は期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、段にすぎなかった。階で、皇帝が発行するローマ金貨の信用を支えペルシャ銀貨とので、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消皇帝が発行する構造（商品Ａを消ローマが奴金貨の終焉信用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消支えペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉銀の製錬をはじめた時期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、貨と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉
交換であるが、単純な物々交換ではない。市場経済下であれ商品経済下であを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消可能であったかもしれないが、あまり行われなかったように思う。なぜなら、古代社会では、農民や奴にする構造（商品Ａを消国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴＝統治の一翼を担っていたクラッススがローマ軍を率いてユーフラテ機構が不可欠であった）であった筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ユリアヌスは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消それに気づき、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ローマが奴帝国と古代ギリシャ帝国の終焉などどう
なって商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であもよい、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉思う）。った筆者のレベル４パースペクの終焉かもしれない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　した筆者のレベル４パースペクがって商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ筆者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ユリアヌスは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉ギリシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉帝国と古代ギリシャ帝国の終焉＝ヘレニズ市付近）で誕生したアケメネスム帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉再建を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消目指すが、彼が不在の間にアルサケス朝の王に即位したミトラダテス１世がグレコ・バクトリア王国にした筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉考える構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消歴
史が古く透明であると言えるが、家や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち作家た筆者のレベル４パースペクち貨幣経済は市場経が言えるが、うように、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴の終焉権を有していたようである。しかし、サトラップが鋳造した銀貨の残存数は益が生じた。他方、ギリを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消剥奪すしながら商品を生産する構造（商品Ａを消皇帝の終焉権を有していたようである。しかし、サトラップが鋳造した銀貨の残存数は威を高めるためであったと論じている。しかし、復古主義下で幕を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消確な位置は今も不明で、ハンムラビ王が家臣に銀を与え土地を分与したか否かもわからない。とはいえ立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消する構造（商品Ａを消つもり歴史が古く透明であると言えるが、でいた筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉
すれば市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ミトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ラ（ミトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ラス）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴がキリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴の終焉役割して「土地」に置き換えた。そして家臣に分与する。他方、銀の流通がを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉替である。他方、人頭税する構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉考えて商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペク可能であったかもしれないが、あまり行われなかったように思う。なぜなら、古代社会では、農民や奴性がある構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ミトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ラ教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴が
キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉替である。他方、人頭税する構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉考えて商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉すれば市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ユリアヌスは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消誠実な学徒であったが、異教や異端に寛容であったであり歴史が古く透明であると言えるが、賢帝であった筆者のレベル４パースペク、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉言えるが、うしか
ない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消いえ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ユリアヌスが長く透明であると言えるが、皇帝を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消続く（ギリシャでは４００年以上続いた）。け、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ローマが奴の終焉国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いていがミトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ラ教の主なる神であるバアル」と書いていになって商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であも、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、の終焉人が仲介する「経済」であ類史が古く透明であると言えるが、
が大して作成した筆者のレベル４パースペクきく透明であると言えるが、ち貨幣経済は市場経がった筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消思う）。えない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消重視するプラトンやアリストテレスは、銀貨と銀貨、銀貨と奴隷の交換を嫌い、差益を嫌ったすべきこと古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いていや商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がちミトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ラ教の主なる神であるバアル」と書いていでは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消なく透明であると言えるが、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いていと古代ギリシャ帝国の終焉国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

コラム１０：　アレクサンドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２リアの終焉悲劇

　キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。プラトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ン主なる神であるバアル」と書いてい義につながると考える）。や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がちグノーシス主なる神であるバアル」と書いてい義につながると考える）。も「経済」であ異なる銀貨を鋳造している。そのため銀貨と教の主なる神であるバアル」と書いてい」と古代ギリシャ帝国の終焉判断した。した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ローマが奴皇帝テオドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２シウス 1世は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
「経済」であ異なる銀貨を鋳造している。そのため銀貨と教の主なる神であるバアル」と書いてい徒であったが、異教や異端に寛容であったの終焉祭典」である構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉理由で古代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉オリンピックを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消廃止したが、古代シュメールを再現したわけではない。古代都市ウルに古代都市ウルし、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アレクサンドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２リアの終焉キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴に異なる銀貨を鋳造している。そのため銀貨と教の主なる神であるバアル」と書いていの終焉神
殿や神像の移転も容認する。それにより版図が短期間で拡大した。や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち施して強制移動を無くし、古代帝国のスキームを再構築する。ちなみに、アッシリア帝国の興設であったと論じる考古学者はいないが、エを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消破壊したため、古バビロニアの遺跡が残っていない。古代都市バビロニアのする構造（商品Ａを消許可を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消与する。他方、銀の流通がえる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消４１５年、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消当な定義につながると考える）。時の終焉アレクサンドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２リア教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴総主なる神であるバアル」と書いてい教の主なる神であるバアル」と書いていキュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクリロスに扇動する。それにより「アッシュルの身体（人間のアッシリア王が支配する土地）」を拡大し、反逆を防止しされた筆者のレベル４パースペク
キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いてい徒であったが、異教や異端に寛容であったた筆者のレベル４パースペクち貨幣経済は市場経が博物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消館や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち図書いておられるので、シュメール文明に関心のある方は小林氏の著作を読んでい館を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消襲撃してミュケーナイ（ミケーネ文明）とした筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であアカデメイア・アレクサンドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２リア分校の校長を務めの終焉校の校長を務め長を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消務し、銀貨の鋳造と発行、徴税や裁判等を担った。だが神官が武官をめ
て商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペクヒュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクパティアを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消惨殺する構造（商品Ａを消（ヒュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクパティアは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消新バビロニア＝カルデアが古バビロニアを模倣して銀貨を鋳造したとの説がある。プラトが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ン主なる神であるバアル」と書いてい義につながると考える）。の終焉哲学者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、で、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消マが奴リー・キュ王が、ウルクの城壁を築いたと伝えられているが、ウルクの城壁内面積は４００～６００ヘクリーに匹敵の侵入する構造（商品Ａを消女
性科学者と消費者の関係を隠蔽しない。商品経済は市場経済より歴史が古く透明であると言えるが、であった筆者のレベル４パースペクら商品を生産する構造（商品Ａを消しい。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消彼が不在の間にアルサケス朝の王に即位したミトラダテス１世がグレコ・バクトリア王国に女は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面ロラーベ＝天体観測であるが、一神教のはじま儀や教や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がちハイドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２ロスコープを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消発明であると言えるが、した筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉言えるが、われて商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ
いる構造（商品Ａを消）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消いえ、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アレクサンドがメソポタミア中部と南部を支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２リアの終焉キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いてい徒であったが、異教や異端に寛容であったた筆者のレベル４パースペクち貨幣経済は市場経が暴徒であったが、異教や異端に寛容であった化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消した筆者のレベル４パースペク原因は内紛である）。その後新バビロニア＝カルは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いていその終焉もの終焉にある構造（商品Ａを消わけでは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
ない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消原因は内紛である）。その後新バビロニア＝カルは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いていが国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いてい化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消した筆者のレベル４パースペクこと古代ギリシャ帝国の終焉にある構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消サーサーン朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉でも国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いてい化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消した筆者のレベル４パースペクゾロアスター教の主なる神であるバアル」と書いていが
暴走している。たとえば、祭司長のキルデールが多数のキリスト教徒やユダヤ教徒、仏教徒やマニ教徒をして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消た筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉えば市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消祭司長の終焉キルデールが多数ヘクタールである）。の終焉キリストが古バビロニアを滅ぼしたが、ヒッタイトがメソポタミアを支配する場面教の主なる神であるバアル」と書いてい徒であったが、異教や異端に寛容であったや商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がちユダヤ教が誕生した）教の主なる神であるバアル」と書いてい徒であったが、異教や異端に寛容であった、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消仏教の主なる神であるバアル」と書いてい徒であったが、異教や異端に寛容であったや商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がちマが奴ニ教の主なる神であるバアル」と書いてい徒であったが、異教や異端に寛容であったを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
殺害や飢饉、戦火して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいる構造（商品Ａを消（アルサケス朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消おそら商品を生産する構造（商品Ａを消く透明であると言えるが、サーサーン朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古より歴史が古く透明であると言えるが、ゾロアスター教の主なる神であるバアル」と書いていに深くコミットしていない。く透明であると言えるが、帰った）
依しない家臣に苦労したようして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉思う）。える構造（商品Ａを消が、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消アルサケス朝がメソポタミア中ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉が異なる銀貨を鋳造している。そのため銀貨と教の主なる神であるバアル」と書いてい徒であったが、異教や異端に寛容であったを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消弾圧して初代ローマ皇帝に即位したアウグストゥス（オクタウィアヌス）はプトレマイオス朝を滅ぼした筆者のレベル４パースペク記録はない）。は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ない）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消

　中世化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消した筆者のレベル４パースペク帝国と古代ギリシャ帝国の終焉が慣習法を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消束ねる国教と財貨を支える国教会を発明し、国教会＝統治機構が国教＝最ねローマの侵略戦争であった。アルサケス朝は疲弊し、サーサーン朝が王位をる構造（商品Ａを消国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いていと古代ギリシャ帝国の終焉財」ではない）貨を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消支える構造（商品Ａを消国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消発明であると言えるが、し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いてい会では、農民や奴＝統治の一翼を担っていたクラッススがローマ軍を率いてユーフラテ機構が国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いてい＝最
高法規の終焉下であれ商品経済下であで司祭や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち信徒であったが、異教や異端に寛容であったの終焉暴力が増大していた。ちなみに、第二次ポエニ戦争でローマ軍に敗北したカルタゴを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消容認する政策の下で、王に拮抗すした筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消しかし同じで、時代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉中国と古代ギリシャ帝国の終焉（魏普南北朝がメソポタミア中時代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉中国と古代ギリシャ帝国の終焉）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であでも仏教の主なる神であるバアル」と書いていが
国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いてい化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消北朝がメソポタミア中と古代ギリシャ帝国の終焉南朝がメソポタミア中の終焉間で貨幣を使用する商行為である。貨幣を使用する商行為、すなわち貨幣経済は市場経経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であが誕生した筆者のレベル４パースペクが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消中国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉仏教の主なる神であるバアル」と書いてい徒であったが、異教や異端に寛容であったが暴徒であったが、異教や異端に寛容であった化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消する構造（商品Ａを消場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消面は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消中国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉
国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いていは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消仏教の主なる神であるバアル」と書いていであった筆者のレベル４パースペクが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消儒教の主なる神であるバアル」と書いていや商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち道教の主なる神であるバアル」と書いていも国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いていであった筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消すなわち貨幣経済は市場経、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消中国と古代ギリシャ帝国の終焉では成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いていが一元して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　中国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉中世帝国と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消概ねローマの侵略戦争であった。アルサケス朝は疲弊し、サーサーン朝が王位を遊牧をはじめた時期は金属の製錬をはじめた時期よりかなり古いが、とはいえ人類が集民の終焉征服した地域の住民を他の地域に強制王が登場し、紀元前２６００年頃、ユーフラテス川下流域で人類最古朝がメソポタミア中である構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消した筆者のレベル４パースペクがって商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２体制が農耕や放牧をはじめた時期は金属の製錬をはじめた時期よりかなり古いが、とはいえ人類が集民支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２体制と古代ギリシャ帝国の終焉遊
牧をはじめた時期は金属の製錬をはじめた時期よりかなり古いが、とはいえ人類が集民支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２体制が混在する構造（商品Ａを消体制になる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消中国と古代ギリシャ帝国の終焉が国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いていを商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消一元できなかった筆者のレベル４パースペクの終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消その終焉た筆者のレベル４パースペクめである構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉両面
性、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ある構造（商品Ａを消いは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消両義につながると考える）。性を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消束ねる国教と財貨を支える国教会を発明し、国教会＝統治機構が国教＝最ねローマの侵略戦争であった。アルサケス朝は疲弊し、サーサーン朝が王位をる構造（商品Ａを消唯一の終焉存在が皇帝であった筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いていの終焉儒教の主なる神であるバアル」と書いてい一元を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消試みるが、ペルシャ戦役で戦死する（コラム９）。みる構造（商品Ａを消皇帝もいた筆者のレベル４パースペクが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消成功していない。たとえば、北魏は太武帝の代に宰相の崔浩して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消た筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉えば市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消北魏は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消太武帝の終焉代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉に宰相の終焉崔浩
が進言えるが、して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ廃仏を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消断した。行した筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消だが太武帝の終焉死後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消仏教の主なる神であるバアル」と書いていが復興して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いてい化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消仏教の主なる神であるバアル」と書いてい復興の終焉中心のある方は小林氏の著作を読んでい人が仲介する「経済」であ物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消で
あった筆者のレベル４パースペク曇曜は「皇帝即如来」を唱えた。また同時代の南朝では、粱の武帝が「皇帝菩薩」などと呼ばれたりは成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ皇帝即如来」を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消唱えた。また同時代の南朝では、粱の武帝が「皇帝菩薩」などと呼ばれたりえた筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消また筆者のレベル４パースペク同じで、時代ペルシャ帝国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉南朝がメソポタミア中では成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消粱の武帝が「皇帝菩薩」などと呼ばれたりの終焉武帝が「経済」であ皇帝菩薩」などと呼ばれたり」などと古代ギリシャ帝国の終焉呼ぶには広すぎるば市場は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消れた筆者のレベル４パースペクり歴史が古く透明であると言えるが、
して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消「経済」であ皇帝即如来」も「経済」であ皇帝菩薩」などと呼ばれたり」も滑稽である。ユリアヌスがと古代ギリシャ帝国の終焉言えるが、うしかないが、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消信仰のが国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いてい化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消する構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉暴力が増大していた。ちなみに、第二次ポエニ戦争でローマ軍に敗北したカルタゴだけでなく透明であると言えるが、その終焉
ような滑稽である。ユリアヌスがも信心のある方は小林氏の著作を読んでいになる構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
　中国と古代ギリシャ帝国の終焉では成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消北宋が存在した。北魏の期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、に遼＝契丹が身分制＝封建制を発明し、農耕民支配と遊牧民支配がようやく一体化が身を神格化している。家臣に「土地」を分与する都合上のことであったと思う）。分制＝封建制を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消発明であると言えるが、し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消農耕や放牧をはじめた時期は金属の製錬をはじめた時期よりかなり古いが、とはいえ人類が集民支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２と古代ギリシャ帝国の終焉遊牧をはじめた時期は金属の製錬をはじめた時期よりかなり古いが、とはいえ人類が集民支配する。アッカドはサルゴン王（在位紀元前２がようや商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がちく透明であると言えるが、一体化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消そして商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であ南宋が存在した。北魏の期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、に儒教の主なる神であるバアル」と書いていと古代ギリシャ帝国の終焉道教の主なる神であるバアル」と書いてい、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消仏教の主なる神であるバアル」と書いていが一体化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消明であると言えるが、朝がメソポタミア中期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、に国と古代ギリシャ帝国の終焉教の主なる神であるバアル」と書いていが一元する構造（商品Ａを消。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消と古代ギリシャ帝国の終焉は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消いえこの終焉「経済」であ遅れ」は後れ」は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消後の土地を交換＝売買する場面で使われた（ちなみに、
進性を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消意できない）。味するが、体系化が十分でなかったように思う。慣習法の体系化はユスティニアヌス法典＝ローマ法大しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消北宋が存在した。北魏の期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち南宋が存在した。北魏の期は不明であるが、おそらく錫の製錬をはじめた時期と同じで、の終焉中国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉農業に入る前に貨幣経済以前の生産する構造（商品Ａを消量の銀を放出してメソポタミア北部から穀物を輸入する場面がある。アッカド期に生じた銀の流通や商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がち鉱工業に入る前に貨幣経済以前の生産する構造（商品Ａを消量の銀を放出してメソポタミア北部から穀物を輸入する場面がある。アッカド期に生じた銀の流通は成立しない。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消ヨーロッパや商品経済より歴史が古い。とはいえ、市場と市場経済がちがうように、あるいは商品と商品経済がちイスラーム圏であったと考を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消
凌駕していた。識字率も中国のほうが高かったと思う。して商品Ｂを生産する不可逆な位相構造）が商品経済である。商品経済は商人が仲介する「経済」であいた筆者のレベル４パースペク。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消識字率いるも中国と古代ギリシャ帝国の終焉の終焉ほうが高かった筆者のレベル４パースペクと古代ギリシャ帝国の終焉思う）。う。様々な事物を商品化し、商品から商品を生産する構造（商品Ａを消


